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史
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史
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憲
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葉
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狂
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世
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ご
台
臨
を
仰
い
で

　このたびの九州北部を襲った記録的な豪雨によ
り、被災されたみなさまに心からお見舞を申し上げ
ます。
　避難されているみなさまのご心労も、如何ばかり
かと拝察申し上げます。
　一日も早く復興され、みなさまの日常と平安が戻
りますよう、祈念申し上げます。
 一般財団法人　國學院大學院友会

　國學院大學では、院友の皆様のご子女、お孫さん、ご兄弟姉妹など、二親等以内の方を対象とした特別選考入学試験
を全学部・全学科で実施いたします。
　概要は次のとおりです。詳細は入学試験要項で必ずご確認ください。
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ョ
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付
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ョ
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九州北部豪雨により
被災されたみなさまへ

　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多く
の院友のみなさまに情報発信をしていきたいと考
えております。現在、住所が判明している全ての
院友のみなさまに、院友会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤務先
等に変更がございましたら、本会又は國學院大學
校友課へお知らせください。ホームページからで
も変更できます。また、ご実家であっても、ご本
人がお住まいでない場合、郵便局から差し戻され
て参りますので、必ずご一報ください。
　みなさまのお手元に郵便物が確実に届くよう
に、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。

住所変更届・異動届のお願い

以下①～③すべての要件を満たす者
① 高等学校（特別支援学校の高等部を
含む）又は中等教育学校を卒業して
いるか、平成30年３月卒業見込み
の者。あるいは高等学校卒業者と同
等以上の学力があると本学が認めた
者。

② 院友会の会員〔本学（大学院、専攻
科、別科、國學院大學幼児教育専門
学校等を含む）の卒業・修了者、ま
たは本学・法人・姉妹法人の現職専
任教職員など〕の二親等以内の親族
（配偶者・姻族含む）であること。
なお、出願資格の確認は提出書類に
基づいて大学が行う。

③ 本学への入学を第１希望（単願）と
する者。

出願資格

日本文学科   ６名
中国文学科   ２名
外国語文化学科   ３名
史学科   ２名
哲学科   １名
神道文化学科　フレックスA   １名
　　　　　　　フレックスB   １名
法律学科　法律専攻   ３名
　　　　　政治専攻   １名
経済学科   ４名
経済ネットワーキング学科   ５名
経営学科   ３名
初等教育学科   ３名
健康体育学科   ３名
子ども支援学科   ３名

募集人員

　出願書類（志望理由書、課題レポー
ト等）による第１次選考および第２次
選考（小論文またはレポートと面接
等、内容は学科によって異なりま
す。）により合格者を決定します。

選考方法

▶開催日
　８月27日（日）・10月29日（日）

オープンキャンパス

▶出願期間
　８月30日（水）～９月６日（水）
　※消印有効
▶第１次選考（書類選考）合格発表
　9月20日（水）※選考結果通知発送
▶第２次出願（第１次選考合格者のみ）
　10月10日（火）～16日（月）
　※消印有効・入学検定料納入
▶第２次選考
　11月12日（日）
　※ 内容は必ず入学試験要項でご確認ください。
▶最終合格発表
　11月22日（水）※通知発送

試験日程

〒150-8440
東京都渋谷区東4-10-28
國學院大學入学課
TEL 03-5466-0141
FAX 03-5485-0152
E-mail exam@kokugakuin.ac.jp

※ 出願資格等についてご不明の点がござい
ましたら、入学課（03-5466-0141）
までお問い合わせください。

お問い合わせ・入学試験要項請求先

■９月開催分
　札幌   ９月22日（金）
　青森   ９月 ４日（月）
　盛岡   ９月19日（火）
　仙台   ９月 ７日（木）
　秋田   ９月 １日（金）
　山形   ９月15日（金）
　水戸   ９月26日（火）
　宇都宮   ９月 ６日（水）
　高崎   ９月22日（金）
　甲府   ９月14日（木）
　横浜   ９月 ２日（土）
　大宮   ９月21日（木）
　新宿   ９月16日（土）
　新潟   ９月13日（水）
　松本   ９月 ５日（火）
　長野   ９月 ６日（水）
　富山   ９月19日（火）
　金沢   ９月20日（水）
　沼津   ９月 ４日（月）
　静岡   ９月 ５日（火）
　福岡   ９月20日（水）
　長崎   ９月12日（火）
　熊本   ９月14日（木）
　宮﨑   ９月27日（水）
　鹿児島   ９月15日（金）
※ 上記期間以外の開催（会場・時間帯の詳細）
は、本学ホームページをご確認ください。

進学相談会

※ 各開催とも、渋谷・横浜たまプラーザの両
キャンパスで実施します。企画内容等の詳
細は本学ホームページでご確認ください。

▶開催時間
　10：00～16：00＜入退場自由＞

院友子弟等特別選考入学試験について

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。

國學院カードのお申し込み方法

協力店の募集について

資料請求・お問い合わせ先

下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いただける
協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗については大学HP
やチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させていただきます。

國學院大學 経理課（担当：鈴木、清水）
TEL　: 03-5466-0115　  MAIL : keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB  : 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞國學院カード 「國學院カード」HP

QRコード

また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」誕生！

1 平成29年８月15日（火）　No.366 院 友 会 報 残暑見舞号

発行：（一財）國學院大學院友会
http://www.kokugakuin.or.jp
E-mail: inyuukai@kokugakuin.or.jp
〒150-0011
東京都渋谷区東四丁目12番８号
電話　03（3400）7781（代）
FAX　03（3400）7996
郵便振替口座番号：00190-9-11208
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公益目的支出計画実施報告書を
内閣府へ提出

　一般財団法人へ移行してから公益目的支　一般財団法人へ移行してから公益目的支
出計画の実施完了の確認を受けるまでの出計画の実施完了の確認を受けるまでの
間、私どもは、公益目的支出計画実施報告間、私どもは、公益目的支出計画実施報告
書等を毎事業年度の経過後３カ月以内に、書等を毎事業年度の経過後３カ月以内に、
行政庁に提出することになっている。行政庁に提出することになっている。
　今年度も、監査を経て、第19回理事会、　今年度も、監査を経て、第19回理事会、
第６回定時評議員会の了承の後、６月23日第６回定時評議員会の了承の後、６月23日
に提出をおこなった。本法人の移行時の公に提出をおこなった。本法人の移行時の公
益目的財産額は、620,341,554円である。平益目的財産額は、620,341,554円である。平
成28年度の当該事業年度の公益目的収支差成28年度の当該事業年度の公益目的収支差
額は108,797,247円で、当該事業年度末日の額は108,797,247円で、当該事業年度末日の
公益目的財産残額は、511,544,307円。本法公益目的財産残額は、511,544,307円。本法
人が移行した当初の計画では、公益目的支人が移行した当初の計画では、公益目的支
出計画の完了予定は、平成60年３月31日と出計画の完了予定は、平成60年３月31日と
しているが、現状の事業内容、実施期間にしているが、現状の事業内容、実施期間に
ついて、変更はない。ついて、変更はない。
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意
点
、
実
施
後
の
す
み

の
注
意
点
、
実
施
後
の
す
み

や
か
な
事
業
報
告
と
決
算
書

や
か
な
事
業
報
告
と
決
算
書

の
提
出
、
等
に
つ
い
て
説
明

の
提
出
、
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、「
支
部
運
営
費
に

　

ま
た
、「
支
部
運
営
費
に

関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
」

関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
」

も
配
布
資
料
に
基
づ
き
、
公

も
配
布
資
料
に
基
づ
き
、
公

益
事
業
費
と
の
違
い
や
、
本

益
事
業
費
と
の
違
い
や
、
本

部
・
支
部
の
事
務
手
続
き
に

部
・
支
部
の
事
務
手
続
き
に

関
す
る
お
願
い
な
ど
、
限
ら

関
す
る
お
願
い
な
ど
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
説
明
が
行

れ
た
時
間
の
中
で
説
明
が
行

わ
れ
た
。

わ
れ
た
。

　

午
後
二
時
を
ま
わ
る
こ

　

午
後
二
時
を
ま
わ
る
こ

ろ
、
針
本
副
会
長
の
閉
会
の

ろ
、
針
本
副
会
長
の
閉
会
の

辞
で
は
、
本
日
の
参
集
へ
の

辞
で
は
、
本
日
の
参
集
へ
の

感
謝
、
妃
殿
下
を
お
迎
え
す

感
謝
、
妃
殿
下
を
お
迎
え
す

る
こ
と
に
ふ
れ
て
、
会
は
閉

る
こ
と
に
ふ
れ
て
、
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

会
と
な
っ
た
。

　

こ
の
後
、
妃
殿
下
ご
到
着

　

こ
の
後
、
妃
殿
下
ご
到
着

の
報
を
受
け
て
、
オ
ー
プ
ニ

の
報
を
受
け
て
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
と
な

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
と
な

る
國
學
院
大
學
博
物
館
へ
と

る
國
學
院
大
學
博
物
館
へ
と

移
動
し
た
。

移
動
し
た
。

　

支
部
長
会
議
の
出
席
者
は

　

支
部
長
会
議
の
出
席
者
は

五
十
九
支
部
中
五
十
八
支
部

五
十
九
支
部
中
五
十
八
支
部

が
、
四
協
力
団
体
中
四
協
力

が
、
四
協
力
団
体
中
四
協
力

団
体
が
出
席
。
大
学
関
係

団
体
が
出
席
。
大
学
関
係

者
、
本
会
役
員
等
を
加
え

者
、
本
会
役
員
等
を
加
え

て
、
百
四
十
三
名
が
出
席
し

て
、
百
四
十
三
名
が
出
席
し

た
。
た
。

柔
道
部
・
藤
阪
泰
恒
（
ふ
じ

柔
道
部
・
藤
阪
泰
恒
（
ふ
じ

さ
か
・
た
い
こ
う
／
健
体
３

さ
か
・
た
い
こ
う
／
健
体
３

年
）
君
が
表
彰
と
な
っ
た
。

年
）
君
が
表
彰
と
な
っ
た
。

藤
坂
君
は

藤
坂
君
は
6060
㎏
級
日
本
代
表

㎏
級
日
本
代
表

と
し
て
参
加
し
た
、
平
成
二

と
し
て
参
加
し
た
、
平
成
二

十
九
年
度
二
月
開
催
の
ヨ
ー

十
九
年
度
二
月
開
催
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ

ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ

大
会
に
お
い
て
見
事
優
勝

大
会
に
お
い
て
見
事
優
勝

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

日
本
代
表
候
補
選
手
の
一
人

日
本
代
表
候
補
選
手
の
一
人

で
も
あ
り
、
世
界
の
舞
台
で

で
も
あ
り
、
世
界
の
舞
台
で

の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期

の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

受
賞
と
な
っ
た
。
世
界
の
舞

受
賞
と
な
っ
た
。
世
界
の
舞

台
に
向
け
て
大
き
な
拍
手
が

台
に
向
け
て
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
た
。

贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
欠
席
の
栃
木
県
支

　

こ
の
日
欠
席
の
栃
木
県
支

部
・
吉
田
健
彦
氏
、
埼
玉
県

部
・
吉
田
健
彦
氏
、
埼
玉
県

西
支
部
・
中
野
誠
氏
、
滋
賀

西
支
部
・
中
野
誠
氏
、
滋
賀

県
支
部
・
岳
尋
幸
氏
の
お
名

県
支
部
・
岳
尋
幸
氏
の
お
名

前
が
披
露
さ
れ
、
該
当
支
部

前
が
披
露
さ
れ
、
該
当
支
部

へ
感
謝
状
が
渡
さ
れ
た
。

へ
感
謝
状
が
渡
さ
れ
た
。

　

新
た
に
支
部
長
に
就
任
さ

　

新
た
に
支
部
長
に
就
任
さ

れ
た
福
島
県
中
通
り
支
部
・

れ
た
福
島
県
中
通
り
支
部
・

宮
本
孝
支
部
長
、
栃
木
県
支

宮
本
孝
支
部
長
、
栃
木
県
支

部
・
柳
沼
倫
明
支
部
長
、
滋

部
・
柳
沼
倫
明
支
部
長
、
滋

賀
県
支
部
・
江
竜
喜
之
支
部

賀
県
支
部
・
江
竜
喜
之
支
部

長
、
鳥
取
県
支
部
・
山
本
輝

長
、
鳥
取
県
支
部
・
山
本
輝

美
支
部
長
の
四
名
が
紹
介
さ

美
支
部
長
の
四
名
が
紹
介
さ

れ
た
。

れ
た
。

　

午
後
一
時
二
十
五
分
、
大

　

午
後
一
時
二
十
五
分
、
大

学
の
報
告
に
入
る
。
今
年
は

学
の
報
告
に
入
る
。
今
年
は

記
念
事
業
が
こ
の
後
に
あ

記
念
事
業
が
こ
の
後
に
あ

り
、
会
議
の
時
間
が
限
ら
れ

り
、
会
議
の
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
入
試
・
就
職

て
い
る
た
め
、
入
試
・
就
職

の
状
況
、
個
人
情
報
の
取
扱

の
状
況
、
個
人
情
報
の
取
扱

に
つ
い
て
等
、
事
務
上
の
注

に
つ
い
て
等
、
事
務
上
の
注

意
事
項
を
中
心
に
白
川
事
務

意
事
項
を
中
心
に
白
川
事
務

局
長
・
本
会
理
事
が
代
表
し

局
長
・
本
会
理
事
が
代
表
し

て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

引
続
き
本
会
中
里
総
務
部

　

引
続
き
本
会
中
里
総
務
部

長
が
、
先
ず
「
公
益
事
業
の

長
が
、
先
ず
「
公
益
事
業
の

実
施
手
続
き
に
つ
い
て
」
を

実
施
手
続
き
に
つ
い
て
」
を

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
0202
会
議
室
に
て

会
議
室
に
て

ク
シ
ョ
ン
」と
し
て
二
百
八
十

ク
シ
ョ
ン
」と
し
て
二
百
八
十

点
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

点
に
及
ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
八

日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で

日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で

を
会
期
に
、無
料
に
て
一
般
公

を
会
期
に
、無
料
に
て
一
般
公

開
さ
れ
、

開
さ
れ
、一
万
三
千
名
を
超
え

一
万
三
千
名
を
超
え

る
方
々
が
来
場
し

る
方
々
が
来
場
し
た
。
た
。

展
示
「
有
栖
川
宮
家
旧
蔵
資

展
示
「
有
栖
川
宮
家
旧
蔵
資

料
と
國
學
院
大
學
の
歴
史
」

料
と
國
學
院
大
學
の
歴
史
」

も
解
説
を
受
け
な
が
ら
ご
覧

も
解
説
を
受
け
な
が
ら
ご
覧

に
な
り
、
午
後
三
時
四
十

に
な
り
、
午
後
三
時
四
十

分
、
特
別
講
演
会
会
場
へ
向

分
、
特
別
講
演
会
会
場
へ
向

か
わ
れ
た
。

か
わ
れ
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
ま
れ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
臨
ま
れ
る

妃
殿
下

妃
殿
下

含
め
て
、
映
像
を
拝
見
し
な

含
め
て
、
映
像
を
拝
見
し
な

が
ら
伺
う
妃
殿
下
の
ご
講
演

が
ら
伺
う
妃
殿
下
の
ご
講
演

は
、
さ
な
が
ら
私
ど
も
聴
衆

は
、
さ
な
が
ら
私
ど
も
聴
衆

が
手
の
ひ
ら
で
そ
の
お
品
を

が
手
の
ひ
ら
で
そ
の
お
品
を

感
じ
る
ご
と
く
、
で
あ
っ

感
じ
る
ご
と
く
、
で
あ
っ

た
。
高
円
宮
憲
仁
親
王
と
、

た
。
高
円
宮
憲
仁
親
王
と
、

ま
た
ご
家
族
と
の
根
付
に
纏

ま
た
ご
家
族
と
の
根
付
に
纏

わ
る
お
話
や
、
根
付
の
楽
し

わ
る
お
話
や
、
根
付
の
楽
し

み
方
、
ま
た
妃
殿
下
な
ら
で

み
方
、
ま
た
妃
殿
下
な
ら
で

は
の
〝
旅
す
る
根
付
〞
と
題

は
の
〝
旅
す
る
根
付
〞
と
題

し
た
お
写
真
と
根
付
の
融
合

し
た
お
写
真
と
根
付
の
融
合

な
ど
、
拝
聴
し
た
者
全
て

な
ど
、
拝
聴
し
た
者
全
て

が
、
根
付
を
持
ち
た
く
な
る

が
、
根
付
を
持
ち
た
く
な
る

よ
う
な
お
話
を
戴
い
た
。

よ
う
な
お
話
を
戴
い
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一
時

　

あ
っ
と
い
う
間
の
一
時

間
。
大
き
な
拍
手
の
う
ち
に

間
。
大
き
な
拍
手
の
う
ち
に

妃
殿
下
の
特
別
講
演
会
は
終

妃
殿
下
の
特
別
講
演
会
は
終

了
し
た
。

了
し
た
。

下
か
ら
い
た
だ
い
た
お
時
間

下
か
ら
い
た
だ
い
た
お
時
間

も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま

も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
、午
後
六
時
十
分
、妃
殿
下

い
、午
後
六
時
十
分
、妃
殿
下

は
、本
会
佐
藤
副
会
長
か
ら

は
、本
会
佐
藤
副
会
長
か
ら

贈
ら
れ
た
感
謝
の
花
束
を
受

贈
ら
れ
た
感
謝
の
花
束
を
受

取
ら
れ
、ご
退
席
さ
れ
た
。

取
ら
れ
、ご
退
席
さ
れ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
母
校

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
母
校

関
係
者
、
本
会
役
員
、
全
国

関
係
者
、
本
会
役
員
、
全
国

か
ら
の
支
部
長
、
事
務
局
関

か
ら
の
支
部
長
、
事
務
局
関

係
者
等
百
四
十
名
余
が
出

係
者
等
百
四
十
名
余
が
出

席
。
な
お
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら

席
。
な
お
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら

パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で
、
司
会
進

パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で
、
司
会
進

行
は
、

行
は
、
T
O
K
Y
O    

F
M

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
山
内
智

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
山
内
智

子
（
子
（
9393
史
・
史
・
124124
博
前
史
）
氏

博
前
史
）
氏

が
務
め
た
。

が
務
め
た
。

年
度
に
、本
会
で
は
母
校
と
と

年
度
に
、本
会
で
は
母
校
と
と

も
に
こ
の
記
念
行
事
と
し
て
、

も
に
こ
の
記
念
行
事
と
し
て
、

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
特
段

高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
特
段

の
思
召
し
と
、母
校
の
篤
い
ご

の
思
召
し
と
、母
校
の
篤
い
ご

配
慮
を
い
た
だ
き
、宮
家
所
蔵

配
慮
を
い
た
だ
き
、宮
家
所
蔵

の
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展

の
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展

示
を
國
學
院
大
學
博
物
館
を

示
を
國
學
院
大
學
博
物
館
を

会
場
に
、開
催
し
た
。特
別
展

会
場
に
、開
催
し
た
。特
別
展

「
高
円
宮
家
所
蔵

「
高
円
宮
家
所
蔵 

根
付
コ
レ

根
付
コ
レ

残暑お見舞い申し上げます

た
り
、
妃
殿
下
の
格
別
の
ご

た
り
、
妃
殿
下
の
格
別
の
ご

高
配
と
、
國
學
院
大
學
の
大

高
配
と
、
國
學
院
大
學
の
大

き
な
ご
配
慮
と
お
力
添
え
に

き
な
ご
配
慮
と
お
力
添
え
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
の
小
さ
な
芸
術
品
で

に
、
こ
の
小
さ
な
芸
術
品
で

あ
る
根
付
展
を
、
よ
り
多
く

あ
る
根
付
展
を
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

い
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
根
付
も

　

展
示
さ
れ
て
い
る
根
付
も

学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

橋
本　

憲
市
郎

法

人

事
務
局
長

佐
栁　

正
三

常
務
理
事

大
村　

秀
司

常
務
理
事

赤
井　

益
久

理

事

小
林　

英
夫

同

石
井　

研
士

同

尾
近　

裕
幸

同

木
村　

好
成

同

津
田　
　

栄

同

中
島　

精
太
郎

同

針
本　

正
行

同

今
井　

寛
人

同

木
村　

知
躬

同

千
家　

尊
祐

同

鳥
居　

泰
彦

同

中
村　
　

陽

同

𠮷
田　

茂
穗

同

玉
井　

浩
二

同

稲
葉　

久
雄

監

事

坂
口　

𠮷
一

理
事
長

白
川　

博
一

大

学

事
務
局
長

武
田　
　

誠

法
科
大
学
院
長

金
子　

修
一

大
学
院

委
員
長

柴
﨑　

和
夫

教
育
開
発
推
進

機

構

長

井
上　

順
孝

研
究
開
発
推
進

機

構

長

田
沼　

茂
紀

人
間
開
発

学
部
長

武
田　

秀
章

神
道
文
化

学
部
長

門
広　

乃
里
子

法
学
部
長

橋
元　

秀
一

経
済
学
部
長

石
川　

則
夫

文
学
部
長

赤
井　

益
久

学

長

針
本　

正
行

副
学
長

石
井　

研
士

副
学
長

大
久
保　

桂
子

副
学
長

院 友 会 報残暑見舞号 平成29年８月15日（火）　No.366 2



　

受
章
等
の
ご
連
絡
を
頂
き

ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
、
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
叙
勲

旭
日
小
綬
章

小
林
一
成
氏（
こ
ば
や
し
・
か
ず
し

げ
／
73
文
・
74
神
専
攻
・
78
修
神
）

瑞
宝
小
綬
章

仁
田
原
秀
明
氏（
に
た
ば
る
・

ひ
で
あ
き
／
80
文
）

◆
褒
章

藍
綬
褒
章

池
田
正
宏
氏（
い
け
だ
・
ま
さ

ひ
ろ
／
78
法
・
79
神
専
攻
）

◆
当
選

浦
安
市
長

内
田
悦
嗣
氏（
う
ち
だ
・
え
つ

し
／
96
法
）

栗
原
市
長

千
葉
健
司
氏（
ち
ば
・
け
ん
じ

／
88
法
）

富
士
見
市
議
会
議
員

八
子
朋
弘
氏（
や
こ
・
と
も
ひ

ろ
／
104
法
）

今
成
優
太
氏（
い
ま
な
り
・
ゆ

う
た
／
116
経
ネ
）

掛
川
市
議
会
議
員

寺
田
幸
弘
氏（
て
ら
だ
・
ゆ
き

ひ
ろ
／
86
史
）

東
京
都
議
会
議
員

馬
場
信
男
氏（
ば
ば
・
の
ぶ
お

／
91
史
）

◆
宮
司
就
任

函
館
八
幡
宮（
函
館
市
）

川
見
順
春
氏（
か
わ
み
・
よ
り

は
る
／
86
神
）

伊
豫
豆
比
古
命
神
社（
松
山
市
）

長
曽
我
部
昭
一
郎
氏（
ち
ょ

う
そ
か
べ
・
し
ょ
う
い
ち
ろ

う
／
102
神
）

◆
結
婚

　

次
の
院
友
の
方
が
結
婚
さ

れ
ま
し
た
。本
会
か
ら
当
日
、

会
長
名
の
祝
電
を
贈
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

末
永
く
お
幸
せ
に
！

♥
山
本
祥
嗣
さ
ん（
108
神
２
）

　

野
口
航
さ
ん（
122
経
営
）

　

柴
田
南
緒
さ
ん（
123
日
文
）

　
毛
利
英
史
さ
ん（
108
神
）

　

神
田
ゆ
き
乃
さ
ん（
119
神
文
）

※
院
友
の
叙
勲・褒
章
等
表
彰

の
こ
と
に
つ
い
て
本
部
ま
で

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平成29年支部総会予定　一覧（8/15以降分　※は決定）平成29年支部総会予定　一覧（8/15以降分　※は決定）
支部 日時 場所 備考

北海道道東 ※10/14（土） 末広館りをふく（釧路市） 　
青森県 ※10/7（土）15時半 プラザホテルむつ（むつ市） 　
秋田県 ※8/20（日）12時半 イヤタカ（秋田市） 　
福島県浜通り 11/11（土） 南相馬市予定 ※福島県中通り支部と合同で開催
福島県中通り 11/11（土） 南相馬市予定 ※ 福島県浜通り支部と合同で開催
福島県会津 未定 会津若松市内 　
群馬県 ※9/9（土）16時 ホワイトイン高崎（高崎市） ※ 文化講演会は14時半～　
埼玉県東 ※11/19（日）13時15分 ベルヴィギャザホール（越谷市） 　
埼玉県北 ※8/20（日） 秩父神社（秩父市） 　
東京都23区 ※11/25（土）15時 國學院大學130周年記念5号館（渋谷区） 　
富山県 ※10/14(土）18時 スカイホテル魚津（魚津市） 　
石川県 10月頃 羽咋市または金沢市 　
山梨県 未定  　
静岡県中部 ※9/2（土）14時半 クーポール会館（静岡市） 　
静岡県西部 10月～11月頃 浜松市内予定 　
三重県 ※11/5（日） 伊勢市内 　
奈良県 ※8/27（日）15時半 橿原観光ホテル（橿原市） 　

和歌山県 ※9/9（土）17時 アバローム紀の国（和歌山市） ※ 講演会は和歌山県民文化会館で
14時～

鳥取県 ※8/19（土）11時 鳥取ワシントンホテル（鳥取市） 　
山口県 ※8/20(日）16時 遠石八幡宮遠石会館（周南市） 　
徳島県 ※9/16（土）16時 JRホテルクレメント徳島（徳島市） 　
愛媛県 ※9/16（土）17時 国際ホテル松山（松山市） 　
高知県 9月下旬 高知市内予定 　
福岡県 ※8/19（土）17時 ホテルオークラ福岡（福岡市） 　
大分県 ※8/26（土）17時 大分センチェリーホテル（大分市） ※文化講演会　14時～ 
宮崎県 ※９/29（金）16時 神宮会館（宮崎市） 　
鹿児島県 ※9/2（土）18時 ホテル吹上荘（鹿児島市） 　

　 　

院友経済会 ※11/18（土）12時 國學院大學渋谷キャンパス内 　
法学部ＯＢ・ＯＧ会 未定 　 　
マスコミ院友会 未定 　 　

神
奈
川
県
支
部
中
地
区
院
友
会

前
田
監
督
の
す
ば
ら
し
い

講
演
に
全
員
大
感
激

　

二
月
十
二
日
（
日
）
陸
上

　

二
月
十
二
日
（
日
）
陸
上

競
技
部
前
田
康
弘
監
督
を
講

競
技
部
前
田
康
弘
監
督
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
、
第
二
十

師
に
お
迎
え
し
て
、
第
二
十

四
回
神
奈
川
県
支
部
中
地
区

四
回
神
奈
川
県
支
部
中
地
区

院
友
会
を
平
塚
市
内
の
ホ
テ

院
友
会
を
平
塚
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
演

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
演

会
に
八
十
九
名
、
懇
親
会
に

会
に
八
十
九
名
、
懇
親
会
に

五
十
三
名
の
参
加
者
を
迎
え

五
十
三
名
の
参
加
者
を
迎
え

例
年
を
大
き
く
上
回
る
盛
会

例
年
を
大
き
く
上
回
る
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

演
題
は「
箱
根
駅
伝
の
応

　

演
題
は「
箱
根
駅
伝
の
応

♥♥

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

援
が
十
倍
楽
し
く
な
る
話
」。

援
が
十
倍
楽
し
く
な
る
話
」。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
講
演
で

と
て
も
素
晴
ら
し
い
講
演
で

し
た
の
で
内
容
を
少
し
ご
紹

し
た
の
で
内
容
を
少
し
ご
紹

介
し
ま
す
。
先
ず
、
部
員
達

介
し
ま
す
。
先
ず
、
部
員
達

が
大
変
努
力
し
て
い
る
様
子

が
大
変
努
力
し
て
い
る
様
子

に
つ
い
て
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

に
つ
い
て
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
合
宿
所
生
活
、
毎
日

ー
ル
、
合
宿
所
生
活
、
毎
日

の
練
習
と
学
業
、
年
四
回
の

の
練
習
と
学
業
、
年
四
回
の

強
化
合
宿
。
次
に
、
箱
根
駅

強
化
合
宿
。
次
に
、
箱
根
駅

伝
に
つ
い
て
、
各
区
間
の
特

伝
に
つ
い
て
、
各
区
間
の
特

徴
と
選
手
起
用
、
戦
略
、
メ

徴
と
選
手
起
用
、
戦
略
、
メ

ン
バ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
に
お
け

ン
バ
ー
エ
ン
ト
リ
ー
に
お
け

る
監
督
の
苦
悩
、
声
か
け
・

る
監
督
の
苦
悩
、
声
か
け
・

給
水
・
襷
の
決
ま
り
、
第
九

給
水
・
襷
の
決
ま
り
、
第
九

十
三
回
の
反
省
、
経
験
・
戦

十
三
回
の
反
省
、
経
験
・
戦

略
・
流
れ
の
大
切
さ
。
ま

略
・
流
れ
の
大
切
さ
。
ま

た
、
卒
業
部
員
達
の
動
向
、

た
、
卒
業
部
員
達
の
動
向
、

寺
田
選
手
が
コ
ー
ス
を
間
違

寺
田
選
手
が
コ
ー
ス
を
間
違

え
か
け
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

え
か
け
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
。
最

等
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
。
最

後
に
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

後
に
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

ス
カ
ウ
ト
面
、
育
成
面
、
前

ス
カ
ウ
ト
面
、
育
成
面
、
前

田
監
督
の
熱
い
情

田
監
督
の
熱
い
情

熱
と
信
念
。
こ
れ

熱
と
信
念
。
こ
れ

ら
を
ス
ク
リ
ー
ン

ら
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
像
を
映
し
な

に
映
像
を
映
し
な

が
ら
、
靴
と
襷
も

が
ら
、
靴
と
襷
も

回
覧
し
、
七
十
分

回
覧
し
、
七
十
分

ご
講
演
く
だ
さ
い

ご
講
演
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
見

参
加
者
は
、「
見

え
な
か
っ
た
部
分

え
な
か
っ
た
部
分

や
色
々
な
こ
と
が

や
色
々
な
こ
と
が

分
か
っ
て
面
白
か

分
か
っ
て
面
白
か

っ
た
。」「
演
題
通

っ
た
。」「
演
題
通

り
、応
援
が
楽
し

り
、応
援
が
楽
し

く
な
る
話
だ
っ

く
な
る
話
だ
っ

た
。」な
ど
と
、
全

た
。」な
ど
と
、
全

員
か
ら
十
点
満
点

員
か
ら
十
点
満
点

関
東
女
子
学
生
剣
道

新
人
戦
大
会
優
勝

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三

日
、
東
京
武
道
館
で
、
第
十

日
、
東
京
武
道
館
で
、
第
十

七
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
大

七
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
大

会
に
て
、
息
詰
ま
る
接
戦
を

会
に
て
、
息
詰
ま
る
接
戦
を

制
し
、
優
勝
を
手
に
し
ま
し

制
し
、
優
勝
を
手
に
し
ま
し

た
。
各
試
合
と
も
勝
者
数
、

た
。
各
試
合
と
も
勝
者
数
、

総
取
得
本
数
が
同
数
等
の
熱

総
取
得
本
数
が
同
数
等
の
熱

戦
で
、
代
表
戦
を
二
度
制
し

戦
で
、
代
表
戦
を
二
度
制
し

て
の
優
勝
で
し
た
。
出
場
大

て
の
優
勝
で
し
た
。
出
場
大

学
七
十
二
校
、
ベ
ス
ト

学
七
十
二
校
、
ベ
ス
ト
1616
で

は
明
星
大
学
、
準
決
勝
で
は

は
明
星
大
学
、
準
決
勝
で
は

筑
波
大
学
と
大
将
戦
、
決
勝

筑
波
大
学
と
大
将
戦
、
決
勝

は
早
稲
田
大
学
と
代
表
戦
と

は
早
稲
田
大
学
と
代
表
戦
と

な
り
、
大
将
の
長
谷
川
理
恵

な
り
、
大
将
の
長
谷
川
理
恵

選
手
（
法
１
年
）
が
メ
ン
を

選
手
（
法
１
年
）
が
メ
ン
を

先
取
し
、
こ
の
一
本
で
優
勝

先
取
し
、
こ
の
一
本
で
優
勝

を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
大
会

を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
は
、
過
去
数
年
三
位
止
ま

で
は
、
過
去
数
年
三
位
止
ま

り
で
口
惜
し
い
経
験
が
あ

り
で
口
惜
し
い
経
験
が
あ

り
、
昨
年
も
三
位
で
こ
の
雪

り
、
昨
年
も
三
位
で
こ
の
雪

辱
を
は
ら
し
て

辱
を
は
ら
し
て

の
優
勝
で
し

の
優
勝
で
し

た
。
た
。

　

去
る
二
月
十

　

去
る
二
月
十

一
日
、
有
栖
川

一
日
、
有
栖
川

宮
記
念
ホ
ー
ル

宮
記
念
ホ
ー
ル

に
お
い
て
優
勝

に
お
い
て
優
勝

祝
賀
会
を
開
催

祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各

し
ま
し
た
。
各

地
か
ら
多
く
の

地
か
ら
多
く
の

剣
友
の
方
々
が

剣
友
の
方
々
が

参
集
し
て
く
だ

参
集
し
て
く
だ

さ
り
、
出
場
選
手
に
記
念
に

さ
り
、
出
場
選
手
に
記
念
に

胴
を
贈
呈
し
て
お
祝
い
し
た

胴
を
贈
呈
し
て
お
祝
い
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
初
の
女
子
部

と
こ
ろ
で
す
。
初
の
女
子
部

員
入
部
か
ら
数
え
て
六
十
年

員
入
部
か
ら
数
え
て
六
十
年

の
節
目
の
年
の
快
挙
で
、
部

の
節
目
の
年
の
快
挙
で
、
部

史
に
残
る
喜
び
の
大
会
と
な

史
に
残
る
喜
び
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
男
子
は
特
筆
す

り
ま
し
た
。
男
子
は
特
筆
す

る
ま
で
も
な
く
各
大
会
に
於

る
ま
で
も
な
く
各
大
会
に
於

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

常
に
更
な
る
向
上
を
目
指
し

常
に
更
な
る
向
上
を
目
指
し

日
々
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま

日
々
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
す
。

　

今
後
と
も
院
友
会
、
剣
友

　

今
後
と
も
院
友
会
、
剣
友

会
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支

会
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お

援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
優
勝
の
報

願
い
申
し
上
げ
、
優
勝
の
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

告
と
い
た
し
ま
す
。

 

師
範　

鎌
田
吉
郎（
68
文
）記

と
は
す
こ
し
固
く
な
る
程

と
は
す
こ
し
固
く
な
る
程

度
。
そ
し
て
次
の
世
代
を
育

度
。
そ
し
て
次
の
世
代
を
育

ん
で
い
く
。

ん
で
い
く
。

　

新
入
生
入
団
式
の
パ
ー
テ

新
入
生
入
団
式
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、未
成
年
で
あ
る
こ

ィ
ー
で
は
、未
成
年
で
あ
る
こ

と
を
示
す
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ

と
を
示
す
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
胸
に
付
け
、Ｏ
Ｂ
に
も

ョ
ン
を
胸
に
付
け
、Ｏ
Ｂ
に
も

酒
を
勧
め
な
い
よ
う
注
意
喚

酒
を
勧
め
な
い
よ
う
注
意
喚

起
、応
援
団
員
で
あ
る
ま
え
に

起
、応
援
団
員
で
あ
る
ま
え
に

学
生
で
あ
る
と
い
う
自
覚
、四

学
生
で
あ
る
と
い
う
自
覚
、四

年
で
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い

年
で
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い

と
強
く
要
望
し
た
。

と
強
く
要
望
し
た
。

 

山
本
富
彦（
76
法
）記

●記念講演 午後１時 大学構内（教職員･学生等参加自由）
　講　師　 前学長 安蘇谷正彦先生（71神・73修神、78博

神／辯論部ＯＢ）
●記念総会　午後２時30分　院友会館大ホール
　 　詳細は、9月初旬に開催通知（往復はがき）でお知らせ
します。

　その他お問い合わせは、同会事務局：中條（87文）まで。
メールアドレス　yutaka@kokugakuin.ac.jp
　　　　　　　　國學院大學論友会会長 平本美知夫（82法）

　昭和32年（1957）９月15日に東郷神社で発会式が行われ
た國學院大學辯論部のＯＢ組織・論友会は本年で結成60周年
を迎えます。これを節目として10月28日（土）、下記のとお
り記念講演・総会を開催いたします。

結成60周年記念行事辯論部論友会

残暑お見舞い申し上げます

「
神
主
小
唄
」誕
生
の
秘
話

　

國
學
院
大
學
に
は
、
校
歌

　

國
學
院
大
學
に
は
、
校
歌

を
は
じ
め
逍
遥
歌
、
応
援

を
は
じ
め
逍
遥
歌
、
応
援

歌
、
國
大
小
唄
、
國
大
数
え

歌
、
國
大
小
唄
、
國
大
数
え

歌
、
國
大
音
頭
な
ど
の
愛
唱

歌
、
國
大
音
頭
な
ど
の
愛
唱

歌
が
あ
り
、
学
生
は
勿
論
、

歌
が
あ
り
、
学
生
は
勿
論
、

卒
業
生
に
も
歌
わ
れ
て
い

卒
業
生
に
も
歌
わ
れ
て
い

る
。
新
入
生
に
は
、
毎
年
、

る
。
新
入
生
に
は
、
毎
年
、

若
木
育
成
会
（
在
学
生
の
保

若
木
育
成
会
（
在
学
生
の
保

護
者
組
織
）
か
ら
こ
れ
ら
が

護
者
組
織
）
か
ら
こ
れ
ら
が

収
録
さ
れ
た

収
録
さ
れ
た
C
D
が
贈
ら

が
贈
ら

若
竹
の
ご
と
く

　

成
長
を
期
待
す

　

四
月
孟
宗
・
五
月
淡
竹
・
六

　

四
月
孟
宗
・
五
月
淡
竹
・
六

月
真
竹
と
出
た
筍
、
そ
れ
ぞ

月
真
竹
と
出
た
筍
、
そ
れ
ぞ

れ
天
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い

れ
天
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い

る
。
孟
宗
は
す
で
に
袴
を
落

る
。
孟
宗
は
す
で
に
袴
を
落

と
し
葉
も
茂
り
、
白
く
け
ぶ

と
し
葉
も
茂
り
、
白
く
け
ぶ

っ
て
い
る
。
淡
竹
の
葉
も
出

っ
て
い
る
。
淡
竹
の
葉
も
出

始
め
、
竿
師
は
七
月
上
旬
、

始
め
、
竿
師
は
七
月
上
旬
、

鮎
竿
の
手
元
二
番
用
に
切

鮎
竿
の
手
元
二
番
用
に
切

る
。
真
竹
は
ま
だ
袴
を（
皮
）

る
。
真
竹
は
ま
だ
袴
を（
皮
）

落
と
し
き
っ
て
い
な
い
。

落
と
し
き
っ
て
い
な
い
。

　

國
學
院
大
學
全
學
應
援
團

國
學
院
大
學
全
學
應
援
團

に
新
入
生
が
入
団
、現
在
リ
ー

に
新
入
生
が
入
団
、現
在
リ
ー

ダ
ー
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
バ

ダ
ー
部
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
バ

ー
ニ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

ー
ニ
ー
ズ
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

と
三
部
合
わ
せ
て
五
十
名
の

と
三
部
合
わ
せ
て
五
十
名
の

日
本
一
の
応
援
団
と
な
っ
た
。

日
本
一
の
応
援
団
と
な
っ
た
。

若
竹
の
ご
と
く
す
く
す
く
と

若
竹
の
ご
と
く
す
く
す
く
と

成
長
し
て
欲
し
い
。

成
長
し
て
欲
し
い
。

　

竹
は
か
ぐ
や
姫
の
ご
と
く

　

竹
は
か
ぐ
や
姫
の
ご
と
く

お
よ
そ
二
カ
月
で
伸
び
、
三

お
よ
そ
二
カ
月
で
伸
び
、
三

日
月
で
成
長
は
止
ま
り
、
あ

日
月
で
成
長
は
止
ま
り
、
あ

と
い
う
感
想
が
戻
っ
て
き
ま

と
い
う
感
想
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
お
願
い
し
た

し
た
。
当
日
お
願
い
し
た

「
陸
上
競
技
部
活
動
支
援
募

「
陸
上
競
技
部
活
動
支
援
募

金
」
に
も
大
勢
の
皆
様
が
快

金
」
に
も
大
勢
の
皆
様
が
快

く
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
九
万

く
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
九
万

二
百
円
全
額
を
大
学
に
お
送

二
百
円
全
額
を
大
学
に
お
送

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
を
託
し
た
く
な

た
。
子
ど
も
を
託
し
た
く
な

る
よ
う
な
お
人
柄
の
伝
わ
っ

る
よ
う
な
お
人
柄
の
伝
わ
っ

て
く
る
素
晴
ら
し
い
講
演

て
く
る
素
晴
ら
し
い
講
演

会
。
全
国
に
支
援
の
輪
が
広

会
。
全
国
に
支
援
の
輪
が
広

が
れ
ば
と
願
い
つ
つ
ご
報
告

が
れ
ば
と
願
い
つ
つ
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

 

池
邊
史
郎（
79
文
・
83
修
文
）記

　院友の方から会報発送時に住
所を１枚の紙に印刷して封筒の
中に封入してほしいとのご意見
がございました。（住所をシュ
レッダーするのにラッピング封
筒だとシュレッダーができない

とのこと。）住所を別紙に印刷
して封入するとコストがかなり
高くなるため、そのまま封筒に
貼って発送しています。
　お手数ですが、シュレッダー
をする場合は、印字部分だけを
剥がしてシュレッダーしていた
だければと思います。宜しくお
願いいたします。

お詫びとお願い

例年を大きく上回る院友を迎えて盛大に開催例年を大きく上回る院友を迎えて盛大に開催

成
長
が
楽
し
み
な
新
入
団
員
た
ち

成
長
が
楽
し
み
な
新
入
団
員
た
ち

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

そ
の

　

そ
の
C
D
に「
神
主
小
唄
」

に「
神
主
小
唄
」

が
あ
る
。今
で
は
神
職
課
程

が
あ
る
。今
で
は
神
職
課
程

の
学
生
の
定
番
ソ
ン
グ
と
し

の
学
生
の
定
番
ソ
ン
グ
と
し

て
愛
唱
さ
れ
て
い
る
が
、そ

て
愛
唱
さ
れ
て
い
る
が
、そ

の
神
主
小
唄
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
神
主
小
唄
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

は
ズ
ン
ド
コ
節
で
あ
り
、歌

は
ズ
ン
ド
コ
節
で
あ
り
、歌

詞
は
詠
み
人
知
ら
ず
で
、作

詞
は
詠
み
人
知
ら
ず
で
、作

詞
者
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。

詞
者
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
に
は
神
職

　

昭
和
三
十
年
代
に
は
神
職

養
成
の
専
門
学
校
・
神
宮
皇

養
成
の
専
門
学
校
・
神
宮
皇

學
館
（
伊
勢
市
）
の
学
生

學
館
（
伊
勢
市
）
の
学
生

が
、
一
年
次
に
國
學
院
大
學

が
、
一
年
次
に
國
學
院
大
學

別
科
で
学
ぶ
制
度
に
な
っ
て

別
科
で
学
ぶ
制
度
に
な
っ
て

お
り
、
世
田
谷
区
松
原
に
あ

お
り
、
世
田
谷
区
松
原
に
あ

っ
た
松
風
寮
（
神
宮
司
庁
所

っ
た
松
風
寮
（
神
宮
司
庁
所

有
）
か
ら
大
学
に
通
学
し

有
）
か
ら
大
学
に
通
学
し

て
、
神
道
研
修
部
別
科
の
授

て
、
神
道
研
修
部
別
科
の
授

業
を
受
け
て
い
た
。

業
を
受
け
て
い
た
。

　

今
か
ら
凡
そ
六
十
年
前
の

　

今
か
ら
凡
そ
六
十
年
前
の

昭
和
三
十
四
年
に
、
神
宮
皇

昭
和
三
十
四
年
に
、
神
宮
皇

學
館
か
ら
神
道
学
科
二
年
次

學
館
か
ら
神
道
学
科
二
年
次

に
編
入
し
た
学
生
が
口
ず
さ

に
編
入
し
た
学
生
が
口
ず
さ

ん
で
い
た
の
を
聴
い
て
、
我

ん
で
い
た
の
を
聴
い
て
、
我

々
神
道
学
科
の
一
部
の
学
生

々
神
道
学
科
の
一
部
の
学
生

も
歌
う
よ
う
に
な
り
、
次
第

も
歌
う
よ
う
に
な
り
、
次
第

に
歌
い
継
が
れ
た
。

に
歌
い
継
が
れ
た
。

　

作
詞
は
昭
和
三
十
二
年
に

作
詞
は
昭
和
三
十
二
年
に

神
宮
皇
學
館
に
入
学
し
た
坂

神
宮
皇
學
館
に
入
学
し
た
坂

本
和
弘（

本
和
弘（
7070
神
／
三
重
）、林
田

神
／
三
重
）、林
田

守
邦（
守
邦（
7070
神
／
福
岡
）、溝
口
登

神
／
福
岡
）、溝
口
登

美
夫（
美
夫（
7070
神
／
故
人
／
岐
阜
）、

神
／
故
人
／
岐
阜
）、

大
神
一
男（

大
神
一
男（
7070
神
／
故
人
／
福

神
／
故
人
／
福

岡
）等
に
よ
っ
て
当
時
、流
行

岡
）等
に
よ
っ
て
当
時
、流
行

し
て
い
た
田
端
義
夫（
三
重
県

し
て
い
た
田
端
義
夫（
三
重
県

出
身
）の
ズ
ン
ド
コ
節
に
合
わ

出
身
）の
ズ
ン
ド
コ
節
に
合
わ

せ
て
作
ら
れ
た
。

せ
て
作
ら
れ
た
。

　

歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、

　

歌
詞
に
も
あ
る
よ
う
に
、

昭
和
三
十
年
代
は
人
工
衛
星

昭
和
三
十
年
代
は
人
工
衛
星

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
日
本
経

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
日
本
経

済
が
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ

済
が
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ

る
華
や
か
な
時
期
で
も
あ
っ

る
華
や
か
な
時
期
で
も
あ
っ

た
が
、
彼
ら
は
自
由
の
な
い

た
が
、
彼
ら
は
自
由
の
な
い

寮
生
活
、
そ
れ
に
地
味
な
神

寮
生
活
、
そ
れ
に
地
味
な
神

務
実
習
の
辛
さ
も
あ
っ
て
、

務
実
習
の
辛
さ
も
あ
っ
て
、

皆
で
推
敲
を
重
ね
て
作
詞
さ

皆
で
推
敲
を
重
ね
て
作
詞
さ

れ
た
。
な
お
、
歌
の
題
名

れ
た
。
な
お
、
歌
の
題
名

「
神
主
小
唄
」
は
後
年
、
自

「
神
主
小
唄
」
は
後
年
、
自

然
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
。

然
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
。

 

大
森
利
憲（
70
神
）記

初優勝に向け、熱い戦いが繰り広げられた初優勝に向け、熱い戦いが繰り広げられた

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

白
川　

博
一

神
道
研
修
事
務
部

部
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
野　

靖
仁

国
際
交
流
事
務
部

次
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山　

昭
彦

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

部
長

柴
田　

克
之

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課 

教
学
・
就
職
担
当
課
長

人
見　
　

剛

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

島
村　

昌
利

総
務
部

長
谷
川
顕
子

人
事
担
当
次
長

本
浪　

義
武

人
事
課
長

校
友
課
長

澤
田　

康
紀

武
智　

浩
二

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

謡
口　

秀
見

財
務
部

経
理
課
長

篠
田　

隆
行

管
財
課
長

細
島　

洋
紀

次
長

中
村　

大
介

総
合
企
画
部

企
画
課
長

後
藤　
　

匠

入
学
課
長

田
中　

裕
巳

部
長

城
所　

俊
哉

広
報
課
長

原
口　
　

章

次
長
兼
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

山
口　

耕
司

企
画
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
担
当
部
長

滝
田　

忠
之

学
生
事
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

木
村　
　

都

部
長

城
所　

俊
哉

学
生
生
活
課
長

前
田　

浩
司

就
職
担
当
事
務
部
長

藤
形　

正
俊

学
生
生
活
課
担
当
課
長

古
澤　
　

繁

教
学
事
務
部

大
学
院
担
当
次
長

山
口　

輝
幸

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長

小
林　

博
毅

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

原
田　

佳
昌

教
務
課
担
当
課
長

松
本　

忠
和

大
学
院
事
務
課
長

石
田　

智
子

次
長
兼
教
務
課
長

仙
北
谷
穂
高

図
書
館
事
務
課 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

澤
井　
　

隆

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

堀
内　

弘
行

部
長

及
川　
　

聡

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

後
藤　

幸
雄

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

飯
塚　

陽
子

図
書
館
事
務
課 

担
当
課
長（
資
料
室
担
当
兼
務
）

川
島
富
貴
子

図
書
館
事
務
課
長

安
達　
　

匠

法
人
事
務
局
部
長

北
澤　
　

薫

法
人
事
務
局
長

橋
本
憲
市
郎
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平
成
二
十
八
年
度
決
算

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算

は
、
五
月
十
六
日
（
火
）
開

は
、
五
月
十
六
日
（
火
）
開

催
の
第
十
九
回
理
事
会
、
六

催
の
第
十
九
回
理
事
会
、
六

月
十
三
日
（
火
）
開
催
の
第

月
十
三
日
（
火
）
開
催
の
第

六
回
定
時
評
議
員
で
、
本
会

六
回
定
時
評
議
員
で
、
本
会

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
も
、
本
会
の
運
営

　

昨
年
度
も
、
本
会
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆

に
つ
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆

様
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を

様
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

①
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
、
前
年
度
比

　

資
産
合
計
は
、
前
年
度
比

六
、
二
五
〇
、
八
六
〇
円
減

六
、
二
五
〇
、
八
六
〇
円
減

の
六
三
四
、
〇
四
五
、
九
〇

の
六
三
四
、
〇
四
五
、
九
〇

八
円
、
負
債
合
計
は
、
前
年

八
円
、
負
債
合
計
は
、
前
年

度
比
三
、
五
五
六
、
四
〇
〇

度
比
三
、
五
五
六
、
四
〇
〇

円
増
の
二
三
七
、
九
二
九
、

円
増
の
二
三
七
、
九
二
九
、

五
九
八
円
で
あ
る
。
正
味
財

五
九
八
円
で
あ
る
。
正
味
財

産
は
、
三
九
六
、
一
一
六
、

産
は
、
三
九
六
、
一
一
六
、

三
一
〇
円
で
、
前
年
度
比

三
一
〇
円
で
、
前
年
度
比

九
、
八
〇
七
、
二
六
〇
円
減

九
、
八
〇
七
、
二
六
〇
円
減

と
な
っ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

②
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

　

経
常
収
益
合
計
は
、
一
四

八
、
一
八
四
、
九
六
二
円

八
、
一
八
四
、
九
六
二
円

で
、
前
年
度
比
三
、
〇
〇

で
、
前
年
度
比
三
、
〇
〇

六
、
六
七
四
円
の
増
益
と
な

六
、
六
七
四
円
の
増
益
と
な

っ
た
。
経
常
費
用
合
計
は
、

っ
た
。
経
常
費
用
合
計
は
、

一
五
七
、
四
〇
三
、
八
一
四

一
五
七
、
四
〇
三
、
八
一
四

円
で
、
前
年
度
比
七
、
一
七

円
で
、
前
年
度
比
七
、
一
七

四
、
六
九
二
円
の
増
（
主
に

四
、
六
九
二
円
の
増
（
主
に

修
繕
費
の
増
）
と
な
っ
た
。

修
繕
費
の
増
）
と
な
っ
た
。

③
財
産
目
録

　

本
会
の
全
て
の
資
産
・
負

　

本
会
の
全
て
の
資
産
・
負

債
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

債
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
味
財
産
は
、
三
九
六
、
一

正
味
財
産
は
、
三
九
六
、
一

一
六
、
三
一
〇
円
と
な
っ

一
六
、
三
一
〇
円
と
な
っ

た
。
た
。

④
収
支
計
算
書

　

資
金
収
支
ベ
ー
ス
の
計
算

　

資
金
収
支
ベ
ー
ス
の
計
算

書
で
あ
る
。
当
期
収
支
差
額

書
で
あ
る
。
当
期
収
支
差
額

は
、
三
、
二
一
〇
、
〇
三
六

は
、
三
、
二
一
〇
、
〇
三
六

円
。
二
四
、
八
六
七
、
三
八

円
。
二
四
、
八
六
七
、
三
八

四
円
を
平
成
二
十
九
年
度
に

四
円
を
平
成
二
十
九
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
た
。

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
般
財
団
法
人
へ
移
行
し

　

一
般
財
団
法
人
へ
移
行
し

て
、
四
年
目
の
事
業
年
度
で

て
、
四
年
目
の
事
業
年
度
で

あ
っ
た
。
定
款
に
基
づ
き
、

あ
っ
た
。
定
款
に
基
づ
き
、

評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
改

評
議
員
・
理
事
・
監
事
の
改

選
を
行
っ
た
。
全
国
各
地
で

選
を
行
っ
た
。
全
国
各
地
で

公
益
事
業
も
積
極
的
に
実
施

公
益
事
業
も
積
極
的
に
実
施

さ
れ
、
当
初
の
計
画
と
本
会

さ
れ
、
当
初
の
計
画
と
本
会

設
立
の
目
的
は
達
成
で
き
た

設
立
の
目
的
は
達
成
で
き
た

と
考
え
る
。

と
考
え
る
。

【
育
成
事
業
】
学
術
・
ス
ポ

学
術
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
、
教
職

ー
ツ
振
興
資
金
制
度
、
教
職

を
目
指
す
学
生
へ
の
支
援
、

を
目
指
す
学
生
へ
の
支
援
、

キ
ャ
リ
ア
講
座
の
開
催
及
び

キ
ャ
リ
ア
講
座
の
開
催
及
び

協
力
、
院
友
会
長
賞
制
度
、

協
力
、
院
友
会
長
賞
制
度
、

日
本
の
伝
統
文
化
体
験
支

日
本
の
伝
統
文
化
体
験
支

援
、
会
館
の
施
設
の
貸
与
又

援
、
会
館
の
施
設
の
貸
与
又

は
経
費
の
補
助
等
に
よ
り
学

は
経
費
の
補
助
等
に
よ
り
学

生
の
支
援
を
行
っ
た
。
特
に

生
の
支
援
を
行
っ
た
。
特
に

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

制
度
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門

制
度
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門

で
「
卓
球
部
」「
ス
キ
ー

で
「
卓
球
部
」「
ス
キ
ー

部
」「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

部
」「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

を
新
た
な
支
援
団
体
と
し
て

を
新
た
な
支
援
団
体
と
し
て

加
え
、
計
六
団
体
を
支
援
。

加
え
、
計
六
団
体
を
支
援
。

こ
の
拡
大
を
図
っ
た
。

こ
の
拡
大
を
図
っ
た
。

【
講
座
講
演
会
事
業
】
本
部
本
部

主
催
各
種
講
座
・
サ
ロ
ン
コ

主
催
各
種
講
座
・
サ
ロ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
、
院
友
学
術
振
興

ン
サ
ー
ト
、
院
友
学
術
振
興

会
と
の
共
催
の
公
開
講
座

会
と
の
共
催
の
公
開
講
座

『
國
學
院
の
古
典
』、
一
般

『
國
學
院
の
古
典
』、
一
般

社
団
法
人
儀
礼
文
化
学
会
と

社
団
法
人
儀
礼
文
化
学
会
と

の
共
催
の
生
活
芸
術
講
座
、

の
共
催
の
生
活
芸
術
講
座
、

院
友
大
会
に
先
立
っ
て
開
催

院
友
大
会
に
先
立
っ
て
開
催

し
た
一
般
公
開
講
演
会
を
始

し
た
一
般
公
開
講
演
会
を
始

め
、
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
南

め
、
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
南

・
福
井
県
・
島
根
県
・
沖
縄

・
福
井
県
・
島
根
県
・
沖
縄

県
・
石
川
県
・
鳥
取
県
・
静

県
・
石
川
県
・
鳥
取
県
・
静

岡
県
中
部
・
静
岡
県
西
部
で

岡
県
中
部
・
静
岡
県
西
部
で

統
一
テ
ー
マ
に
よ
る
一
般
公

統
一
テ
ー
マ
に
よ
る
一
般
公

開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

【
会
館
施
設
提
供
事
業
】
社

会
貢
献
を
目
的
と
す
る
会
館

会
貢
献
を
目
的
と
す
る
会
館

利
用
の
際
、
施
設
の
提
供
又

利
用
の
際
、
施
設
の
提
供
又

は
経
費
の
補
助
を
行
っ
た
。

は
経
費
の
補
助
を
行
っ
た
。

【
特
定
寄
付
事
業
】
國
學
院

國
學
院

大
學
へ
、
大
規
模
災
害
学
費

大
學
へ
、
大
規
模
災
害
学
費

減
免
制
度
へ
の
協
力
と
し
て

減
免
制
度
へ
の
協
力
と
し
て

二
百
万
円
の
寄
付
を
行
っ

二
百
万
円
の
寄
付
を
行
っ

た
。
た
。

【
同
窓
会
事
業
】
院
友
会
報

院
友
会
報

の
発
行
、
支
部
長
会
議
開

の
発
行
、
支
部
長
会
議
開

催
、
院
友
大
会
・
新
年
院
友

催
、
院
友
大
会
・
新
年
院
友

交
歓
会
開
催
、
熊
本
県
支
部

交
歓
会
開
催
、
熊
本
県
支
部

・
大
分
県
支
部
へ
の
見
舞
金

・
大
分
県
支
部
へ
の
見
舞
金

贈
呈
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

贈
呈
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
、
会
員
の
デ
ー
タ
管
理
、

営
、
会
員
の
デ
ー
タ
管
理
、

院
友
会
長
賞
贈
呈
等
、
必
要

院
友
会
長
賞
贈
呈
等
、
必
要

な
事
業
を
行
っ
た
。

な
事
業
を
行
っ
た
。

【
法
人
事
業
】
定
款
に
基
づ

定
款
に
基
づ

き
評
議
員
会
・
理
事
会
を
開

き
評
議
員
会
・
理
事
会
を
開

催
し
た
。
特
に
平
成
二
十
八

催
し
た
。
特
に
平
成
二
十
八

年
度
は
、
評
議
員
・
理
事
・

年
度
は
、
評
議
員
・
理
事
・

監
事
の
改
選
で
あ
り
、
法
律

監
事
の
改
選
で
あ
り
、
法
律

・
定
款
に
基
づ
き
必
要
な
手

・
定
款
に
基
づ
き
必
要
な
手

続
き
を
実
施
し
た
。

続
き
を
実
施
し
た
。

① 貸借対照表　総括表 
　　　　　　　　　　　　 平成29年３月31日現在 単位：円

科　目 平成28年度 平成27年度 増　減
Ⅰ資産の部
　１．流動資産
　　　　現 金 預 金 31,843,010 26,870,427 4,972,583
　　　　預　け　金（母校会計） 25,740,000 27,360,000 △ 1,620,000
　　　　仮　払　金 0 10,333 △ 10,333
　　　　未　収　金 162,661 143,325 19,336
　　　　売　掛　金 412,511 1,185,361 △ 772,850

　　　　流動資産合計 58,158,182 55,569,446 2,588,736
　2．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　土　　　地 101,570,000 101,570,000 0
　　　　建　　　物 231,064,832 236,922,812 △ 5,857,980
　　　　建物付属設備 38,364,387 43,496,423 △ 5,132,036
　　　　基金積立資産 102,226,140 102,175,229 50,911

　　　　基本財産合計 473,225,359 484,164,464 △ 10,939,105
　　（2）特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産 10,409,545 10,997,953 △ 588,408
　　　　奨学奨励資金積立資産 1,010,436 1,010,436 0
　　　　退職給与引当資産 43,658,800 41,641,100 2,017,700
　　　　福利関係積立資産 9,464,697 9,462,300 2,397
　　　　会館修繕積立資産 35,726,341 34,225,015 1,501,326

　　　　特定資産合計 100,269,819 97,336,804 2,933,015
　　（3）その他の固定資産
　　　　構　築　物 1,949,528 2,125,099 △ 175,571
　　　　備　　　品 104,677 678,612 △ 573,935
　　　　ソフトウェア 35,000 119,000 △ 84,000
　　　　電話加入権 303,343 303,343 0
　　　　その他の固定資産合計 2,392,548 3,226,054 △ 833,506

　　　　固定資産合計 575,887,726 584,727,322 △ 8,839,596
　　　　資産合計 634,045,908 640,296,768 △ 6,250,860

Ⅱ負債の部
　１．流動負債
　　　　預　り　金 579,785 520,761 59,024
　　　　預 り 会 費 50,680,000 49,000,000 1,680,000
　　　　前　受　金 21,600 10,800 10,800
　　　　未　払　金 6,132,513 5,215,137 917,376
　　　　未払納付金 816,900 805,400 11,500

　　　　流動負債合計 58,230,798 55,552,098 2,678,700
　2．固定負債
　　　　預り入会金 136,040,000 137,180,000 △ 1,140,000
　　　　退職給与引当金 43,658,800 41,641,100 2,017,700

　　　　固定負債合計 179,698,800 178,821,100 877,700
　　　　負債合計 237,929,598 234,373,198 3,556,400

Ⅲ．正味財産の部
　１.指定正味財産 10,409,545 10,997,953 △ 588,408
　　指定正味財産合計 10,409,545 10,997,953 △ 588,408
　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　（うち特定資産への充当額） 10,409,545 10,997,953 △ 588,408
　２.一般正味財産 385,706,765 394,925,617 △ 9,218,852
　　一般正味財産合計 385,706,765 394,925,617 △ 9,218,852
　　（うち基本財産への充当額） 473,225,359 484,164,464 △ 10,939,105
　　（うち特定資産への充当額） 46,201,474 44,697,751 1,503,723

　　正味財産合計 396,116,310 405,923,570 △ 9,807,260
　　負債及び正味財産合計 634,045,908 640,296,768 △ 6,250,860

増減欄の△印は前年比減

② 正味財産増減計算書 総括表 
　　　　　　平成28年４月１日より平成29年３月31日まで 単位：円

科　目 平成28年度 平成27年度 増　減
Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 20,083 40,650 △ 20,567
　　　②特定資産運用益 15,675 23,940 △ 8,265
　　　③受取入会金 26,870,000 25,460,000 1,410,000
　　　④受取会費 60,816,000 59,738,000 1,078,000
　　　⑤事業収益 36,788,527 37,910,859 △ 1,122,332
　　　⑥受取補助金 3,500,000 3,500,000 0
　　　⑦受取寄付金 6,290,102 5,139,896 1,150,206
　　　⑧受取院友大会等 4,877,000 5,173,000 △ 296,000
　　　⑨雑収益 9,007,575 8,191,943 815,632

経常収益計 148,184,962 145,178,288 3,006,674
　　（2）経常費用
　　　事業費
　　　【実施事業】
　　　①育成事業費 16,204,478 14,616,974 1,587,504
　　　②講座講演会事業費 6,739,734 7,305,657 △ 565,923
　　　③会館施設提供事業費 549,909 334,914 214,995
　　　④特定寄付 2,800,000 2,800,000 0
　　　⑤実施事業共通 464,068 448,890 15,178
　　　【その他事業】
　　　①会報等発行発送事業費 20,480,467 19,951,054 529,413
　　　②会員統括組織化事業費 14,861,915 14,350,333 511,582
　　　③同窓会事業共通 33,033,387 32,320,600 712,787
　　　④収益事業費 42,800,760 39,464,255 3,336,505
　　　【法人事業】
　　　管理費 19,469,096 18,636,445 832,651
　　（3）他会計振替額 0 0 0

経常費用計 157,403,814 150,229,122 7,174,692
当期経常増減額 △ 9,218,852 △ 5,050,834 △ 4,168,018

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 9,218,852 △ 5,050,834 △ 4,168,018
一般正味財産期首残高 394,925,617 399,976,451 △ 5,050,834
一般正味財産期末残高 385,706,765 394,925,617 △ 9,218,852

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　　①受取寄付金 2,510,500 2,804,133 △ 293,633
　　　②特定資産運用益 1,284 2,704 △ 1,420
　　　一般正味財産への振替額 3,100,192 1,600,418 1,499,774

当期指定正味財産増減額 △ 588,408 1,206,419 △ 1,794,827
指定正味財産期首残高 10,997,953 9,791,534 1,206,419
指定正味財産期末残高 10,409,545 10,997,953 △ 588,408

Ⅲ正味財産期末残高 396,116,310 405,923,570 △ 9,807,260
増減欄の△印は前年比減

③ 財産目録 
　　　　　　　　　　　　平成29年3月31日現在 単位：円

科　目 金　額
Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　現金預金
　　（１)現金手許有高 0
　　（２)未収金（同窓会事業：会報発行事業） 162,661
　　（３)売掛金（収益事業） 412,511
　　（４)普通預金
　　　　横浜銀行渋谷支店（同窓会事業） 30,212,168
　　　　横浜銀行渋谷支店（収益事業） 1,577,222
　　　　ゆうちょ銀行本店渋谷出張所（同窓会事業） 53,620
　　（５)預け金
　　　　母校会計（代理徴収分／同窓会事業） 25,740,000

流動資産合計 58,158,182
　２．固定資産
　　（１）基本財産
　　　　土地（渋谷区東４丁目11番２／1091.20㎡ 330坪） 101,570,000
　　　　建物（建物付属設備も含む／2170.20㎡） 269,429,219
　　　　基本財産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（法人事業） 102,226,140

基本財産合計 473,225,359
　　（２）特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産 横浜銀行渋谷支店（実施事業） 10,409,545
　　　　奨学奨励資金積立資産 横浜銀行渋谷支店（実施事業） 1,010,436
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（実施事業） 8,844,283
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（同窓会事業共通） 18,452,584
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（収益事業） 2,653,286
　　　　退職給付引当資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（法人事業） 13,708,647
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（実施事業） 1,890,204
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（同窓会事業共通） 4,077,614
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（収益事業） 567,061
　　　　福利関係積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（法人事業） 2,929,818
　　　　会館修繕積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷中央支店（収益事業） 35,726,341

特定資産合計 100,269,819
　　（３）その他固定資産
　　　　構築物（同窓会事業） 139,989
　　　　構築物（収益事業） 1,809,539
　　　　備品（同窓会事業） 46,026
　　　　備品（収益事業） 58,651
　　　　ソフトウェア 35,000
　　　　電話加入権 303,343

その他固定資産合計 2,392,548
固定資産合計 575,887,726
資産合計 634,045,908

Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　預り金（実施事業） 174,014
　　預り金（同窓会事業） 103,348
　　預り金（収益事業） 189,723
　　預り金（法人事業） 112,700
　　預り会費（同窓会事業） 50,680,000
　　未払金（実施事業） 64,800
　　未払金（同窓会事業） 5,072,135
　　未払金（収益事業） 974,164
　　未払金（法人事業） 21,414
　　未払納付金（実施事業） 27,345
　　未払納付金（同窓会事業） 128,618
　　未払納付金（収益事業） 660,937
　　前受金（同窓会事業） 21,600

流動負債合計 58,230,798
　２．固定負債
　　退職給与引当金（５名）（実施事業） 8,844,283
　　退職給与引当金（５名）（同窓会事業） 18,452,584
　　退職給与引当金（５名）（収益事業） 2,653,286
　　退職給与引当金（５名）（法人事業） 13,708,647
　　預り入会金（代理徴収分／同窓会事業） 136,040,000

固定負債合計 179,698,800
負債合計 237,929,598

正 味 財 産 396,116,310

④ 収支計算書
　　　　　　　　平成28年4月１日より平成29年3月31日まで 単位：円

科　目 平成28年度
補正予算額

平成28年度
決算額 差　異

Ⅰ事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　①育成事業
　　　特定資産運用収入 2,000 1,284 716
　　　寄付金収入 2,500,000 2,510,500 △ 10,500

育成事業収入合計 2,502,000 2,511,784 △ 9,784
　　②講座・講演会事業
　　　事業収入 1,700,000 1,673,468 26,532
　　　補助金等収入 1,750,000 1,750,000 0
　　　雑収入 1,000 9 991

講座・講演会事業収入合計 3,451,000 3,423,477 27,523
　　③同窓会事業
　　　特定資産運用収入 20,000 13,921 6,079
　　　入会金収入 26,870,000 26,870,000 0
　　　会費収入 60,800,000 60,816,000 △ 16,000
　　　補助金等収入 1,750,000 1,750,000 0
　　　寄付金収入 3,250,000 3,190,102 59,898
　　　院友大会等収入 4,900,000 4,877,000 23,000
　　　雑収入 7,910,000 7,871,605 38,395
　　　預り金収入 78,040,000 77,930,000 110,000

同窓会事業収入合計 183,540,000 183,318,628 221,372
　　④収益事業
　　　特定資産運用収入 1,000 1,562 △ 562
　　　事業収入 35,000,000 35,115,059 △ 115,059
　　　雑収入 1,001,000 1,049,961 △ 48,961

収益事業収入合計 36,002,000 36,166,582 △ 164,582
　　⑤法人事業
　　　基本財産運用収入 40,000 20,083 19,917
　　　雑収入 90,000 86,000 4,000

法人事業収入合計 130,000 106,083 23,917
　　　他会計振替額 42,100,000 38,444,842 3,655,158

事業活動収入計 267,725,000 263,971,396 3,753,604
　2．事業活動支出
　　【事業費支出】
　　■実施事業
　　　①育成事業費支出合計 15,726,000 15,608,703 117,297
　　　②講座講演会事業費支出合計 6,642,000 6,468,587 173,413
　　　③会館施設提供事業費支出合計 550,000 538,920 11,080
　　　④特定寄付事業費支出合計 2,800,000 2,800,000 0
　　　⑤実施事業共通支出合計 450,000 443,892 6,108
　　■その他事業
　　　①同窓会事業支出合計 65,674,000 64,952,128 721,872
　　　②収益事業支出合計 34,992,000 34,731,008 260,992
　　【管理費支出】
　　　①法人事業支出合計 18,165,000 18,019,354 145,646
　　【その他支出】
　　　①預り金支出 75,770,000 75,770,000 0
　　　②他会計振替額 42,100,000 38,444,842 3,655,158

事業活動支出計 262,869,000 257,777,434 5,091,566
事業活動収支差額 4,856,000 6,193,962 △ 1,337,962

Ⅱ投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　特定資産取崩収入 3,700,000 3,400,000 300,000

投資活動収入計 3,700,000 3,400,000 300,000
　２．投資活動支出
　　基本財産取得支出 70,000 50,911 19,089
　　特定資産取得支出 6,350,000 6,333,015 16,985
　　固定資産取得支出 0 0 0

投資活動支出計 6,420,000 6,383,926 36,074
投資活動収支差額 △ 2,720,000 △ 2,983,926 263,926

Ⅲその他
　予備費支出 750,000 0 750,000

当期収支差額 1,386,000 3,210,036 △ 1,824,036
前期繰越収支差額 21,657,348 21,657,348 0
次期繰越収支差額 23,043,348 24,867,384 △ 1,824,036

差異欄の△印は決算増
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■ 平成29年度 収支予算書 ■
　　　　　　　平成29年4月１日より平成30年3月31日まで 
 単位：円【正味ベース】

科　目 平成29年度
予算額

平成28年度
補正予算額 増　減

Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 40,000 40,000 0
　　　②特定資産運用益 21,000 21,000 0
　　　③受取入会金 27,650,000 26,870,000 780,000
　　　④受取会費 62,580,000 60,800,000 1,780,000
　　　⑤事業収益 34,800,000 36,700,000 △ 1,900,000
　　　⑥受取補助金 4,000,000 3,500,000 500,000
　　　⑦受取寄付金 6,350,000 6,350,000 0
　　　⑧院友大会等収益 2,400,000 4,900,000 △ 2,500,000
　　　⑨雑収益 8,657,000 9,002,000 △ 345,000
　　　⑩他会計振替額 0 0 0

経常収益計 146,498,000 148,183,000 △ 1,685,000
　　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　　【実施事業】
　　　　　育成事業費 15,839,000 16,329,000 △ 490,000
　　　　　講座講演会事業費 11,565,000 6,916,000 4,649,000
　　　　　会館施設提供事業費 512,000 562,000 △ 50,000
　　　　　特定寄付 4,800,000 2,800,000 2,000,000
　　　　　実施事業共通 470,000 471,000 △ 1,000
　　　　【その他事業】
　　　　　会報等発行発送事業費 20,566,000 20,567,000 △ 1,000
　　　　　会員統括組織化事業費 14,667,000 15,017,000 △ 350,000
　　　　　同窓会事業共通 33,880,000 33,530,000 350,000
　　　　　収益事業費 42,128,000 43,105,000 △ 977,000
　　　　【法人事業】
　　　②管理費 19,610,000 19,616,000 △ 6,000
　　　③他会計振替額 0 0 0

経常費用計 164,037,000 158,913,000 5,124,000
当期経常増減額 △ 17,539,000 △ 10,730,000 △ 6,809,000

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 17,539,000 △ 10,730,000 △ 6,809,000
一般正味財産期首残高 384,195,617 394,925,617 △ 10,730,000
一般正味財産期末残高 366,656,617 384,195,617 △ 17,539,000

Ⅱ指定正味財産増減の部
　①受取寄付金 2,500,000 2,500,000 0
　②特定資産運用益 2,000 2,000 0

一般正味財産への振替額 3,100,000 3,100,000 0
当期指定正味財産増減額 △ 598,000 △ 598,000 0
指定正味財産期首残高 8,779,525 9,377,525 △ 598,000
指定正味財産期末残高 8,181,525 8,779,525 △ 598,000

Ⅲ正味財産期末残高 374,838,142 392,975,142 △ 18,137,000
増減欄の△印は予算減

※ 本部では、支部活動の一助となるように、毎年支部運営費を送金しております。
　 この運営費は、前年度中に院友の皆様からご納入いただいた年度会費及び十年会費
を支部別に集計し、本部で定める計算方式により算出しております。

支部名 支部運営費
北海道道北 10,000 
北海道道東 10,000 
北海道道央 20,000 
北海道道南 10,000 
青 森 県 15,000 
岩 手 県 75,000 
宮 城 県 80,000 
秋 田 県 10,000 
山 形 県 10,000 
福島県浜通り 10,000 
福島県中通り 30,000 
福島県会津 10,000 
茨 城 県 75,000 
栃 木 県 25,000 
群 馬 県 25,000 
埼 玉 県 東 15,000 
埼 玉 県 西 40,000 
埼 玉 県 南 30,000 
埼 玉 県 北 15,000 
千 葉 県 60,000 

支部名 支部運営費
東京都23区 150,000 
東京都北多摩 45,000 
東京都南多摩 35,000 
神 奈 川 県 175,000 
新 潟 県 75,000 
富 山 県 10,000 
石 川 県 10,000 
福 井 県 40,000 
山 梨 県 30,000 
長 野 県 20,000 
岐 阜 県 10,000 
静岡県東部 75,000 
静岡県中部 50,000 
静岡県西部 10,000 
愛 知 県 15,000 
三 重 県 15,000 
滋 賀 県 20,000 
京 都 府 10,000 
大 阪 府 15,000 
兵 庫 県 15,000 

支部名 支部運営費
奈 良 県 10,000 
和 歌 山 県 10,000 
鳥 取 県 10,000 
島 根 県 10,000 
岡 山 県 10,000 
広 島 県 10,000 
山 口 県 20,000 
徳 島 県 10,000 
香 川 県 10,000 
愛 媛 県 10,000 
高 知 県 10,000 
福 岡 県 20,000 
佐 賀 県 10,000 
長 崎 県 10,000 
熊 本 県 10,000 
大 分 県 10,000 
宮 崎 県 10,000 
鹿 児 島 県 15,000 
沖 縄 県 10,000 
合　　　　計 1,615,000 

■ 平成29年度　支部運営費　支部別一覧 ■ 単位：円
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与
又
は
経

費
の
補
助
等
の
事
業
を
継
承

費
の
補
助
等
の
事
業
を
継
承

し
実
施
す
る
。

し
実
施
す
る
。

【
講
座
講
演
会
事
業
】
こ
れ
こ
れ

ま
で
開
催
し
て
き
た
様
々
な

ま
で
開
催
し
て
き
た
様
々
な

事
業
を
継
承
し
て
行
う
が
、

事
業
を
継
承
し
て
行
う
が
、

毎
年
五
月
の
院
友
大
会
の
際

毎
年
五
月
の
院
友
大
会
の
際

に
開
催
し
て
き
た
一
般
公
開

に
開
催
し
て
き
た
一
般
公
開

講
演
会
は
、
院
友
大
会
が
秋

講
演
会
は
、
院
友
大
会
が
秋

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と

同
日
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、

同
日
に
開
催
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
方
法
に
つ
い
て
工
夫
す

そ
の
方
法
に
つ
い
て
工
夫
す

る
。
全
国
各
地
で
行
う
統
一

る
。
全
国
各
地
で
行
う
統
一

テ
ー
マ
で
の
一
般
公
開
講
演

テ
ー
マ
で
の
一
般
公
開
講
演

会
は
、
本
会
発
足
百
三
十
周

会
は
、
本
会
発
足
百
三
十
周

年
に
よ
り
更
な
る
充
実
に
努

年
に
よ
り
更
な
る
充
実
に
努

の
院
友
に
母
校
に
来
て
い
た

の
院
友
に
母
校
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
又
全
支
部
参

だ
け
る
よ
う
、
又
全
支
部
参

加
と
し
て
準
備
す
る
。
合
わ

加
と
し
て
準
備
す
る
。
合
わ

せ
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

せ
て
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
の
企
画
に
も
、
支
部
等
に

ー
の
企
画
に
も
、
支
部
等
に

積
極
的
参
加
の
働
き
掛
け
を

積
極
的
参
加
の
働
き
掛
け
を

行
う
。

行
う
。

【
収
益
事
業
】
院
友
会
館
の

院
友
会
館
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事

を
実
施
す
る
。
安
全
の
た

を
実
施
す
る
。
安
全
の
た

め
、
そ
の
工
事
中
を
休
館
と

め
、
そ
の
工
事
中
を
休
館
と

す
る
。
※
実
施
済

す
る
。
※
実
施
済

【
法
人
事
業
】
定
款
に
基
づ

定
款
に
基
づ

き
評
議
員
会
・
理
事
会
を
開

き
評
議
員
会
・
理
事
会
を
開

催
す
る
。
又
、
十
一
月
一
日

催
す
る
。
又
、
十
一
月
一
日

に
「
発
足
百
三
十
周
年
記
念

に
「
発
足
百
三
十
周
年
記
念

奉
告
祭
」
を
斎
行
す
る
。

奉
告
祭
」
を
斎
行
す
る
。

め
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
大

め
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
大

規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

と
し
て
、
熊
本
県
・
大
分
県

と
し
て
、
熊
本
県
・
大
分
県

の
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行

の
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行

う
。
う
。

【
特
定
寄
付
事
業
】
今
年
度

今
年
度

は
、
國
學
院
大
學
創
立
百
三

は
、
國
學
院
大
學
創
立
百
三

十
五
周
年
記
念
を
祝
し
て
、

十
五
周
年
記
念
を
祝
し
て
、

そ
の
記
念
事
業
へ
の
協
力
と

そ
の
記
念
事
業
へ
の
協
力
と

し
て
新
た
に
二
百
万
円
の
寄

し
て
新
た
に
二
百
万
円
の
寄

付
を
行
う
。
大
学
へ
の
寄
付

付
を
行
う
。
大
学
へ
の
寄
付

総
額
は
、
四
百
八
十
万
円
を

総
額
は
、
四
百
八
十
万
円
を

予
定
。

予
定
。

【
同
窓
会
事
業
】
本
会
発
足

本
会
発
足

百
三
十
周
年
を
契
機
に
、
今

百
三
十
周
年
を
契
機
に
、
今

年
度
か
ら
院
友
大
会
を
秋
の

年
度
か
ら
院
友
大
会
を
秋
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
同

日
に
行
う
。
一
人
で
も
多
く

日
に
行
う
。
一
人
で
も
多
く

平成29年5月2日
一般財団法人國學院大學院友会
会 長 田 茂穗 様

一般財団法人國學院大學院友会
監 事 小林 英夫 ㊞
監 事 角川 賢二 ㊞
監 事 寺澤 悠 ㊞

監 査 報 告 書

私たち監事は、平成28年度（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）における理事の職
務の執行状況及び事業報告、会計並びに公益目的支出計画の実施状況について監査をいたし
ました。その結果について、次のとおり報告いたします。

1．監査の方法及びその内容
（1）業務監査については理事会、その他の会議に出席し、理事及び使用人と意思疎通を図り、
情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、常務理事及び職員からその職務の
執行状況についての報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、
業務執行の妥当性を調査いたしました。

（2）会計監査については、帳簿及び関係書類を閲覧する等、必要と思われる監査手続きを
行って、計算書類の正確性を調査いたしました。

（3）公益目的支出計画実施報告書については、重要な決裁書類、事業報告及び財務諸表を
閲覧し、公益目的支出計画の実施状況を調査いたしました。

2．監査意見
（1）事業報告に対する監査結果
①事業報告の記載内容は、法令及び定款に従い、法人の状況を適切に示しているものと
認めます。

②理事の職務執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

（2）計算書類に対する監査結果
財務諸表（貸借対照表・正味財産増減計算書・同内訳表・財務諸表に対する注記・附属
明細書・財産目録）等は法令、公益法人会計基準（平成20年基準）及び定款に基づき、
平成28年度における財務状況を適正に表示していることを認めます。

（3）公益目的支出計画実施報告書に対する監査結果
公益目的支出計画実施報告書は、法令及び定款に従い、法人の公益目的支出計画の実施
の状況を正しく示しているものと認めます。

以 上

　

「
寛
政
七
年
五
月
十
九
日
」。
時

　

「
寛
政
七
年
五
月
十
九
日
」。
時

代
小
説
フ
ァ
ン
の
方
な
ら
ピ
ン
と
く

代
小
説
フ
ァ
ン
の
方
な
ら
ピ
ン
と
く

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
、
鬼
平
こ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
、
鬼
平
こ

と
長
谷
川
平
蔵
の
亡
く
な
っ
た
日
で

と
長
谷
川
平
蔵
の
亡
く
な
っ
た
日
で

あ
る
。
こ
の
少
々
長
い
題
名
を
持
つ

あ
る
。
こ
の
少
々
長
い
題
名
を
持
つ

作
品
の
二
巻
目
の
最
後
は
こ
の
日
。

作
品
の
二
巻
目
の
最
後
は
こ
の
日
。

と
は
い
え
こ
れ
で
物
語
が
終
わ
り
と

と
は
い
え
こ
れ
で
物
語
が
終
わ
り
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
主

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
主

人
公
は
長
谷
川
平
蔵
で
は
な
く
、
そ

人
公
は
長
谷
川
平
蔵
で
は
な
く
、
そ

の
甥
に
あ
た
る
阿
比
留
平
之
助
。
北

の
甥
に
あ
た
る
阿
比
留
平
之
助
。
北

町
奉
行
所
人
足
寄
場
定
掛
与
力
と
い

町
奉
行
所
人
足
寄
場
定
掛
与
力
と
い

う
役
職
に
つ
い
て
い
る
。
こ
の
巻
ま

う
役
職
に
つ
い
て
い
る
。
こ
の
巻
ま

で
は
、
病
中
と
は
い
え
長
谷
川
平
蔵

で
は
、
病
中
と
は
い
え
長
谷
川
平
蔵

の
助
け
も
得
ら
れ
た
平
之
助
だ
が
、

の
助
け
も
得
ら
れ
た
平
之
助
だ
が
、

い
よ
い
よ
一
人
で
困
難
に
立
ち
向
か

い
よ
い
よ
一
人
で
困
難
に
立
ち
向
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

て
…
と
い
う
の
が
、
メ
イ
ン
ス
ト
ー

て
…
と
い
う
の
が
、
メ
イ
ン
ス
ト
ー

リ
ー
。

リ
ー
。

　

た
だ
、
こ
の
作
品
に
は
も
う
一
つ

　

た
だ
、
こ
の
作
品
に
は
も
う
一
つ

の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
足
寄

の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
足
寄

場
と
い
う
場
所
。
タ
イ
ト
ル
中
に

場
と
い
う
場
所
。
タ
イ
ト
ル
中
に

「
長
谷
川
平
蔵
」
の
名
を
入
れ
た
の

「
長
谷
川
平
蔵
」
の
名
を
入
れ
た
の

は
そ
の
知
名
度
に
あ
や
か
ろ
う
と
し

は
そ
の
知
名
度
に
あ
や
か
ろ
う
と
し

た
も
の
だ
ろ
う
が
、
著
者
が
書
き
た

た
も
の
だ
ろ
う
が
、
著
者
が
書
き
た

か
っ
た
の
は
「
長
谷
川
平
蔵
人
足
寄

か
っ
た
の
は
「
長
谷
川
平
蔵
人
足
寄

場
」
と
い
う
場
所
の
物
語
で
は
な
か

場
」
と
い
う
場
所
の
物
語
で
は
な
か

ろ
う
か
。
つ
ま
り
単
な
る
勧
善
懲
悪

ろ
う
か
。
つ
ま
り
単
な
る
勧
善
懲
悪

時
代
小
説
で
は
な
く
、
火
付
盗
賊
改

時
代
小
説
で
は
な
く
、
火
付
盗
賊
改

方
長
官
で
あ
る
長
谷
川
宣
以
（
長
谷

方
長
官
で
あ
る
長
谷
川
宣
以
（
長
谷

川
平
蔵
）
が
幕
府
に
献
策
し
、
設
置

川
平
蔵
）
が
幕
府
に
献
策
し
、
設
置

さ
れ
た
石
川
島
の
人
足
寄
場
（
監
獄

さ
れ
た
石
川
島
の
人
足
寄
場
（
監
獄

で
は
な
く
犯
罪
者
の
更
生
・
授
産
施

で
は
な
く
犯
罪
者
の
更
生
・
授
産
施

設
）
で
の
人
間
模
様
、
そ
し
て
そ
の

設
）
で
の
人
間
模
様
、
そ
し
て
そ
の

施
設
自
体
の
あ
り
か
た
な
ど
が
描
か

施
設
自
体
の
あ
り
か
た
な
ど
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
が
た
だ
の
時
代
小
説

れ
て
い
る
こ
と
が
た
だ
の
時
代
小
説

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

解
説
の
縄
田
一
男
氏
も
書
か
れ
て

　

解
説
の
縄
田
一
男
氏
も
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
「
こ
れ
ほ
ど
人
足
寄
場

い
る
よ
う
に
「
こ
れ
ほ
ど
人
足
寄
場

と
物
語
が
互
い
に
機
能
し
合
っ
て
い

と
物
語
が
互
い
に
機
能
し
合
っ
て
い

る
作
品
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い

る
作
品
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
こ
と

の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
内
容
を

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
内
容
を

描
き
つ
つ
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
も
楽
し

描
き
つ
つ
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
も
楽
し

め
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
こ

め
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
さ
す
が
著
者
の
力
量
を
感
じ
さ

ろ
は
さ
す
が
著
者
の
力
量
を
感
じ
さ

せ
る
好
作
品
で
あ
る
。

せ
る
好
作
品
で
あ
る
。

 

喜
多
山
健
二
（
80
史
）
記

著
書

紹
介

千
野
隆
司
（
ち
の
・
た
か
し
／
82
文
）
著

長
谷
川
平
蔵
人
足
寄
場 

平
之
助
事
件
帖
２　

決
意

　

現
在
の
院
友
会
館
は
、
昭
和
六

十
二
年
四
月
三
十
日
に
竣
功
し

て
、
今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
平
成
二
十
年
の
秋
に
一
部
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
が
、

根
幹
と
な
る
部
分
は
三
十
年
が
経

ち
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
油

圧
式
で
あ
る
た
め
に
乗
場
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
段
差
が
生
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
り
、
動
作
も
ス
ム

ー
ズ
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
な

に
よ
り
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法

に
適
合
し
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
回

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
更
新
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

六
月
一
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
の
様
子

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
の
様
子

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
終
了

の
一
カ
月
余
り
、
全
館
休
館
に
し

て
、
既
存
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
撤

去
、
新
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
な
り
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
は
、
動
力
が
油
圧
か
ら
電

動
機
へ
の
変
更
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

に
よ
る
省
エ
ネ
、
九
人
乗
り
か
ら

十
一
人
乗
り
へ
と
少
し
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
Ｐ
波
セ

ン
サ
付
地
震
時
管
制
運
転
装
置
・

停
電
時
自
動
着
床
装
置
・
戸
開
走

行
保
護
装
置
等
、
耐
震
対
策
を
施

し
た
建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
も

の
で
す
。
地
震
時
や
停
電
時
な
ど

最
寄
階
に
止
ま
り
扉
が
開
く
の
で

院
友
の
み
な
さ
ま
に
、
よ
り
安
全

に
そ
し
て
よ
り
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
カ
月
余
り
の
長
き
に
わ
た
り

ま
し
て
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
七
月
六
日
か

ら
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

残暑お見舞い申し上げます
國
學
院
大
學
久
我
山
中
学
校

國
學
院
大
學
久
我
山
高
等
学
校

名
誉
校
長

川
福
基
之

校

長

今
井
寛
人

他
教
職
員
一
同

國
學
院
大
學

 

北
海
道
短
期
大
学
部

学

長

田
村   

弘

副
学
長

平
野
泰
樹

事
務
局
長

吉
田
裕
一

総
合
教
養

学
科
長

太
田
信
二

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
長

森   

悟
朗

幼
児
・
児
童

教
育
学
科
長

草 

薙 

恵
美
子

国
文
学
科
長

山
寺
三
知

他
教
職
員
一
同

〒
０
７
３
―

０
０
１
４

北
海
道
滝
川
市
文
京
町
三
丁
目
一
番
一
号

電　

話　
　

〇
一
二
五
―

二
三
―

四
一
一
一

國
學
院
高
等
学
校

校

長

津
田   

栄

他
教
職
員
一
同

〒
１
５
０
―

０
０
０
１

渋
谷
区
神
宮
前
二
―

二
―

三

電　

話　
　

〇
三
―

三
四
〇
三
―

二
三
三
一

國
學
院
大
學
附
属
幼
稚
園

園

長

森 

野 

ゆ
か
り

他
教
職
員
一
同

〒
１
６
８
―

０
０
８
２

杉
並
区
久
我
山
一
―

九
―

一

電　

話　
　

〇
三
―

三
三
三
四
―

一
一
五
一

國

學

院

幼

稚

園

園

長

江
口
幸
子

他
教
職
員
一
同

〒
２
２
５
―

０
０
０
２

横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
二
―

三
二
―

一

電　

話　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

〇
四
五
―

九
〇
一
―

四
五
一
六
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広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

株式会社  産経新聞制作
代表取締役　遠藤　一夫代表取締役　遠藤　一夫

〒10000-8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760
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開 催 日  平成29年9月12日（火）　 場 所  大箱根カントリークラブ　神奈川県足柄下郡箱根町
仙石原1246　TEL 0460-84-3111㈹　※毎年、女子トーナメントの「CAT Ladies」が開催されている
コースです。因みに、今年は8月18日～20日に開催。ということは、このコンペ当日は絶好のコンディシ
ョンです！　 スタート  8：42～　 定 員  64名（16組）　 参 加 費  5,000円（賞品代・パーティ
ー代・他）　 プレー代  20,800円程度（プレー代・諸経費込）　 そ の 他  参加者全員へ賞品を用意する
予定です。詳細お問い合わせ、ご案内ご希望の際は、國學院大學院友会までご連絡をお願いいたします。

　65回目のコンペの開催が決定いたしました。今回は、久々に「大箱根カントリー
クラブ」での開催です。これまで、このコースで開催の際は天候が今一。でも、今回は
大丈夫でしょう。いや、大丈夫です！！　どうぞ、皆様お誘い合わせの上ご参加ください。もちろん
お一人でも、初心者の方でも大歓迎です。楽しい一日を過ごしましょう。

第65回ゴルフコンペ開催のご案内國學院大學院友会 久々の「大箱根」です！

★あて先　〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學院友会報扇子プレゼント係　★応募方法　ハ
ガキ・ファックス・E-mailに〒・住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科を記入の上、お申し込みく
ださい。　★締め切り　平成29年9月3日（日）　★当選発表　当選の発表は、賞品の発送を持って代え
させていただきます。発送は9月中旬以降になります。お楽しみに！　※お申し込みいただきました個人
情報は、本会で適切に管理し、本会の事業を遂行するために利用させていただきます。

　毎号おこなっている「プレゼント企画」、今号
はオリジナル扇子をプレゼントいたします。この
扇子は今年の各支部で行われている総会に出席し
た方にお配りしているものです。毎年図柄を変え
支部総会の出席記念に大学から配布しています。

今年の図柄は『つしま祭』の絵巻物です。（院友会報第355号の学術・スポーツ振興資金の学術部門で詳
しく説明しています。）今回は10名のみなさまにプレゼントいたします。ご応募お待ちしております。



　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

　

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
書
か
れ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら

ば
お
一
人
お
一
人
の
了
承
を
戴
く

ば
お
一
人
お
一
人
の
了
承
を
戴
く

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご
寛

べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
何
卒
ご
寛

容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

容
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

▼
中
村
智
恵
子
さ
ん
（
8888
史

／
世
田
谷
区
）

／
世
田
谷
区
）

　

い
つ
も
院
友
会
報
を
送
っ

　

い
つ
も
院
友
会
報
を
送
っ

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

ざ
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
来
年
も
駅
伝
が
ん
ば
れ

す
。
来
年
も
駅
伝
が
ん
ば
れ

よ
！
よ
！

▼
河
原
孝
夫
氏
（
116116
博
前
文

博
前
文

・
121121
博
後
文
／
川
口
市
）

博
後
文
／
川
口
市
）

　

柔
道
部
を
応
援
し
て
い
ま

　

柔
道
部
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
す
。

▼
新
井
幸
男
氏
（
6060
旧
史
２

旧
史
２

／
市
川
市
）

／
市
川
市
）

　

お
蔭
さ
ま
で
九
十
三
歳
の

　

お
蔭
さ
ま
で
九
十
三
歳
の

桜
花
の
春
を
迎
え
る
こ
と
が

桜
花
の
春
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ

で
き
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

▼
野
口
陽
一
氏
（
7979
史
／
川

史
／
川

口
市
）

口
市
）

　

今
年
こ
そ
野
球
部
は
東
都

　

今
年
こ
そ
野
球
部
は
東
都

の
王
者
へ
そ
し
て
、
大
学
選

の
王
者
へ
そ
し
て
、
大
学
選

手
権
で
日
本
一
へ
。
箱
根
は

手
権
で
日
本
一
へ
。
箱
根
は

シ
ー
ド
奪
還
し
、
上
位
校
へ

シ
ー
ド
奪
還
し
、
上
位
校
へ

名
を
連
ね
て
く
だ
さ
い
。

名
を
連
ね
て
く
だ
さ
い
。

▼
臼
杵
千
枝
子
さ
ん
（
7979
文

／
三
条
市
）

／
三
条
市
）

　

硬
式
野
球
部
の
リ
ー
グ
戦

　

硬
式
野
球
部
の
リ
ー
グ
戦

で
の
試
合
の
様
子
を
新
聞
で

で
の
試
合
の
様
子
を
新
聞
で

見
て
一
喜
一
憂
し
、
神
様
に

見
て
一
喜
一
憂
し
、
神
様
に

祈
り
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま

祈
り
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。
す
。

▼
工
藤
敏
夫
氏
（
8080
法
／
伊

法
／
伊

丹
市
）

丹
市
）

　

皆
で
母
校
を
応
援
し
よ

　

皆
で
母
校
を
応
援
し
よ

う
。
國
大
の
た
め
に
！

う
。
國
大
の
た
め
に
！

▼
一
ノ
澤
澄
夫
氏
（
8181
文
／
文
／

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
）

長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
）

　

長
野
県
の
高
校
教
員
（
管

　

長
野
県
の
高
校
教
員
（
管

理
職
を
含
め
）
が
少
な
く
な

理
職
を
含
め
）
が
少
な
く
な

り
、
さ
み
し
い
限
り
で
す
。

り
、
さ
み
し
い
限
り
で
す
。

優
秀
な
後
輩
を
育
て
て
く
だ

優
秀
な
後
輩
を
育
て
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

▼
冨
岡
昇
氏
（
9090
法
／
和
光

法
／
和
光

市
）
市
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
頑
張
っ

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

▼
福
山
テ
ル
子
さ
ん
（
推
／

（
推
／

福
井
市
）

福
井
市
）

　

そ
の
昔
父
（
幸
彦
氏
／

　

そ
の
昔
父
（
幸
彦
氏
／
3535

学
国
史
）
が
柔
道
部
に
い
て

学
国
史
）
が
柔
道
部
に
い
て

活
躍
し
た
と
の
事
で
す
。

活
躍
し
た
と
の
事
で
す
。

▼
小
貫
行
伸
氏
（
7575
法
／
群

法
／
群

馬
県
邑
楽
郡
邑
楽
町
）

馬
県
邑
楽
郡
邑
楽
町
）

　

古
稀
を
過
ぎ
て
、
楽
し
か

　

古
稀
を
過
ぎ
て
、
楽
し
か

っ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
合
宿

っ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
合
宿

は
思
い
出
す
が
、
行
き
帰
り

は
思
い
出
す
が
、
行
き
帰
り

の
記
憶
が
無
い
。
大
丈
夫
か

の
記
憶
が
無
い
。
大
丈
夫
か

俺
の
頭
脳
。

俺
の
頭
脳
。

▼
岡
田
裕
氏
（
9797
史
／
川
越

史
／
川
越

市
）
市
）

　

陸
上
競
技
部
の
箱
根
常
連

　

陸
上
競
技
部
の
箱
根
常
連

校
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

校
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▼
髙
﨑
茂
直
氏
（
7878
文
／
豊

文
／
豊

後
高
田
市
）

後
高
田
市
）

　

各
分
野
に
亘
っ
て
、
後
輩

　

各
分
野
に
亘
っ
て
、
後
輩

諸
君
よ
大
き
く
は
ば
た
け
！

諸
君
よ
大
き
く
は
ば
た
け
！

▼
多
田
義
典
氏
（
8282
神
研
別

神
研
別

／
丸
亀
市
）

／
丸
亀
市
）

　

孫
が
平
成
三
十
年
に
神
道

　

孫
が
平
成
三
十
年
に
神
道

文
化
学
科
を
受
験
し
ま
す
。

文
化
学
科
を
受
験
し
ま
す
。

▼
中
川
英
夫
氏
（
7575
史
／
新

史
／
新

潟
市
）

潟
市
）

　

硬
式
野
球
部
・
陸
上
競
技

　

硬
式
野
球
部
・
陸
上
競
技

部
の
活
躍
、
健
闘
を
期
待
し

部
の
活
躍
、
健
闘
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

▼
塩
見
威
雄
氏
（
7474
政
／
守

政
／
守

山
市
）

山
市
）

　

「
東
三
会
懇
親
会
」
九
月

　

「
東
三
会
懇
親
会
」
九
月

初
旬
に
北
陸
で
開
催
し
ま

初
旬
に
北
陸
で
開
催
し
ま

す
。
東
三
会
（
三
鷹
寮
と
東

す
。
東
三
会
（
三
鷹
寮
と
東

山
寮
と
の
合
同
の
寮
生
の
集

山
寮
と
の
合
同
の
寮
生
の
集

ま
り
）

ま
り
）

▼
松
原
大
介
氏
（
9292
文
／
新

文
／
新

潟
市
）

潟
市
）

　

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。

　

ご
ぶ
さ
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
単
著
を
上
梓
し
ま

こ
の
た
び
単
著
を
上
梓
し
ま

し
た
。
別
便
に
て
寄
贈
さ
せ

し
た
。
別
便
に
て
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
別
所
征
洋
氏
（
7676
経
／
さ

経
／
さ

い
た
ま
市
）

い
た
ま
市
）

　

野
球
部
が
好
調
で
す
ね
。

　

野
球
部
が
好
調
で
す
ね
。

こ
の
ま
ま
優
勝
し
て
大
学
選

こ
の
ま
ま
優
勝
し
て
大
学
選

手
権
に
出
場
し
て
ほ
し
い
で

手
権
に
出
場
し
て
ほ
し
い
で

す
。
東
京
ド
ー
ム
へ
応
援
に

す
。
東
京
ド
ー
ム
へ
応
援
に

行
き
ま
す
。

行
き
ま
す
。

▼
佐
藤
澄
子
さ
ん
（
7474
文
／
文
／

世
田
谷
区
）

世
田
谷
区
）

　

例
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

　

例
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
は
無
料
招
待
有
り
難
く

ー
に
は
無
料
招
待
有
り
難
く

今
年
も
参
加
予
定
で
す
。
よ

今
年
も
参
加
予
定
で
す
。
よ

ろ
し
く
。

ろ
し
く
。

▼
藤
田
秀
雄
氏
（
6666
文
２
／

文
２
／

新
潟
市
）

新
潟
市
）

　

齢
八
十
を
過
ぎ
て
も
母
校

　

齢
八
十
を
過
ぎ
て
も
母
校

で
の
青
春
の
日
々
を
思
い
、

で
の
青
春
の
日
々
を
思
い
、

恩
師
の
こ
と
、
友
の
こ
と
な

恩
師
の
こ
と
、
友
の
こ
と
な

つ
か
し
い
限
り
、
今
も
カ
ル

つ
か
し
い
限
り
、
今
も
カ
ル

チ
ャ
ー
で
源
氏
物
語
や
万
葉

チ
ャ
ー
で
源
氏
物
語
や
万
葉

集
の
講
師
を
し
て
楽
し
い
日

集
の
講
師
を
し
て
楽
し
い
日

々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

六
千
円

9595　

坂
本　

訓
之

　

坂
本　

訓
之

三
千
円

6161　

高
橋　

弘
平

　

高
橋　

弘
平

6565　

佐
藤　
　

正

　

佐
藤　
　

正

6666　

栗
生　

守
男

　

栗
生　

守
男

6666　

榊
井　

庸
彦

　

榊
井　

庸
彦

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6868　

内
海　

達
也

　

内
海　

達
也

6868　

菅
野　

英
寿

　

菅
野　

英
寿

6868　

芳
賀　

清
一

　

芳
賀　

清
一

6868　

油
井　

慶
喜

　

油
井　

慶
喜

6969　

高
橋　

太
一

　

高
橋　

太
一

6969　

中
田　

拓
雄

　

中
田　

拓
雄

7070　

阿
部　

盛
典

　

阿
部　

盛
典

7171　

安
東　
　

肇

　

安
東　
　

肇

7171　

菊
池　
　

昇

　

菊
池　
　

昇

7171　

中
澤
さ
ち
子

　

中
澤
さ
ち
子

7272　

小
山
田
則
幸

　

小
山
田
則
幸

7373　

奈
良　

文
保

　

奈
良　

文
保

7474　

保
積　

克
彦

　

保
積　

克
彦

7575　

菅
野　

英
太

　

菅
野　

英
太

7676　

佐
藤　

正
幸

　

佐
藤　

正
幸

7777　

佐
山　

輝
明

　

佐
山　

輝
明

7979　

石
垣　

正
彰

　

石
垣　

正
彰

8080　

伊
東　

新
兼

　

伊
東　

新
兼

8080　

大
友　

竹
信

　

大
友　

竹
信

8282　

日
下　

厚
子

　

日
下　

厚
子

8282　

鈴
木　

雅
香

　

鈴
木　

雅
香

8282　

高
崎　

恒
晴

　

高
崎　

恒
晴

8282　

伏
谷
亀
一
郎

　

伏
谷
亀
一
郎

8383　

桜
谷　
　

隆

　

桜
谷　
　

隆

8484　

泉　
　

信
次

　

泉　
　

信
次

8484　

小
田
金
昌
平

　

小
田
金
昌
平

8484　

寺
嶋　

京
子

　

寺
嶋　

京
子

8585　

小
野
目
博
昭

　

小
野
目
博
昭

8686　

小
畑　

幸
彦

　

小
畑　

幸
彦

8787　

村
田　

守
広

　

村
田　

守
広

8888　

今
井　
　

貴

　

今
井　
　

貴

8888　

千
葉　

健
司

　

千
葉　

健
司

8888　

藤
波　

祥
子

　

藤
波　

祥
子

8888　

星　
　

倫
市

　

星　
　

倫
市

8989　

石
川　

清
美

　

石
川　

清
美

8989　

石
川　

隆
穂

　

石
川　

隆
穂

8989　

一
條　

博
之

　

一
條　

博
之

8989　

鈴
木
美
智
子

　

鈴
木
美
智
子

9090　

和
泉　

博
章

　

和
泉　

博
章

9090　

鍛
代　

敏
雄

　

鍛
代　

敏
雄

9393　

大
宮　

信
彦

　

大
宮　

信
彦

9494　

近
藤　
　

優

　

近
藤　
　

優

9595　

小
野　

道
教

　

小
野　

道
教

9595　

俣
野　

聖
一

　

俣
野　

聖
一

9696　

荒
井　

義
紀

　

荒
井　

義
紀

9696　

藤
岡　

邦
彦

　

藤
岡　

邦
彦

9797　

藤
岡
き
み
江

　

藤
岡
き
み
江

9999　

中
嶋　

崇
文

　

中
嶋　

崇
文

100100　

井
上　

智
子

　

井
上　

智
子

100100　

藤
岡
な
み
江

　

藤
岡
な
み
江

101101　

佐
藤　

央
千

　

佐
藤　

央
千

103103　

庄
司　
　

純

　

庄
司　
　

純

103103　

白
旗　

崇
敬

　

白
旗　

崇
敬

104104　

藤
沢　

瑞
朗

　

藤
沢　

瑞
朗

105105　

鈴
木　

重
和

　

鈴
木　

重
和

106106　

菊
池　

重
忠

　

菊
池　

重
忠

108108　

目
黒　

克
幸

　

目
黒　

克
幸

109109　

櫻
谷　

賢
一

　

櫻
谷　

賢
一

109109　

千
葉　

秀
司

　

千
葉　

秀
司

112112　

上
野　

弘
恵

　

上
野　

弘
恵

112112　

土
田　

泰
士

　

土
田　

泰
士

113113　

栗
生　

貴
史

　

栗
生　

貴
史

113113　

楢
原　
　

圭

　

楢
原　
　

圭

113113　

二
階
堂
博
雅

　

二
階
堂
博
雅

113113　

三
品　

博
隆

　

三
品　

博
隆

114114　

万
代
利
奈
子

　

万
代
利
奈
子

115115　

菅
野　

祐
太

　

菅
野　

祐
太

116116　

谷
津
田
智
之

　

谷
津
田
智
之

117117　

石
川　

昌
隆

　

石
川　

昌
隆

117117　

伊
藤　
　

圭

　

伊
藤　
　

圭

117117　

佐
山　
　

崇

　

佐
山　
　

崇

117117　

髙
橋　

泰
之

　

髙
橋　

泰
之

117117　

田
村　

優
樹

　

田
村　

優
樹

118118　

菅
原　

啓
生

　

菅
原　

啓
生

121121　

森　
　

正
隆

　

森　
　

正
隆

122122　

高
崎　

明
徳

　

高
崎　

明
徳

122122　

高
橋　

知
貴

　

高
橋　

知
貴

123123　

金
子　
　

輝

　

金
子　
　

輝

123123　

小
林　

友
樹

　

小
林　

友
樹

123123　

田
村　
　

勝

　

田
村　
　

勝

124124　

工
藤　

裕
弥

　

工
藤　

裕
弥

「
福
島
県
中
通
り
支

部
経
由
」

三
千
円

特　

門
馬　

真
澄

特　

門
馬　

真
澄

5656　

丹
治　

経
幸

　

丹
治　

経
幸

6464　

室
田　

定
昭

　

室
田　

定
昭

6767　

田
母
野
公
彦

　

田
母
野
公
彦

6868　

佐
藤　

碩
芳

　

佐
藤　

碩
芳

6969　

長
嶺　
　

忍

　

長
嶺　
　

忍

7272　

斎
藤　

賢
博

　

斎
藤　

賢
博

7474　

斎
藤　

善
重

　

斎
藤　

善
重

7474　

守
谷　
　

武

　

守
谷　
　

武

7676　

青
木　

成
徳

　

青
木　

成
徳

7676　

丹
治　

逸
雄

　

丹
治　

逸
雄

7777　

有
馬　

賢
一

　

有
馬　

賢
一

7979　

佐
藤　

重
孝

　

佐
藤　

重
孝

8181　

緑
川　

孝
夫

　

緑
川　

孝
夫

8282　

木
下　

恒
憲

　

木
下　

恒
憲

8383　

橋
本　

文
典

　

橋
本　

文
典

8484　

増
子　

克
紀

　

増
子　

克
紀

8686　

石
井　
　

誠

　

石
井　
　

誠

8686　

廣
野　

幸
一

　

廣
野　

幸
一

﹇
平
成
二
十
八
年
度
分
﹈

〈
年
度
会
費
〉

五
万
円

7777　

宮
間　

尊
士

　

宮
間　

尊
士

三
万
円

7575　

大
岡　

慶
久

　

大
岡　

慶
久

二
万
円

6666　

藤
田　

秀
雄

　

藤
田　

秀
雄

6969　

濱
島　

章
平

　

濱
島　

章
平

7070　

山
田　

哲
雄

　

山
田　

哲
雄

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

推　

田
村　
　

弘

推　

田
村　
　

弘

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

6161　

高
橋　

敏
永

　

高
橋　

敏
永

6363　

柴
崎　

芳
雄

　

柴
崎　

芳
雄

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6363　

松
尾　
　

英

　

松
尾　
　

英

6565　

渡
部　

正
信

　

渡
部　

正
信

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6767　

石
井　

孝
昌

　

石
井　

孝
昌

6767　

倉
田　

重
信

　

倉
田　

重
信

6767　

鳥
野　

章
三

　

鳥
野　

章
三

6868　

大
城　

正
治

　

大
城　

正
治

6868　

大
野　

爽
美

　

大
野　

爽
美

6868　

大
乗
寺　

健

　

大
乗
寺　

健

6969　

千
代
延　

博

　

千
代
延　

博

7070　

大
木　

信
之

　

大
木　

信
之

7070　

十
亀　

興
美

　

十
亀　

興
美

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7171　

浜
野　

和
子

　

浜
野　

和
子

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

7272　

大
関　

行
弘

　

大
関　

行
弘

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

竹
中　

恒
彦

　

竹
中　

恒
彦

7373　

築
城　

卓
治

　

築
城　

卓
治

7373　

寺
山　

哲
夫

　

寺
山　

哲
夫

7474　

大
網　

通
代

　

大
網　

通
代

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

加
藤　

智
弘

　

加
藤　

智
弘

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7474　

小
谷
都
与
子

　

小
谷
都
与
子

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

別
所　

征
洋

　

別
所　

征
洋

7676　

松
井　

保
憲

　

松
井　

保
憲

7676　

村
上　

高
義

　

村
上　

高
義

7676　

安
田
慶
逸
郎

　

安
田
慶
逸
郎

7878　

東
條　

正
信

　

東
條　

正
信

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

7979　

中
川　

春
雄

　

中
川　

春
雄

7979　

牧　
　

高
明

　

牧　
　

高
明

8080　

榎
本　

静
子

　

榎
本　

静
子

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8181　

北
川　

憲
史

　

北
川　

憲
史

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8585　

清
水　

幸
治

　

清
水　

幸
治

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8686　

黒
田　

和
俊

　

黒
田　

和
俊

8787　

竹
中　

崇
晃

　

竹
中　

崇
晃

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

宮
脇　

宣
夫

　

宮
脇　

宣
夫

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9090　

武
藤　

郁
人

　

武
藤　

郁
人

9191　

島
村　

禎
宏

　

島
村　

禎
宏

9292　

笠
井　

誠
司

　

笠
井　

誠
司

9292　

藤
井　

秀
嗣

　

藤
井　

秀
嗣

9393　

柴
田　

宜
夫

　

柴
田　

宜
夫

9494　

村
上　

昭
浩

　

村
上　

昭
浩

9595　

宇
梶　

良
昭

　

宇
梶　

良
昭

9797　

甘
利　

文
一

　

甘
利　

文
一

9797　

岡　
　

哲
郎

　

岡　
　

哲
郎

9898　

岩
城　

純
隆

　

岩
城　

純
隆

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

田
中　

光
𠮷

　

田
中　

光
𠮷

101101　

田
久
保
邦
彦

　

田
久
保
邦
彦

102102　

川
上　
　

洋

　

川
上　
　

洋

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

104104　

八
木　
　

孝

　

八
木　
　

孝

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

105105　

関
口　

大
介

　

関
口　

大
介

117117　

佐
藤　

岳
史

　

佐
藤　

岳
史

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

121121　

笠
井　

睦
史

　

笠
井　

睦
史

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

124124　

今　
　

香
澄

　

今　
　

香
澄

二
千
円

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

千
六
百
八
十
円

8383　

寺
澤　
　

悠

　

寺
澤　
　

悠

〈
維
持
寄
付
金
〉

院
友
か
ら
の

院
友
か
ら
の

 

ひ
と
こ
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ひ
と
こ
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振
込
用
紙
伝
言
板

■ 会費等入金累計表 ■
H28・4/1

～H29・1/31
H29・2/1～3/31 H28年度合計 H29・4/1～5/31

金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数
年 度 会 費 4,614,000 1,540 762,000 254 5,376,000 1,794 1,623,000 542
十 年 会 費 6,220,000 311 220,000 11 6,440,000 322 1,540,000 77
維持寄付金 3,005,300 312 150,900 17 3,156,200 329 1,013,680 105
基本財産寄付金 28,902 4 5,000 1 33,902 5 0 0

　本会は、平成24年10月１日付けで一般財団法人國學院大學院友会となりましたが、
会費制度に関しましては従来とかわりません。（ホームページ【URL http://www.
kokugakuin.or.jp】の『会費・寄付金のお願い』の欄でも説明しています。併せて 
ご覧ください）
　まず『十年会費』の件です。平成８年の理事会において、会の財政安定を図るため
に、当時の寄附行為の変更を行い『終身会費』の名称を廃止し、『十年会費』への名称
変更を決定いたしました。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後請求されることはないし、『終身会費
廃止』は約束違反である、と思われるのは当然のことでありますが、院友数の増加や社
会情勢をふまえ、『年度会費』あるいは『十年会費』への切り替えに、ご理解とご協力
をお願いしよう、ということがこれまでの主旨でございます。引き続きより分かり易
く、より丁寧に会員の皆様に十年会費への切り替えをお願いして参りたいと存じます。
　何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入年から10年を経過しますと、会報
に『ご協力のお願い』を同封させて頂きます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に代理徴収（終身会費または十年会
費）させて頂いております。
　平成29年度分の会費については、今から10年前の115期にご卒業をされた方、また
はそれ以前のご卒業の方で会費が未納の方には、『ご協力のお願い』が同封されます。
同封の依頼状が『維持寄付金、学術・スポーツ振興資金のお願い』（水色の依頼状）から
『ご協力のお願い』に変わった時が、『十年会費』の有効期限の終了になります。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いたします。是非みなさま方のご協力を
たまわりますようお願い申し上げます。
　『年度会費は3,000円、十年会費は20,000円です。』どちらかをお納め願います。
　次に『維持寄付金』です。これは平成11年までの『維持会費』を会費との誤解を招
かないために改称したものです。１口10,000円です。
　一般財団法人國學院大學院友会では、『一般財団法人國學院大學院友会運営規程』第
4条に、会費を定めております。（本会ホームページ参照）是非会費のご納入をお願い
いたします。本会が行う事業は皆さまの会費に支えられております。（過年度分の会費
は結構でございます）

「会費について」

皆さまのご理解とご協力を重ねてお願いいたします。
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和
子

　

太
田　

和
子

7575　

小
野　

忠
宣

　

小
野　

忠
宣

7575　

川
井　
　

勇

　

川
井　
　

勇

7575　

川
野　
　

洋

　

川
野　
　

洋

7575　

菊
池　

義
成

　

菊
池　

義
成

7575　

久
保
登
美
夫

　

久
保
登
美
夫

7575　

久
保
田
章
夫

　

久
保
田
章
夫

7575　

小
貫　

行
伸

　

小
貫　

行
伸

7575　

志
垣　

圭
一

　

志
垣　

圭
一

7575　

鳥
居
南
正
紀

　

鳥
居
南
正
紀

7575　

永
井　
　

博

　

永
井　
　

博

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7575　

中
川　

英
夫

　

中
川　

英
夫

7575　

長
友　

鉄
郎

　

長
友　

鉄
郎

7575　

中
堀　
　

健

　

中
堀　
　

健

7575　

中
村　

貞
史

　

中
村　

貞
史

7575　

箕
輪　

綱
夫

　

箕
輪　

綱
夫

7575　

山
根　

武
久

　

山
根　

武
久

7676　

飯
田　

昭
弘

　

飯
田　

昭
弘

7676　

牛
尾　
　

禊

　

牛
尾　
　

禊

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

岡
田　
　

惇

　

岡
田　
　

惇

7676　

草
山　
　

昭

　

草
山　
　

昭

7676　

塩
垣　

邦
久

　

塩
垣　

邦
久

7676　

関
谷　

宏
之

　

関
谷　

宏
之

7676　

副
島　

昌
俊

　

副
島　

昌
俊

7676　

花
井　

利
彦

　

花
井　

利
彦

7676　

福
田　

治
樹

　

福
田　

治
樹

7676　

星　
　

敦
子

　

星　
　

敦
子

7676　

松
井　

保
憲

　

松
井　

保
憲

7777　

岡
本　

幸
夫

　

岡
本　

幸
夫

7777　

金
子　
　

晃

　

金
子　
　

晃

7777　

金
子　

善
光

　

金
子　

善
光

7777　

菅
野　

俊
勝

　

菅
野　

俊
勝

7777　

小
松　

潮
美

　

小
松　

潮
美

7777　

小
山　

清
征

　

小
山　

清
征

7777　

相
馬　

秀
和

　

相
馬　

秀
和

7777　

高
岡　

整
一

　

高
岡　

整
一

7777　

田
中
館
紀
子

　

田
中
館
紀
子

7777　

手
代
木
晃
一

　

手
代
木
晃
一

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7777　

広
瀬
キ
ヨ
ミ

　

広
瀬
キ
ヨ
ミ

7777　

松
本　

次
雄

　

松
本　

次
雄

7878　

磯
田
ひ
さ
子

　

磯
田
ひ
さ
子

7878　

今
泉　

泰
之

　

今
泉　

泰
之

7878　

上
原　

勝
彦

　

上
原　

勝
彦

7878　

小
笠
原　

通

　

小
笠
原　

通

7878　

金
泉　
　

久

　

金
泉　
　

久

7878　

鴨　

三
津
夫

　

鴨　

三
津
夫

7878　

小
松　
　

稔

　

小
松　
　

稔

7878　

笹
井　

民
男

　

笹
井　

民
男

7878　

正
路　

克
行

　

正
路　

克
行

7878　

髙
﨑　

茂
直

　

髙
﨑　

茂
直

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

田
中　

誠
治

　

田
中　

誠
治

7878　

中
塚　

郁
男

　

中
塚　

郁
男

7878　

新
納　

睦
夫

　

新
納　

睦
夫

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7878　

山
崎　

勝
義

　

山
崎　

勝
義

7878　

山
本　

靖
雄

　

山
本　

靖
雄

7878　

横
山　

芳
弘

　

横
山　

芳
弘

7979　

安
藤　
　

始

　

安
藤　
　

始

7979　

池
田　

佑
司

　

池
田　

佑
司

7979　

金
築　

芳
之

　

金
築　

芳
之

7979　

銀
屋　

恒
夫

　

銀
屋　

恒
夫

7979　

芝
藤　

哲
人

　

芝
藤　

哲
人

7979　

高
木　
　

進

　

高
木　
　

進

7979　

高
司
信
太
郎

　

高
司
信
太
郎

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

中
川　

春
雄

　

中
川　

春
雄

7979　

野
口　

陽
一

　

野
口　

陽
一

7979　

萩
原　

正
雄

　

萩
原　

正
雄

7979　

町
山　
　

徹

　

町
山　
　

徹

7979　

松
本　

和
夫

　

松
本　

和
夫

7979　

村
山　
　

茂

　

村
山　
　

茂

7979　

森
田　

光
盛

　

森
田　

光
盛

7979　

山
根　

良
功

　

山
根　

良
功

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

8080　

伊
東
佐
和
子

　

伊
東
佐
和
子

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8080　

田
村　

有
三

　

田
村　

有
三

8080　

遠
山　

秀
樹

　

遠
山　

秀
樹

8080　

西
貝　

成
一

　

西
貝　

成
一

8080　

服
部　

公
一

　

服
部　

公
一

8080　

平
井　

靖
彦

　

平
井　

靖
彦

8080　

松
本　

淡
美

　

松
本　

淡
美

8080　

茂
木
美
知
子

　

茂
木
美
知
子

8080　

山
本　

泰
紘

　

山
本　

泰
紘

8080　

横
尾　

邦
光

　

横
尾　

邦
光

8181　

池
田　

修
司

　

池
田　

修
司

8181　

石
塚　

雄
次

　

石
塚　

雄
次

8181　

一
ノ
澤
澄
夫

　

一
ノ
澤
澄
夫

8181　

伊
藤　

洋
一

　

伊
藤　

洋
一

8181　

大
石　

栄
子

　

大
石　

栄
子

8181　

太
田　

耕
二

　

太
田　

耕
二

8181　

神
田　

典
明

　

神
田　

典
明

8181　

鈴
木　

友
房

　

鈴
木　

友
房

8181　

関　
　
　

悳

　

関　
　
　

悳

8181　

瀧
島　

末
広

　

瀧
島　

末
広

8181　

立
松　
　

彰

　

立
松　
　

彰

8181　

寺
崎　

明
男

　

寺
崎　

明
男

8181　

中
出　

文
夫

　

中
出　

文
夫

8181　

西
塚　

健
司

　

西
塚　

健
司

8181　

湯
浅　

典
男

　

湯
浅　

典
男

8282　

鵜
沢　

和
子

　

鵜
沢　

和
子

8282　

梅
津　

陽
子

　

梅
津　

陽
子

8282　

大
澤
み
ど
り

　

大
澤
み
ど
り

8282　

北
崎　

正
通

　

北
崎　

正
通

8282　

笹
部　

惠
子

　

笹
部　

惠
子

8282　

瀬
戸
口
和
行

　

瀬
戸
口
和
行

8282　

髙
野　

順
和

　

髙
野　

順
和

8282　

辻
村
眞
一
郎

　

辻
村
眞
一
郎

8282　

富
坂　

典
子

　

富
坂　

典
子

8282　

中
田　

正
道

　

中
田　

正
道

8282　

門
司　

成
人

　

門
司　

成
人

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

鵜
沢　

昌
弘

　

鵜
沢　

昌
弘

8383　

勝
目
伸
次
郎

　

勝
目
伸
次
郎

8383　

加
藤　
　

裕

　

加
藤　
　

裕

8383　

斎
藤　

隆
裕

　

斎
藤　

隆
裕

8383　

志
賀　

美
恵

　

志
賀　

美
恵

8383　

芝
野
圭
之
助

　

芝
野
圭
之
助

8383　

島
野　

博
行

　

島
野　

博
行

8383　

千
種　

順
一

　

千
種　

順
一

8383　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

8383　

西
山　

典
友

　

西
山　

典
友

8383　

福
田　
　

勉

　

福
田　
　

勉

8383　

船
橋　

幸
夫

　

船
橋　

幸
夫

8383　

横
山
多
賀
彦

　

横
山
多
賀
彦

8383　

渡
辺　

英
明

　

渡
辺　

英
明

8484　

伊
藤　
　

仁

　

伊
藤　
　

仁

8484　

植
松
ま
ゆ
み

　

植
松
ま
ゆ
み

8484　

薄
井　

和
男

　

薄
井　

和
男

8484　

薄
井　
　

睦

　

薄
井　
　

睦

8484　

尾
崎
喜
代
子

　

尾
崎
喜
代
子

8484　

河
島　

一
夫

　

河
島　

一
夫

8484　

京
條　

紀
行

　

京
條　

紀
行

8484　

黒
目　

達
朗

　

黒
目　

達
朗

8484　

佐
藤　

恵
子

　

佐
藤　

恵
子

8484　

島
田　

善
道

　

島
田　

善
道

8484　

塚
越　

義
行

　

塚
越　

義
行

8484　

坂
東　
　

昭

　

坂
東　
　

昭

8484　

福
山　

暢
生

　

福
山　

暢
生

8484　

藤
沼
恵
美
子

　

藤
沼
恵
美
子

8484　

武
藤　

美
登

　

武
藤　

美
登

8484　

山
田　

紳
夫

　

山
田　

紳
夫

8585　

上
野　

三
郎

　

上
野　

三
郎

8585　

大
森　

邦
彦

　

大
森　

邦
彦

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

轡
田　

勝
繁

　

轡
田　

勝
繁

8585　

清
水　

幸
治

　

清
水　

幸
治

8585　

杉
本　

唯
夫

　

杉
本　

唯
夫

8585　

竹
野
内
禎
子

　

竹
野
内
禎
子

8585　

鳥
越　

和
幸

　

鳥
越　

和
幸

8585　

中
尾　

精
宏

　

中
尾　

精
宏

8585　

中
川　

恵
介

　

中
川　

恵
介

8585　

西
谷　

榮
治

　

西
谷　

榮
治

8585　

伯
耆
原
敏
男

　

伯
耆
原
敏
男

8585　

細
野　

政
和

　

細
野　

政
和

8585　

宮
下　

春
幸

　

宮
下　

春
幸

8585　

吉
村　

伸
哉

　

吉
村　

伸
哉

8585　

涌
田　

宏
幸

　

涌
田　

宏
幸

8686　

青
井　

眞
吾

　

青
井　

眞
吾

8686　

安
達　
　

明

　

安
達　
　

明

8686　

倉
橋
真
起
子

　

倉
橋
真
起
子

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8686　

坂
部
満
智
子

　

坂
部
満
智
子

8686　

佐
々
木
憲
康

　

佐
々
木
憲
康

8686　

早
川　

政
弘

　

早
川　

政
弘

8686　

松
井
周
之
輔

　

松
井
周
之
輔

8686　

山
際　

優
子

　

山
際　

優
子

8787　

小
澤　

彰
一

　

小
澤　

彰
一

8787　

小
室　

宗
徳

　

小
室　

宗
徳

8787　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8787　

高
橋　

忠
彦

　

高
橋　

忠
彦

8787　

竹
中　

崇
晃

　

竹
中　

崇
晃

8787　

本
田　

善
彦

　

本
田　

善
彦

8787　

吉
田　

悦
子

　

吉
田　

悦
子

8888　

岩
崎　

恒
宣

　

岩
崎　

恒
宣

8888　

及
川　

一
清

　

及
川　

一
清

8888　

菊
地　

広
幸

　

菊
地　

広
幸

8888　

小
泉　
　

誠

　

小
泉　
　

誠

8888　

澤　
　

正
二

　

澤　
　

正
二

8888　

杉
山　

晃
嗣

　

杉
山　

晃
嗣

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

原
澤　

政
次

　

原
澤　

政
次

8888　

矢
野　

大
和

　

矢
野　

大
和

8989　

伊
藤
比
呂
志

　

伊
藤
比
呂
志

8989　

川
俣　

晴
子

　

川
俣　

晴
子

8989　

棚
木　

重
忠

　

棚
木　

重
忠

8989　

寺
田　
　

守

　

寺
田　
　

守

8989　

中
西　

英
樹

　

中
西　

英
樹

8989　

野
口　

政
和

　

野
口　

政
和

8989　

平
山　

晶
生

　

平
山　

晶
生

8989　

星
野　

芳
典

　

星
野　

芳
典

8989　

茂
泉　
　

滋

　

茂
泉　
　

滋

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

8989　

渡
辺　

信
一

　

渡
辺　

信
一

9090　

大
久
保
和
弘

　

大
久
保
和
弘

9090　

喜
多　

浩
之

　

喜
多　

浩
之

9090　

竹
内　

俊
文

　

竹
内　

俊
文

9090　

土
屋　

英
夫

　

土
屋　

英
夫

9090
勅
使
河
原
正
典

勅
使
河
原
正
典

9090　

野
末　
　

明

　

野
末　
　

明

9090　

吉
田　
　

隆

　

吉
田　
　

隆

9191　

小
野
寺
章
禎

　

小
野
寺
章
禎

9191　

金
子　

雄
貴

　

金
子　

雄
貴

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

9191　

木
下　

尚
光

　

木
下　

尚
光

9191　

斎
藤　
　

元

　

斎
藤　
　

元

9191　

鈴
木　

岩
根

　

鈴
木　

岩
根

9191　

角
屋
由
美
子

　

角
屋
由
美
子

9191　

高
松　

圭
子

　

高
松　

圭
子

9191　

露
木　

義
行

　

露
木　

義
行

9191　

長
尾　
　

康

　

長
尾　
　

康

9191　

山
川　

康
夫

　

山
川　

康
夫

9191　

横
田　

昌
和

　

横
田　

昌
和

9191　

渡
辺　

幹
夫

　

渡
辺　

幹
夫

9292　

今
村　
　

勝

　

今
村　
　

勝

9292　

雲
丹
亀
洋
介

　

雲
丹
亀
洋
介

9292　

齋
藤　

伸
一

　

齋
藤　

伸
一

9292　

佐
藤　
　

誠

　

佐
藤　
　

誠

9292　

福
田　

洋
子

　

福
田　

洋
子

9292　

藤
井　

秀
嗣

　

藤
井　

秀
嗣

9292　

松
原　

大
介

　

松
原　

大
介

9292　

三
橋　

直
也

　

三
橋　

直
也

9292　

迎　
　

正
吾

　

迎　
　

正
吾

9292　

武
藤　

充
孝

　

武
藤　

充
孝

9393　

赤
松　

裕
信

　

赤
松　

裕
信

9393　

出
石　
　

稔

　

出
石　
　

稔

9393　

岩
崎　

圭
三

　

岩
崎　

圭
三

9393　

牛
久
保　

聡

　

牛
久
保　

聡

9393　

尾
関　

洋
一

　

尾
関　

洋
一

9393　

榊
原　

精
仁

　

榊
原　

精
仁

9393　

篠
宮　

和
美

　

篠
宮　

和
美

9393　

志
波　

昌
明

　

志
波　

昌
明

9393　

土
井　
　

誠

　

土
井　
　

誠

9393　

樋
口　

貴
子

　

樋
口　

貴
子

9393　

藤
井　

幸
博

　

藤
井　

幸
博

9393　

宮
川　

経
幸

　

宮
川　

経
幸

9393　

村
井　
　

洋

　

村
井　
　

洋

9393　

安
田　

寿
男

　

安
田　

寿
男

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9494　

坂
本　

祐
介

　

坂
本　

祐
介

9494　

高
橋　
　

正

　

高
橋　
　

正

9494　

高
橋　

徳
久

　

高
橋　

徳
久

9494　

津
金　

義
尚

　

津
金　

義
尚

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9494　

村
上　

昭
浩

　

村
上　

昭
浩

9595　

池
上　

典
子

　

池
上　

典
子

9595　

出
野　

憲
司

　

出
野　

憲
司

9595　

金
鑚　

俊
樹

　

金
鑚　

俊
樹

9595　

柴
田　

覚
尊

　

柴
田　

覚
尊

9595　

二
階
堂　

衛

　

二
階
堂　

衛

9595　

飛
田　

雄
二

　

飛
田　

雄
二

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9696　

古
俣　
　

恵

　

古
俣　
　

恵

9696　

佐
々
木
良
作

　

佐
々
木
良
作

9696　

舘
野　

信
彦

　

舘
野　

信
彦

9696　

速
水　

哲
哉

　

速
水　

哲
哉

9696　

藤
井　

浩
美

　

藤
井　

浩
美

9696　

松
長　

直
道

　

松
長　

直
道

9797　

石
川　
　

敦

　

石
川　
　

敦

9797　

蔵
田　

国
博

　

蔵
田　

国
博

「
宮
城
県
支
部
経
由
」

二
万
円

7171　

大
條　

修
也

　

大
條　

修
也

8686　

佐
藤　

甲
二

　

佐
藤　

甲
二

124124　

藤
村　

聖
宣

　

藤
村　

聖
宣

「
茨
城
県
支
部
経
由
」

二
万
円

7979　

佐
竹　

素
子

　

佐
竹　

素
子

8686　

中
村　

輝
男

　

中
村　

輝
男

◆　
　
◆　
　

◆

二
万
円

7070　

大
脇
英
一
郎

　

大
脇
英
一
郎

7272　

藤
岡　

一
雄

　

藤
岡　

一
雄

8585　

坂　
　

明
夫

　

坂　
　

明
夫

8888　

関
根　

愼
二

　

関
根　

愼
二

9797　

田
島　

和
文

　

田
島　

和
文

111111　

大
竹　

秀
幸

　

大
竹　

秀
幸

〈
十
年
会
費
〉

五
万
円

9494　

土
屋　

信
彦

　

土
屋　

信
彦

二
万
円

7272　

藤
岡　

一
雄

　

藤
岡　

一
雄

一
万
円

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

白
川
よ
う
子

　

白
川
よ
う
子

7777　

石
川　

晶
康

　

石
川　

晶
康

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

7979　

三
上　

智
彦

　

三
上　

智
彦

8181　

近
藤　
　

清

　

近
藤　
　

清

8686　

中
村　

輝
男

　

中
村　

輝
男

112112　

稲
葉　

泰
輔

　

稲
葉　

泰
輔

五
百
六
十
円

8383　

寺
澤　
　

悠

　

寺
澤　
　

悠

三
百
四
十
円

7070　

大
鳥
居
信
史

　

大
鳥
居
信
史

〈
維
持
寄
付
金
〉

「
岩
手
県
支
部
経
由
」

三
千
円

100100　

佐
藤　

辰
吾

　

佐
藤　

辰
吾

104104　

岩
渕　
　

淳

　

岩
渕　
　

淳

「
石
川
県
支
部
経
由
」

三
千
円

9898　

葛
原　

秀
史

　

葛
原　

秀
史

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

6868　

石
田　

福
雄

　

石
田　

福
雄

9494　

石
田　

吉
之

　

石
田　

吉
之

「
寒
川
神
社
経
由
」

三
千
円

8080　

利
根　

康
教

　

利
根　

康
教

8686　

前
島　
　

正

　

前
島　
　

正

8686　

山
田　
　

栄

　

山
田　
　

栄

8888　

水
谷　

智
賢

　

水
谷　

智
賢

8989　

鈴
木　

康
宏

　

鈴
木　

康
宏

9393　

石
黒　

邦
彦

　

石
黒　

邦
彦

9393　

井
出　

貴
史

　

井
出　

貴
史

9595　

井
上　

浩
之

　

井
上　

浩
之

9595　

田
中　

義
宣

　

田
中　

義
宣

9898　

坂
本　

晋
一

　

坂
本　

晋
一

106106　

田
中　

喜
隆

　

田
中　

喜
隆

107107　

伊
藤　

龍
哉

　

伊
藤　

龍
哉

111111　

小
野　

俊
之

　

小
野　

俊
之

111111　

高
畠　
　

弘

　

高
畠　
　

弘

111111　

中
西　

正
史

　

中
西　

正
史

113113　

小
松　

義
麿

　

小
松　

義
麿

113113　

水
谷　

祐
也

　

水
谷　

祐
也

114114　

國
生　

隆
也

　

國
生　

隆
也

114114　

立
岩　

秀
夫

　

立
岩　

秀
夫

123123　

加
藤　

芳
朗

　

加
藤　

芳
朗

124124　

鯉
登　

敬
紀

　

鯉
登　

敬
紀

125125　

石
垣　

仁
薫

　

石
垣　

仁
薫

◆　
　
◆　
　

◆

三
千
円

推　

田
中　

裕
巳

推　

田
中　

裕
巳

4545　

松
岡　

禮
一

　

松
岡　

禮
一

5252　

田
代
主
基
男

　

田
代
主
基
男

5353　

今
坂　
　

清

　

今
坂　
　

清

5353　

古
賀　

辰
已

　

古
賀　

辰
已

5555　

佐
光　

慈
豊

　

佐
光　

慈
豊

5555　

東　
　

弘
典

　

東　
　

弘
典

5656　

朝
雄　

耿
智

　

朝
雄　

耿
智

5656　

横
山　

直
材

　

横
山　

直
材

5757　

亀
井
恵
美
子

　

亀
井
恵
美
子

5757　

寺
田　

泰
政

　

寺
田　

泰
政

5858　

伊
藤　

節
子

　

伊
藤　

節
子

5858　

澁
澤　

美
惠

　

澁
澤　

美
惠

5858　

成
海　

正
弘

　

成
海　

正
弘

6060　

新
井　

幸
男

　

新
井　

幸
男

6060　

桐
山　

金
吾

　

桐
山　

金
吾

6060　

秦　
　

正
彦

　

秦　
　

正
彦

6161　

大
塚　

康
夫

　

大
塚　

康
夫

6262　

多
田　

義
典

　

多
田　

義
典

6262　

北
條　

俊
朗

　

北
條　

俊
朗

6363　

小
俣　
　

茂

　

小
俣　
　

茂

6363　

蒲　
　

武
司

　

蒲　
　

武
司

6363　

田
村　

定
彦

　

田
村　

定
彦

6363　

中
島　
　

稔

　

中
島　
　

稔

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6363　

三
沢　

澄
香

　

三
沢　

澄
香

6464　

河
原　

義
朗

　

河
原　

義
朗

6464　

渋
谷　

謙
二

　

渋
谷　

謙
二

6464　

清
水　

玲
子

　

清
水　

玲
子

6464　

高
田　

徹
也

　

高
田　

徹
也

6464　

谷
澤　

欣
子

　

谷
澤　

欣
子

6464　

中
村　

節
好

　

中
村　

節
好

6464　

松
尾　

健
二

　

松
尾　

健
二

6464　

山
川　

静
夫

　

山
川　

静
夫

6464　

山
田　

幸
教

　

山
田　

幸
教

6565　

足
利　

久
江

　

足
利　

久
江

6565　

大
濱　
　

聰

　

大
濱　
　

聰

6565　

小
野　

孝
良

　

小
野　

孝
良

6565　

黒
田　

和
彦

　

黒
田　

和
彦

6565　

古
賀　

平
吉

　

古
賀　

平
吉

6565　

古
賀　

由
春

　

古
賀　

由
春

6565　

篠
崎　

健
次

　

篠
崎　

健
次

6565　

田
島　

一
郎

　

田
島　

一
郎

五
千
円

6666　

松
坂　
　

弘

　

松
坂　
　

弘

〈
基
本
財
産
寄
付
金
〉

二
万
円

6868　

信
戸　

文
也

　

信
戸　

文
也

一
万
円

院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

6666　

松
坂　
　

弘

　

松
坂　
　

弘

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

9595　

大
山　

恵
理

　

大
山　

恵
理

五
千
円

7979　

三
上　

智
彦

　

三
上　

智
彦

8484　

風
見　

光
男

　

風
見　

光
男

8686　

西
山　

和
範

　

西
山　

和
範

100100　

比
企　

智
徳

　

比
企　

智
徳

116116　

河
原　

孝
夫

　

河
原　

孝
夫

四
千
円

理
事
会
有
志

理
事
会
有
志

二
千
円

110110　

鴨
下　

明
子

　

鴨
下　

明
子

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

﹇
平
成
二
十
九
年
度
分
﹈

〈
年
度
会
費
〉

6565　

中
道　

尚
英

　

中
道　

尚
英

6565　

原　
　

泰
根

原　
　

泰
根

6565　

三
浦　

一
彦

　

三
浦　

一
彦

6565　

麦
倉　

孝
之

　

麦
倉　

孝
之

6565　

森
田　
　

武

　

森
田　
　

武

6565　

森
田　

正
枝

　

森
田　

正
枝

6565　

矢
野　

徳
光

　

矢
野　

徳
光

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6565　

綿
田　

重
義

　

綿
田　

重
義

6666　

榎
並　

秋
晴

　

榎
並　

秋
晴

6666　

大
塚　

憲
保

　

大
塚　

憲
保

6666　

北
澤
不
二
彌

　

北
澤
不
二
彌

6666　

工
藤　

健
二

　

工
藤　

健
二

6666　

栗
原　

淑
子

　

栗
原　

淑
子

6666　

江
田　

道
孝

　

江
田　

道
孝

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

下
吹
越
義
彰

　

下
吹
越
義
彰

6666　

永
見　

和
弘

　

永
見　

和
弘

6666　

長
谷
見
弘
子

　

長
谷
見
弘
子

6666　

福
田　

順
郎

　

福
田　

順
郎

6666　

松
隈　
　

操

　

松
隈　
　

操

6666　

水
野　
　

一

　

水
野　
　

一

6666　

宮
田　

義
丸

　

宮
田　

義
丸

6767　

秋
山　

壽
久

　

秋
山　

壽
久

6767　

新
見　

隆
司

　

新
見　

隆
司

6767　

有
賀　

敬
子

　

有
賀　

敬
子

6767　

大
亀　

恒
芳

　

大
亀　

恒
芳

6767　

岡　
　
　

嵩

　

岡　
　
　

嵩

6767　

小
野　

幸
男

　

小
野　

幸
男

6767　

加
藤　

隆
久

　

加
藤　

隆
久

6767　

倉
田　

重
信

　

倉
田　

重
信

6767　

近
藤　
　

弘

　

近
藤　
　

弘

6767　

斎
藤
民
一
郎

　

斎
藤
民
一
郎

6767　

三
浦　

富
子

　

三
浦　

富
子

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6868　

加
藤　

吉
行

　

加
藤　

吉
行

6868　

河
野　

忠
雄

　

河
野　

忠
雄

6868　

蔵
田　

国
順

　

蔵
田　

国
順

6868　

栗
本　

俊
雄

　

栗
本　

俊
雄

6868　

越
川　

昌
之

　

越
川　

昌
之

6868　

杉
村　

邦
慶

　

杉
村　

邦
慶

6868　

高
橋　

瑩
子

　

高
橋　

瑩
子

6868　

田
村　

利
正

　

田
村　

利
正

6868　

長
谷
川
洋
三

　

長
谷
川
洋
三

6868　

東　
　
　

大

　

東　
　
　

大

6868　

古
屋　

茂
信

　

古
屋　

茂
信

6868　

松
井　
　

弘

　

松
井　
　

弘

6868　

村
山　

武
雄

　

村
山　

武
雄

6868　

吉
岡　
　

功

　

吉
岡　
　

功

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

6969　

川
合　
　

彪

　

川
合　
　

彪

6969　

川
村　

明
男

　

川
村　

明
男

6969　

小
泉　

朋
子

　

小
泉　

朋
子

6969　

斎
藤　

貞
夫

　

斎
藤　

貞
夫

6969　

櫻
井　

武
臣

　

櫻
井　

武
臣

6969　

佐
々
木
綱
武

　

佐
々
木
綱
武

6969　

鈴
木　

寿
子

　

鈴
木　

寿
子

6969　

多
久　

鉄
也

　

多
久　

鉄
也

6969　

中
台　
　

弘

　

中
台　
　

弘

6969　

濱
島　

章
平

　

濱
島　

章
平

6969　

浜
中　

常
雅

　

浜
中　

常
雅

6969　

深
見　

時
子

　

深
見　

時
子

6969　

藤
井　

昭
彦

　

藤
井　

昭
彦

6969　

正
岡　

清
子

　

正
岡　

清
子

6969　

安
元　

紀
雄

　

安
元　

紀
雄

6969　

八
巻　

正
彦

　

八
巻　

正
彦

6969　

山
内　

太
海

　

山
内　

太
海

7070　

岩
井　
　

宏

　

岩
井　
　

宏

7070　

上
村　

幸
年

　

上
村　

幸
年

7070　

神
谷　

教
子

　

神
谷　

教
子

7070　

桑
原　

恒
明

　

桑
原　

恒
明

7070　

小
林
あ
け
み

　

小
林
あ
け
み

7070　

佐
藤　

憲
弘

　

佐
藤　

憲
弘

7070　

末
安　

大
孝

　

末
安　

大
孝

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7070　

野
田　

治
夫

　

野
田　

治
夫

7070　

宮
崎　

裕
也

　

宮
崎　

裕
也

7070　

茂
木　

豊
幸

　

茂
木　

豊
幸

7070　

山
口　

矩
弘

　

山
口　

矩
弘

9797　

小
嶋　

克
宣

　

小
嶋　

克
宣

9797　

竹
本　

哲
朗

　

竹
本　

哲
朗

9797　

田
所　
　

香

　

田
所　
　

香

9797　

中
村　

和
寿

　

中
村　

和
寿

9797　

原　
　

一
文

　

原　
　

一
文

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9898　

白
鳥　

俊
明

　

白
鳥　

俊
明

9898　

目
黒　

裕
典

　

目
黒　

裕
典

9999　

岡
田　

博
親

　

岡
田　

博
親

9999　

櫻
井　

和
利

　

櫻
井　

和
利

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

軍
司　

孝
之

　

軍
司　

孝
之

100100　

横
地　
　

修

　

横
地　
　

修

101101　

石
川　

浩
史

　

石
川　

浩
史

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

101101　

坂
本　

浩
子

　

坂
本　

浩
子

101101　

佐
直　

利
昭

　

佐
直　

利
昭

101101　

波
多
野
容
子

　

波
多
野
容
子

101101　

細
目　
　

渉

　

細
目　
　

渉

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

102102　

草
山　

明
久

　

草
山　

明
久

103103　

荻
野　

睦
浩

　

荻
野　

睦
浩

104104　

荒
船　

初
代

　

荒
船　

初
代

104104　

寺
﨑　

晃
至

　

寺
﨑　

晃
至

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

104104　

平
澤　

卓
也

　

平
澤　

卓
也

104104　

船
木　

清
崇

　

船
木　

清
崇

104104　

宮
本　

史
胤

　

宮
本　

史
胤

105105　

岩
井　

孝
幸

　

岩
井　

孝
幸

105105　

豊
城　

憲
和

　

豊
城　

憲
和

105105　

茂
木　

敏
洋

　

茂
木　

敏
洋

105105　

渡
辺　

美
歩

　

渡
辺　

美
歩

107107　

岡
田　
　

誠

　

岡
田　
　

誠

108108　

鎌
田　

耕
作

　

鎌
田　

耕
作

108108　

下
村
聡
二
郎

　

下
村
聡
二
郎

109109　

剱
持　

幸
紀

　

剱
持　

幸
紀

109109　

田
中　

朋
博

　

田
中　

朋
博

109109　

中
道　

豪
一

　

中
道　

豪
一

109109　

東　
　
　

勧

　

東　
　
　

勧

110110　

佐
藤　

考
寛

　

佐
藤　

考
寛

110110　

溝
口　

洋
平

　

溝
口　

洋
平

111111　

三
ッ
山
泰
弘

　

三
ッ
山
泰
弘

113113　

市
川　

春
樹

　

市
川　

春
樹

114114　

宮
﨑　

真
一

　

宮
﨑　

真
一

115115　

常
廣　
　

徹

　

常
廣　
　

徹

116116　

西
山　

宜
友

　

西
山　

宜
友

118118　

佐
藤　

将
人

　

佐
藤　

将
人

118118　

柴
野　

悠
樹

　

柴
野　

悠
樹

118118　

滑
川　

順
子

　

滑
川　

順
子

119119　

柴
田　

健
吾

　

柴
田　

健
吾

120120　

山
東　

正
昭

　

山
東　

正
昭

123123　

田
中　

宏
幸

　

田
中　

宏
幸

123123　

田
村　
　

勝

　

田
村　
　

勝

二
千
円

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

千
円

6464　

田
中　

美
代

　

田
中　

美
代

三
万
円

7575　

山
内　
　

卓

　

山
内　
　

卓

二
万
円

7070　

加
納　

陽
一

　

加
納　

陽
一

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

一
万
円

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

推　

福
山
テ
ル
子

推　

福
山
テ
ル
子

6363　

柴
崎　

芳
雄

　

柴
崎　

芳
雄

6363　

下
山　

洋
子

　

下
山　

洋
子

6464　

田
中　

美
代

　

田
中　

美
代

6969　

濱
島　

章
平

　

濱
島　

章
平

7373　

吉
田　

源
彦

　

吉
田　

源
彦

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7474　

桑
野　

正
光

　

桑
野　

正
光

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8080　

古
屋　
　

眞

　

古
屋　
　

眞

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

金
光　

精
一

　

金
光　

精
一

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8888　

荒
川　

元
子

　

荒
川　

元
子

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

9191　

島
村　

禎
宏

　

島
村　

禎
宏

9191　

中
野　

泰
宏

　

中
野　

泰
宏

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9393　

柴
田　

宜
夫

　

柴
田　

宜
夫

9898　

小
泉　

佳
子

　

小
泉　

佳
子

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

104104　

橋
本
慎
一
郎

　

橋
本
慎
一
郎

七
千
円

7171　

簾
長　

英
明

　

簾
長　

英
明

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

五
千
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6767　

石
井　

孝
昌

　

石
井　

孝
昌

6868　

岩
崎　

安
宏

　

岩
崎　

安
宏

6868　

大
野　

爽
美

　

大
野　

爽
美

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

6969　

国
重　

勝
之

　

国
重　

勝
之

6969　

千
代
延　

博

　

千
代
延　

博

7070　

十
亀　

興
美

　

十
亀　

興
美

7070　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7171　

岩
澤　

具
治

　

岩
澤　

具
治

7373　

鈴
木　

利
和

　

鈴
木　

利
和

7373　

築
城　

卓
治

　

築
城　

卓
治

7373　

鶴
田　

智
美

　

鶴
田　

智
美

7373　

寺
山　

哲
夫

　

寺
山　

哲
夫

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

鈴
木
美
佐
子

　

鈴
木
美
佐
子

7575　

尾
嶋　

和
幸

　

尾
嶋　

和
幸

7575　

久
保
田
章
夫

　

久
保
田
章
夫

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7878　

岡
田　

幹
雄

　

岡
田　

幹
雄

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7979　

町
山　
　

徹

　

町
山　
　

徹

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8181　

笹
尾　

雅
美

　

笹
尾　

雅
美

8181　

立
松　
　

彰

　

立
松　
　

彰

8181　

松
澤　

俊
明

　

松
澤　

俊
明

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8585　

中
川　

恵
介

　

中
川　

恵
介

8686　

竹
内　

友
浩

　

竹
内　

友
浩

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

渡
辺　

正
一

　

渡
辺　

正
一

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

8989　

藤
田　

一
隆

　

藤
田　

一
隆

9090　

冨
岡　
　

昇

　

冨
岡　
　

昇

9191　

小
川　

清
司

　

小
川　

清
司

9292　

笠
井　

誠
司

　

笠
井　

誠
司

9393　

小
嶋　

今
興

　

小
嶋　

今
興

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9696　

速
水　

哲
哉

　

速
水　

哲
哉

9797　

岡
田　
　

裕

　

岡
田　
　

裕

100100　

大
庭　

耕
一

　

大
庭　

耕
一

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

松
本　
　

淳

　

松
本　
　

淳

101101　

田
久
保
邦
彦

　

田
久
保
邦
彦

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

109109　

東　
　
　

勧

　

東　
　
　

勧

109109　

渡
辺　

恵
子

　

渡
辺　

恵
子

113113　

南
嶋　

将
樹

　

南
嶋　

将
樹

117117　

佐
藤　

岳
史

　

佐
藤　

岳
史

118118　

佐
藤　

将
人

　

佐
藤　

将
人

120120　

山
東　

正
昭

　

山
東　

正
昭

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

121121　

笠
井　

睦
史

　

笠
井　

睦
史

123123　

滑
川　

智
彦

　

滑
川　

智
彦

124124　

今　
　

香
澄

　

今　
　

香
澄

三
千
円

6565　

宮
澤　

保
雄

　

宮
澤　

保
雄

二
千
円

7272　

大
関　

行
弘

　

大
関　

行
弘

7373　

松
田　

武
彦

　

松
田　

武
彦

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

111111　

黒
竹　

信
介

　

黒
竹　

信
介

千
円

7070　

山
口　

矩
弘

　

山
口　

矩
弘

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十

七
年
四
月
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

金
額
・
卒
期
・
氏
名
に
限
っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

（
敬
称
略
）

★
公
益
事
業

　

● 

育
成
事
業（
在
学
生
等
へ

の
支
援
）

　

●
講
座
講
演
会
事
業

　

●
会
館
施
設
の
提
供
事
業

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

等
（
一
般
財
団
法
人
へ
の
移

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

行
に
よ
り
行
う
公
益
目
的
の

事
業
）
に
使
用
い
た
し
ま

事
業
）
に
使
用
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

 
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
二
十
九
年
二
月
一

日
〜
平
成
二
十
九
年
五
月

三
十
一
日
納
入
分
ま
で
。

〈

十

年

会

費

〉

「
福
島
県
会
津
支
部

経
由
」

二
万
円

8383　

鈴
木　
　

栄

　

鈴
木　
　

栄

122122　

遠
藤
正
一
朗

　

遠
藤
正
一
朗

◆　
　
◆　
　

◆

四
万
円

105105　

関
口　

大
介

　

関
口　

大
介

二
万
円

推　

瀬
戸
美
津
恵

推　

瀬
戸
美
津
恵

6363　

松
尾　
　

英

　

松
尾　
　

英

6666　

寺
井　

種
伯

　

寺
井　

種
伯

6868　

熊
澤　

義
幸

　

熊
澤　

義
幸

6969　

岡
崎　

正
継

　

岡
崎　

正
継

7171　

玉
井　

清
弘

　

玉
井　

清
弘

7373　

青
木　

義
洋

　

青
木　

義
洋

7373　

浅
見　

好
邦

　

浅
見　

好
邦

7373　

金
ヶ
崎
伸
二

　

金
ヶ
崎
伸
二

7373　

高
木
志
津
子

　

高
木
志
津
子

7373　

守
屋　

大
光

　

守
屋　

大
光

7474　

中
島　

孝
之

　

中
島　

孝
之

7575　

郡
司　

昭
明

　

郡
司　

昭
明

7575　

小
林
征
四
郎

　

小
林
征
四
郎

7575　

高
松　

克
征

　

高
松　

克
征

7575　

水
谷　

益
彦

　

水
谷　

益
彦

7676　

臼
井　

三
男

　

臼
井　

三
男

7676　

笠
原　

三
郎

　

笠
原　

三
郎

7979　

末
木　

正
晴

　

末
木　

正
晴

7979　

鷹
野
主　

修

　

鷹
野
主　

修

7979　

並
木　

京
子

　

並
木　

京
子

8080　

榎
本　

静
子

　

榎
本　

静
子

8181　

鴻
上　

英
治

　

鴻
上　

英
治

8383　

石
川　

正
人

　

石
川　

正
人

8484　

武
井　

克
巳

　

武
井　

克
巳

8484　

舟
山　

真
弓

　

舟
山　

真
弓

8686　

浅
野　

文
雄

　

浅
野　

文
雄

8686　

粟
野　

友
明

　

粟
野　

友
明

8686　

中
臺　

春
一

　

中
臺　

春
一

8686　

宮
川　

宣
親

　

宮
川　

宣
親

8686　

山
縣　

博
司

　

山
縣　

博
司

8787　

齋
藤　
　

茂

　

齋
藤　
　

茂

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8888　

中
田　

昭
憲

　

中
田　

昭
憲

8989　

小
西　

雅
徳

　

小
西　

雅
徳

8989　

宗　

希
一
朗

　

宗　

希
一
朗

8989　

百
瀬　

敏
記

　

百
瀬　

敏
記

8989　

八
木　
　

聡

　

八
木　
　

聡

9090　

森
山　

主
税

　

森
山　

主
税

9191　

中
野　

泰
宏

　

中
野　

泰
宏

9191　

山
本　

具
徳

　

山
本　

具
徳

9292　

笠
井　

誠
司

　

笠
井　

誠
司

9292　

宮
澤　

哲
也

　

宮
澤　

哲
也

9494　

阿
部　

貴
樹

　

阿
部　

貴
樹

9494　

西
角　

善
博

　

西
角　

善
博

9595　

小
田　
　

勝

　

小
田　
　

勝

9595　

手
塚
佐
知
恵

　

手
塚
佐
知
恵

9696　

永
塚
た
を
り

　

永
塚
た
を
り

9797　

岡　
　

哲
郎

　

岡　
　

哲
郎

9797　

匿

　

匿 

名

9797　

後
藤　

泰
弘

　

後
藤　

泰
弘

9797　

近
藤　

裕
子

　

近
藤　

裕
子

9898　

岩
城　

純
隆

　

岩
城　

純
隆

9999　

石
塚　

間
継

　

石
塚　

間
継

9999　

小
川　

美
幸

　

小
川　

美
幸

9999　

奥
村　

桃
子

　

奥
村　

桃
子

9999　

藤
原　

洋
子

　

藤
原　

洋
子

101101　

田
久
保
邦
彦

　

田
久
保
邦
彦

102102　

田
中　

千
裕

　

田
中　

千
裕

104104　

谷
本　

靖
治

　

谷
本　

靖
治

107107　

森
藤　

真
澄

　

森
藤　

真
澄

108108　

加
瀬　

直
弥

　

加
瀬　

直
弥

108108　

佐
野　

雅
子

　

佐
野　

雅
子

108108　

徳
川　

康
久

　

徳
川　

康
久

111111　

福
嶋　

光
晶

　

福
嶋　

光
晶

111111　

渡
邉　

真
衣

　

渡
邉　

真
衣

112112
小
笠
原
亜
希
子

小
笠
原
亜
希
子

112112　

河
野
ま
き
こ

　

河
野
ま
き
こ

112112　

山
梨　

祐
司

　

山
梨　

祐
司

113113　

木
矢
村
隆
之

　

木
矢
村
隆
之

114114　

坂
本　
　

工

　

坂
本　
　

工

115115　

狩
谷
小
百
合

　

狩
谷
小
百
合

115115　

酒
井　

宏
長

　

酒
井　

宏
長

　本会では、結婚される院友の方々へ祝電をお贈りしております。
　ぜひご利用ください。

祝電サービス実施中！

① 申込者のお名前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、卒業期
② 結婚される方のお名前（ふりがな付き）、ご住所、電話番号、
　卒業期　※院友のご家族の場合は続柄（一親等以内）
③結婚式の日時
④ お届け先（〒、住所、電話番号、会場名／ふりがな付き）
⑤ 新居の住所、電話番号
　以上を正確に明記の上、ハガキ、FAXまたはメールで一週間前
までにお申し込みください。

お申し込み方法

お申し込み先
國學院大學院友会　〒150-0011　東京都渋谷区東４-12-８
TEL 03-3400-7781　FAX 03-3400-7996　電報サービス係宛
メールアドレス：inyuukai@kokugakuin.or.jp

院 友 会 報残暑見舞号 平成29年８月15日（火）　No.366 10



　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
デ
ジ
タ
ル
化
資

　

昨
年
度
の
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
の
中
に
「
諸
大
名
花
押
印

料
の
中
に
「
諸
大
名
花
押
印

判
帳
」
と
題
さ
れ
た
資
料
が

判
帳
」
と
題
さ
れ
た
資
料
が

あ
り
ま
す
。
本
学
の
貴
重
書

あ
り
ま
す
。
本
学
の
貴
重
書

の
中
で
、
戦
前
か
ら
所
蔵
さ

の
中
で
、
戦
前
か
ら
所
蔵
さ

れ
て
い
る
資
料
の
一
点
で

れ
て
い
る
資
料
の
一
点
で

す
。
本
書
は
、
伊
賀
上
野
の

す
。
本
書
は
、
伊
賀
上
野
の

古
書
籍
商
沖
森
直
三
郎
に
よ

古
書
籍
商
沖
森
直
三
郎
に
よ

り
本
学
に
納
め
ら
れ
た
も
の

り
本
学
に
納
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
表
紙
の
題
簽
が
剥
が

で
す
。
表
紙
の
題
簽
が
剥
が

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
内
容

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
内
容

か
ら
判
断
し
て
、
書
名
と
し

か
ら
判
断
し
て
、
書
名
と
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
諸
大
名
の
書
翰

　

本
書
は
、
諸
大
名
の
書
翰

や
奉
書
か
ら
そ
の
日
付
と
署

や
奉
書
か
ら
そ
の
日
付
と
署

名
・
花
押
（
ま
た
は
印
判
）

名
・
花
押
（
ま
た
は
印
判
）

の
部
分
を
切
り
取
っ
て
貼
り

の
部
分
を
切
り
取
っ
て
貼
り

込
み
、
冊
子
に
仕
立
て
た
も

込
み
、
冊
子
に
仕
立
て
た
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

余
白
に
国
名
や
藩
名
、
石

　

余
白
に
国
名
や
藩
名
、
石

高
、
官
位
、
諱
の
読
み
な
ど

高
、
官
位
、
諱
の
読
み
な
ど

が
朱
書
や
墨
書
で
書
き
込
ま

が
朱
書
や
墨
書
で
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

加
賀
藩
主
松
平
加
賀
守
重

　

加
賀
藩
主
松
平
加
賀
守
重

基
か
ら
掛
川
藩
主
太
田
資
始

基
か
ら
掛
川
藩
主
太
田
資
始

ま
で
、
百
六
十
二
名
分
の
も

ま
で
、
百
六
十
二
名
分
の
も

の
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
ま

の
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
多
く
は
江
戸
時
代
中
期

す
。
多
く
は
江
戸
時
代
中
期

か
ら
後
期
の
大
名
で
す
が
、

か
ら
後
期
の
大
名
で
す
が
、

知
恩
院
曹
誉
、
英
彦
山
座
主

知
恩
院
曹
誉
、
英
彦
山
座
主

孝
有
な
ど
大
名
以
外
の
花
押

孝
有
な
ど
大
名
以
外
の
花
押

も
見
ら
れ
ま
す
。
巻
頭
に
藤

も
見
ら
れ
ま
す
。
巻
頭
に
藤

堂
家
の
略
系
図
が
書
か
れ
た

堂
家
の
略
系
図
が
書
か
れ
た

紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
ま

紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
藤
堂
家
の
関
係
者
の
旧

す
。
藤
堂
家
の
関
係
者
の
旧

蔵
に
係
わ
る
資
料
か
も
し
れ

蔵
に
係
わ
る
資
料
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　

ま
せ
ん
。　

　

 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

事
務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

硬
式
野
球
部

春
季
リ
ー
グ
戦
を

振
り
返
っ
て

　

院
友
の
皆
様
に
は
平
素
よ

　

院
友
の
皆
様
に
は
平
素
よ

り
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

り
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資

金
を
は
じ
め
、
多
大
な
る
ご

金
を
は
じ
め
、
多
大
な
る
ご

支
援
、
ご
声
援
を
頂
き
ま
し

支
援
、
ご
声
援
を
頂
き
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
硬
式
野
球
部
の
発
展

ま
す
。
硬
式
野
球
部
の
発
展

の
為
、
大
切
に
使
わ
せ
て
頂

の
為
、
大
切
に
使
わ
せ
て
頂

き
ま
す
。

き
ま
す
。

　

開
幕
三
カ
ー
ド
連
続
で
勝

　

開
幕
三
カ
ー
ド
連
続
で
勝

ち
点
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
上

ち
点
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
上

位
校
と
の
対
決
と
な
っ
た
東

位
校
と
の
対
決
と
な
っ
た
東

洋
大
学
戦
、
亜
細
亜
大
学
戦

洋
大
学
戦
、
亜
細
亜
大
学
戦

の
後
半
二
カ
ー
ド
を
落
と
し

の
後
半
二
カ
ー
ド
を
落
と
し

て
し
ま
い
、
リ
ー
グ
優
勝
を

て
し
ま
い
、
リ
ー
グ
優
勝
を

手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
大
会
で
は
経

ん
で
し
た
。
今
大
会
で
は
経

済
学
科
４
年
の
諸
見
里
匠
主

済
学
科
４
年
の
諸
見
里
匠
主

将
（
遊
撃
手
）、
新
戦
力
と

将
（
遊
撃
手
）、
新
戦
力
と

な
っ
た
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

な
っ
た
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
学
科
３
年
の
西
丸
泰
史

ン
グ
学
科
３
年
の
西
丸
泰
史

（
指
名
打
者
）
の
二
名
が
ベ

（
指
名
打
者
）
の
二
名
が
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
を
受
賞
い
た
し

ス
ト
ナ
イ
ン
を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

現
在
の
課
題
は
、
打
撃
陣

　

現
在
の
課
題
は
、
打
撃
陣

の
繋
が
り
を
意
識
し
、
得
点

の
繋
が
り
を
意
識
し
、
得
点

能
力
の
拡
大
と
安
定
し
た
投

能
力
の
拡
大
と
安
定
し
た
投

手
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

手
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

二
点
で
あ
り
ま
す
。
野
手
は

二
点
で
あ
り
ま
す
。
野
手
は

と
に
か
く
強
い
ス
イ
ン
グ
が

と
に
か
く
強
い
ス
イ
ン
グ
が

出
来
る
よ
う
に
振
る
練
習

出
来
る
よ
う
に
振
る
練
習

を
、
投
手
は
投
げ
込
み
の
量

を
、
投
手
は
投
げ
込
み
の
量

を
増
や
し
、
体
力
、
精
神
面

を
増
や
し
、
体
力
、
精
神
面

の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
技

の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
練
習
環

術
だ
け
で
は
な
く
、
練
習
環

境
、
取
り
組
む
姿
勢
に
も
目

境
、
取
り
組
む
姿
勢
に
も
目

を
向
け
、
秋
に
優
勝
す
る
為

を
向
け
、
秋
に
優
勝
す
る
為

に
何
が
足
り
な
い
の
か
を
追

に
何
が
足
り
な
い
の
か
を
追

求
し
て
い
ま
す
。

求
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
上
旬
に
は
リ
ー
グ
戦

　

七
月
上
旬
に
は
リ
ー
グ
戦

で
出
場
機
会
が
少
な
か
っ
た

で
出
場
機
会
が
少
な
か
っ
た

四
年
生
選
手
を
中
心
と
し
た

四
年
生
選
手
を
中
心
と
し
た

「
第
１
回
M
a
t
u
r
e

「
第
１
回
M
a
t
u
r
e

　

C
u
p
（
マ
チ
ュ
ア
カ
ッ

（
マ
チ
ュ
ア
カ
ッ

プ
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

國
學
院
大
、
慶
應
大
、
法
政

國
學
院
大
、
慶
應
大
、
法
政

大
、
桐
蔭
横
浜
大
、
日
体
大

大
、
桐
蔭
横
浜
大
、
日
体
大

の
五
大
学
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
五
大
学
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
参
加
し
、
優
勝
す
る

方
式
で
参
加
し
、
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

大
会
を
機
に
、
良
い
刺
激
を

大
会
を
機
に
、
良
い
刺
激
を

受
け
、
よ
り
チ
ー
ム
が
一
致

受
け
、
よ
り
チ
ー
ム
が
一
致

団
結
し
ま
し
た
。

団
結
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
春
に
比
べ
て
秋

き
ま
し
た
。
春
に
比
べ
て
秋

の
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
時
間

の
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
時
間

は
、
非
常
に
短
い
で
す
が
、

は
、
非
常
に
短
い
で
す
が
、

リ
ー
グ
優
勝
へ
向
け
て
歩
み

リ
ー
グ
優
勝
へ
向
け
て
歩
み

を
止
め
ず
進
み
続
け
て
い
き

を
止
め
ず
進
み
続
け
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

　

主
務

 

斉
藤
悠
哉（
経
４
年
）記

陸
上
競
技
部

本
学
初
！

３
年
連
続
全
日
本
大
学

駅
伝
出
場
決
定
‼

　

院
友
の
皆
様
方
に
は
、
日

　

院
友
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
及

頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
及

び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま
わ

び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま
わ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

六
月
十
八
日
に
上
期
最
大

　

六
月
十
八
日
に
上
期
最
大

の
目
標
と
し
て
い
た
全
日
本

の
目
標
と
し
て
い
た
全
日
本

大
学
駅
伝
関
東
予
選
会
が
行

大
学
駅
伝
関
東
予
選
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
過
去

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
過
去

最
高
順
位
、
歴
代
最
高
タ
イ

最
高
順
位
、
歴
代
最
高
タ
イ

ム
で
の
３
位
で
突
破
を
果
た

ム
で
の
３
位
で
突
破
を
果
た

し
、
本
学
初
の
三
年
連
続
五

し
、
本
学
初
の
三
年
連
続
五

度
目
の
本
戦
出
場
を
決
め
ま

度
目
の
本
戦
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
各
組
で
選
手
が
気
迫

し
た
。
各
組
で
選
手
が
気
迫

の
走
り
を
す
る
中
で
、
主
将

の
走
り
を
す
る
中
で
、
主
将

の
向
が
魂
の
走
り
で
総
合
順

の
向
が
魂
の
走
り
で
総
合
順

位
を
押
し
上
げ
る
こ
と
が
で

位
を
押
し
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

五
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
関

　

五
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
関

東
イ
ン
カ
レ
で
も
、
浦
野
雄

東
イ
ン
カ
レ
で
も
、
浦
野
雄

平
（
経
ネ
２
年
）
が
青
山
学

平
（
経
ネ
２
年
）
が
青
山
学

院
、
駒
澤
の
主
力
選
手
を
抑

院
、
駒
澤
の
主
力
選
手
を
抑

え
、
十
年
ぶ
り
に
一
〇
〇
〇

え
、
十
年
ぶ
り
に
一
〇
〇
〇

〇
m
で
８
位
入
賞
を
果
た

で
８
位
入
賞
を
果
た

し
、
日
本
人
４
位
の
力
走
を

し
、
日
本
人
４
位
の
力
走
を

見
せ
ま
し
た
。

見
せ
ま
し
た
。

　

上
半
期
の
目
標
を
達
成
す

　

上
半
期
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
も

る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
も

勢
い
を
増
す
中
で
、
夏
の
鍛

勢
い
を
増
す
中
で
、
夏
の
鍛

錬
期
を
迎
え
ま
す
。
十
月
十

錬
期
を
迎
え
ま
す
。
十
月
十

四
日
に
は
第

四
日
に
は
第
9494
回
箱
根
駅
伝

回
箱
根
駅
伝

予
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

予
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
下
剋
上
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
下
剋
上
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
こ
の
夏
に
さ
ら
な
る

の
下
、
こ
の
夏
に
さ
ら
な
る

チ
ー
ム
力
、
競
技
力
を
つ
け

チ
ー
ム
力
、
競
技
力
を
つ
け

て
、
ま
ず
は
上
位
で
し
っ
か

て
、
ま
ず
は
上
位
で
し
っ
か

り
突
破
し
、
本
戦
出
場
を
決

り
突
破
し
、
本
戦
出
場
を
決

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
戦

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
戦

で
は
シ
ー
ド
権
獲
得
、
過
去

で
は
シ
ー
ド
権
獲
得
、
過
去

最
高
順
位
を
目
指
し
、
今
よ

最
高
順
位
を
目
指
し
、
今
よ

り
も
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
國

り
も
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
國

學
院
で
箱
根
路
に
戻
り
、
新

學
院
で
箱
根
路
に
戻
り
、
新

た
な
歴
史
を
作
り
上
げ
て
い

た
な
歴
史
を
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

　

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
声
援
、
よ
ろ
し
く
お
願

援
ご
声
援
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

　

主
務

 

野
田
一
志（
経
ネ
４
年
）記

諸
大
名
花
押
印
判
帳

諸
大
名
花
押
印
判
帳

主
将
・
向
晃
平
選
手
（
健
体
４
年
）
〜
全
日
本
大
学
駅
伝
関
東
予
選
会

主
将
・
向
晃
平
選
手
（
健
体
４
年
）
〜
全
日
本
大
学
駅
伝
関
東
予
選
会

平成29年度 東都大学野球 秋季リ―グ戦（１部）
  9月  5日 開会式　10：00～
  9月  5日 東 洋 大 ― 日 本 大 國學院大 ― 立 正 大
  9月  6日 立 正 大 ― 國學院大 日 本 大 ― 東 洋 大
  9月12日 亜細亜大 ― 日 本 大 中 央 大 ― 立 正 大
  9月13日 立 正 大 ― 中 央 大 日 本 大 ― 亜細亜大
  9月19日 東 洋 大 ― 中 央 大 亜細亜大 ― 國學院大
  9月20日 國學院大 ― 亜細亜大 中 央 大 ― 東 洋 大
  9月26日 東 洋 大 ― 立 正 大 國學院大 ― 日 本 大
  9月27日 日 本 大 ― 國學院大 立 正 大 ― 東 洋 大
10月  3日 亜細亜大 ― 立 正 大 中 央 大 ― 日 本 大
10月  4日 日 本 大 ― 中 央 大 立 正 大 ― 亜細亜大
10月10日 東 洋 大 ― 國學院大 亜細亜大 ― 中 央 大
10月11日 中 央 大 ― 亜細亜大 國學院大 ― 東 洋 大
10月17日 國學院大 ― 中 央 大 日 本 大 ― 立 正 大
10月18日 立 正 大 ― 日 本 大 中 央 大 ― 國學院大
10月24日 東 洋 大 ― 亜細亜大 　　　
10月25日 亜細亜大 ― 東 洋 大 　　　

※ 詳細は硬式野球部・東都大学野球連盟のホ―ムペ―ジ等でご確認をお願いいたします
☆ 試合開始時刻［第１試合］11：00　［第２試合］13：00
　（プロ野球併用日は開始時刻が変わります）

学
術
部
門

ス
ポ
ー
ツ
部
門

　

院
友
の
皆
様
、
残
暑
お
見
舞
い
を

　

院
友
の
皆
様
、
残
暑
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
八
年
に
卒
業
し
て
か
ら
、
何

　

平
成
八
年
に
卒
業
し
て
か
ら
、
何

度
か
母
校
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た

度
か
母
校
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た

が
、
訪
れ
る
た
び
に
新
し
く
な
っ
て

が
、
訪
れ
る
た
び
に
新
し
く
な
っ
て

い
く
母
校
の
様
子
に
は
驚
き
を
隠
せ

い
く
母
校
の
様
子
に
は
驚
き
を
隠
せ

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

私
が
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
昔
な
が

　

私
が
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
昔
な
が

ら
の
校
舎
で
古
く
薄
暗
い
イ
メ
ー
ジ

ら
の
校
舎
で
古
く
薄
暗
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
校
舎

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
校
舎

で
の
部
活
動
、
ま
た
同
級
生
と
の
関

で
の
部
活
動
、
ま
た
同
級
生
と
の
関

係
が
私
の
社
会
性
や
人
間
形
成
に
大

係
が
私
の
社
会
性
や
人
間
形
成
に
大

き
く
関
係
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま

き
く
関
係
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
当
時
は
か
な
り
無
茶
な
こ
と
も

す
。
当
時
は
か
な
り
無
茶
な
こ
と
も

し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が

し
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が

助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
「
國

助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
「
國

學
院
大
學
」
と
い
う
学
校
が
あ
っ
て

學
院
大
學
」
と
い
う
学
校
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
で
き
た
経
験
で
す
。
國
學

は
じ
め
て
で
き
た
経
験
で
す
。
國
學

院
大
學
と
、
学
友
に
は
感
謝
し
て
お

院
大
學
と
、
学
友
に
は
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

國
學
院
大
學
の
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文

　

國
學
院
大
學
の
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文

化
面
で
の
活
躍
は
、
常
に
耳
に
い
た

化
面
で
の
活
躍
は
、
常
に
耳
に
い
た

し
ま
す
。
特
に
硬
式
野
球
部
、
陸
上

し
ま
す
。
特
に
硬
式
野
球
部
、
陸
上

競
技
部
な
ど
映
像
に
な
り
や
す
い
も

競
技
部
な
ど
映
像
に
な
り
や
す
い
も

の
は
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

の
は
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

島
と
い
う
環
境
に
住
ん
で
い
る
以

　

島
と
い
う
環
境
に
住
ん
で
い
る
以

上
、
な
か
な
か
観
戦
に
は
行
け
ま
せ

上
、
な
か
な
か
観
戦
に
は
行
け
ま
せ

ん
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
野
球
部
の
試

ん
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
野
球
部
の
試

合
や
箱
根
駅
伝
な
ど
、
ぜ
ひ
観
戦
し

合
や
箱
根
駅
伝
な
ど
、
ぜ
ひ
観
戦
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
文
化
面
で
も
貴
重
な
古
書
が

　

ま
た
文
化
面
で
も
貴
重
な
古
書
が

多
い
と
の
こ
と
、
こ
ち
ら
の
保
存
も

多
い
と
の
こ
と
、
こ
ち
ら
の
保
存
も

重
要
な
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
あ

重
要
な
事
業
で
す
。
こ
の
事
業
は
あ

ま
り
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ

ま
り
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
ご
苦
労
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

り
、
ご
苦
労
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た

さ
さ
や
か
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

い
と
存
じ
ま
す
。

　

年
を
経
て
、
大
学
時
代
が
懐
か
し

　

年
を
経
て
、
大
学
時
代
が
懐
か
し

く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
お
世
話
に
な

く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
お
世
話
に
な

っ
た
母
校
に
は
な
ん
ら
か
の
貢
献
を

っ
た
母
校
に
は
な
ん
ら
か
の
貢
献
を

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
、
応
援
し
て
い
こ

た
。
微
力
な
が
ら
、
応
援
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、國
學
院

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、國
學
院

大
學
、院
友
の
皆
様
方
、ま
た
学
生
の

大
學
、院
友
の
皆
様
方
、ま
た
学
生
の

皆
様
方
の
今
後
の
ご
繁
栄
・
躍
進
を

皆
様
方
の
今
後
の
ご
繁
栄
・
躍
進
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

吉谷神社　禰宜
大島ペットクラブ　代表取締役

橋本慎一郎
（はしもとしんいちろう・104神）

学術・スポーツ振興資金累計表
・平成28年度末積立金残高（３月31日現在） 10,409,545円 
　 上記の内、平成29年２月１日～３月31日の寄付金
（18件） 91,000円 

・平成29年４月１日～５月31日（140件） 673,000円 
・本年度贈呈分（学術部門　スポーツ部門） △ 3,100,000円

現　在　高 7,982,545円 
ご協力ありがとうございました

◆今後の支援に向けて、本年度も更なるご協力をお願いいたします

更
な
る
躍
進
を

１部春季リーグ戦星取表（平成29年）
順　位 東洋大 亜細亜大 國學院大 中央大 日本大 専修大 勝数 負数 分数 勝率 勝点
1 東洋大 　　 ○○ ○○ ●● ○○ ○○ 8 2 0 0.800 4
2 亜細亜大 ●●  　　 ●○○ ○●● ○○ ○○ 7 5 0 0.583 3
2 國學院大 ●● ○●●  　　 ○○ ●○○ △○○ 7 5 1 0.583 3
2 中央大 ○○ ●○○ ●● 　　 ○●● ○○ 7 5 0 0.583 3
5 日本大 ●● ●● ○●● ●○○  　　 ○○ 5 7 0 0.417 2
6 専修大 ●● ●● △●● ●● ●● 　　 0 10 1 0.000 0

対
専
修
大
戦
の
山
崎
剛
選
手
（
経
４
年
）

対
専
修
大
戦
の
山
崎
剛
選
手
（
経
４
年
）

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

応
援
し
ま
す
！

柔
道
部

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

　

院
友
の
皆
様
方
に
は
、日

　

院
友
の
皆
様
方
に
は
、日

頃
よ
り
、私
た
ち
柔
道
部
に

頃
よ
り
、私
た
ち
柔
道
部
に

多
大
な
る
ご
支
援
ご
声
援
を

多
大
な
る
ご
支
援
ご
声
援
を

た
ま
わ
り
、心
よ
り
感
謝
し
、

た
ま
わ
り
、心
よ
り
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

　

六
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

で
は
、
準
々
決
勝
で
敗
れ
は

で
は
、
準
々
決
勝
で
敗
れ
は

し
た
も
の
の
去
年
に
続
き
二

し
た
も
の
の
去
年
に
続
き
二

年
連
続
第
５
位
に
入
賞
い
た

年
連
続
第
５
位
に
入
賞
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
満

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
満

足
せ
ず
九
月
に
行
わ
れ
ま
す

足
せ
ず
九
月
に
行
わ
れ
ま
す

東
京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

東
京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
で
は
一
人
で
も
選
手

権
大
会
で
は
一
人
で
も
選
手

が
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
全

が
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
全

日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
に
出
場
が
で
き
る
よ

権
大
会
に
出
場
が
で
き
る
よ

う
、
日
々
の
稽
古
で
力
を
つ

う
、
日
々
の
稽
古
で
力
を
つ

け
て
い
く
よ
う
精
進
し
て
参

け
て
い
く
よ
う
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
に
台
湾
で
開

　

ま
た
、
八
月
に
台
湾
で
開

催
さ
れ
る
第

催
さ
れ
る
第
2929
回
ユ
ニ
バ
ー

回
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
・
柔
道

シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
・
柔
道

競
技
に
、
本
学
か
ら
健
康
体

競
技
に
、
本
学
か
ら
健
康
体

育
学
科
３
年
の
藤
阪
泰
恒
が

育
学
科
３
年
の
藤
阪
泰
恒
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

二
月
に
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

二
月
に
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ
大

パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ
大

会
、
会
、
6060
㎏
級
で
は
シ
ニ
ア
の

㎏
級
で
は
シ
ニ
ア
の

大
会
で
優
勝
を
果
た
す
な

大
会
で
優
勝
を
果
た
す
な

ど
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

ど
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

廣
井
総
監
督
を
は
じ
め
、

　

廣
井
総
監
督
を
は
じ
め
、

坂
本
監
督
、
島
村
助
監
督
、

坂
本
監
督
、
島
村
助
監
督
、

川
上
コ
ー
チ
、

川
上
コ
ー
チ
、
O
B
の
諸
の
諸

先
輩
方
の
指
導
の
下
、
一
人

先
輩
方
の
指
導
の
下
、
一
人

で
も
多
く
國
學
院
大
學
柔
道

で
も
多
く
國
學
院
大
學
柔
道

部
員
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍

部
員
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
何
卒
、
応
援
の

ま
す
の
で
、
何
卒
、
応
援
の

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

主
務

 

横
山
晋
太
郎（
神
文
４
年
）記

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
二
回
戦

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
二
回
戦 

対
大
正
大
学
戦
で

対
大
正
大
学
戦
で

大
内
刈
り
を
か
け
る
寺
島
綾
都
選
手（
経
２
年
）。写
真
右
。

大
内
刈
り
を
か
け
る
寺
島
綾
都
選
手（
経
２
年
）。写
真
右
。
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　去る６月17日（土）に、さいたま市駒場運動公園陸上競技場（浦和駒場スタジアム）で行われた秩父宮賜杯第49回全日本大学駅伝
対校選手権大会関東地区選考会で、國學院大學陸上競技部は総合３位となり、本年11月５日（日）に行われる本大会出場の切符を
手にした。関東地区選考会には、20大学が出場。時折豪雨となる厳しいコンディションの中、各大学の戦力が拮抗する選考会であっ
たが、見事に本戦出場を勝ちとった。
　この全日本大学駅伝は、11月５日午前８時５分に熱田神宮西門前をスタート、伊勢市の神宮内宮宇治橋前までの106.8ｋｍ（８区
間）を、全27チームがそれぞれの襷を繋ぐ。
　コースお近くの院友・若木育成会の皆様には、応援グッズを手にぜひ沿道で選手にご声援をお送りください。
　この大会は、テレビ朝日系列で生中継される予定です。

秩父宮賜杯
第49回全日本大学駅伝対校選手権大会

関東地区選考会 総合成績
1 神奈川大学 ３時間56分17秒
2 東海大学 ３時間56分58秒
3 國學院大學 ３時間57分44秒
4 大東文化大学 ３時間57分50秒
5 法政大学 ３時間58分11秒
6 帝京大学 ３時間58分35秒
7 明治大学 ３時間58分41秒
8 順天堂大学 ３時間58分41秒
9 城西大学 ３時間59分06秒

※以上本戦出場権獲得
10 日本体育大学 ３時間59分18秒

～以下省略～

　当日、沿道で応援してくださる方に、下記応援グッズの貸出をしております。
　ぜひお申し込みください。

①幟　　　②ミニ横断幕（両手持ち）　　　③横断幕（横巾３ｍ）
※ 何れも、大会終了後ご返却いただきますが、①・②を次回大会まで保管いただける場合は
お申し出ください

■ ご希望の方は、お名前・卒業期・住所・電話番号・送付先・希望の応援グッズ・数量を明
記の上、Ｅメール又はファックスで下記宛お申し込みください。

國學院大學院友会　〒150-0011　東京都渋谷区東4-12-8
TEL 03-3400-7781／ FAX 03-3400-7996　Ｅメール：inyuukai@kokugakuin.or.jp

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

こ
の
一
球
は
、

絶
対
無
二
の
一
球
な
り

　

院
友
の
皆
様
に
は
、
い
つ

　

院
友
の
皆
様
に
は
、
い
つ

も
多
大
な
ご
支
援
と
ご
声
援

も
多
大
な
ご
支
援
と
ご
声
援

を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御

を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
本

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
本

年
五
月
の
関
東
学
生
春
季
リ

年
五
月
の
関
東
学
生
春
季
リ

ー
グ
戦
入
替
戦
の
結
果
、
男

ー
グ
戦
入
替
戦
の
結
果
、
男

子
が
１
部
残
留
、
女
子
が
３

子
が
１
部
残
留
、
女
子
が
３

部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
双
方

部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
双
方

と
も
１
部
六
校
：

と
も
１
部
六
校
：
1111
部
の
約

部
の
約

七
十
校
の
中
で
男
子
ベ
ス
ト

七
十
校
の
中
で
男
子
ベ
ス
ト

６
、
女
子
ベ
ス
ト

６
、
女
子
ベ
ス
ト
1818
の
ポ
ジ

の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
す
。

シ
ョ
ン
で
す
。

　

「
関
東
リ
ー
グ
上
位
校
は

　

「
関
東
リ
ー
グ
上
位
校
は

イ
ン
カ
レ
上
位
校
」
の
ハ
イ

イ
ン
カ
レ
上
位
校
」
の
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
中
、
勝
負
所
の
１

レ
ベ
ル
の
中
、
勝
負
所
の
１

ポ
イ
ン
ト
が
雌
雄
を
決
す
る

ポ
イ
ン
ト
が
雌
雄
を
決
す
る

熾
烈
な
バ
ト
ル
を
、
ど
の
よ

熾
烈
な
バ
ト
ル
を
、
ど
の
よ

う
に
戦
う
か
が
課
題
で
す
。

う
に
戦
う
か
が
課
題
で
す
。

男
子
は
関
東
リ
ー
グ
１
部
を

男
子
は
関
東
リ
ー
グ
１
部
を

死
守
し
ま
し
た
が
、
上
は
強

死
守
し
ま
し
た
が
、
上
は
強

者
、
下
は
好
敵
手
が
目
白
押

者
、
下
は
好
敵
手
が
目
白
押

し
。
女
子
の
新
カ
テ
ゴ
リ
ー

し
。
女
子
の
新
カ
テ
ゴ
リ
ー

も
難
敵
が
待

も
難
敵
が
待

っ
て
い
ま

っ
て
い
ま

す
。
す
。

　

男
女
と
も

　

男
女
と
も

本
年
春
先
か

本
年
春
先
か

ら
４
年
生
を

ら
４
年
生
を

先
頭
に
新
入

先
頭
に
新
入

生
ま
で
全
員

生
ま
で
全
員

一
丸
と
な

一
丸
と
な

り
、
試
合
に

り
、
試
合
に

練
習
に
頑
張

練
習
に
頑
張

っ
て
き
ま
し

っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後

た
が
、
今
後

さ
ら
に
部
内

さ
ら
に
部
内

の
全
員
が
お

の
全
員
が
お

互
い
に
最
大

互
い
に
最
大

の
ラ
イ
バ
ル

の
ラ
イ
バ
ル

と
な
り
、
校

と
な
り
、
校

内
バ
ト
ル
を

内
バ
ト
ル
を

抜
け
た
者
が

抜
け
た
者
が

他
大
学
と
の

他
大
学
と
の

一
戦
に
臨
め

一
戦
に
臨
め

る
よ
う
精
進

る
よ
う
精
進

し
て
ま
い
り

し
て
ま
い
り

ま
す
。
間
も
な
く
秋
季
リ
ー

ま
す
。
間
も
な
く
秋
季
リ
ー

グ
戦
を
ひ
か
え
、
学
生
達
の

グ
戦
を
ひ
か
え
、
学
生
達
の

士
気
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

士
気
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

 

監
督　

小
杉　

誠（
86
法
）記

卓
球
部

目
標
は
１
部
昇
格

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
様

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
様

か
ら
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術

か
ら
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ

る
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
誠

る
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
春
季

　

平
成
二
十
九
年
度
の
春
季

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
、

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
、

女
子
が
初
戦
で

女
子
が
初
戦
で
1
部
リ
ー
グ

部
リ
ー
グ

初
勝
利
を
挙
げ
た
も
の
の
後

初
勝
利
を
挙
げ
た
も
の
の
後

が
続
か
ず
最
下
位
。
男
子
は

が
続
か
ず
最
下
位
。
男
子
は

初
戦
を
僅
差
で
落
と
し
た
の

初
戦
を
僅
差
で
落
と
し
た
の

が
最
後
ま
で
響
き
２
部
２

が
最
後
ま
で
響
き
２
部
２

位
、
入
替
戦
で
も
力
及
ば
ず

位
、
入
替
戦
で
も
力
及
ば
ず

残
留
と
い
う
悔
し
い
結
果
に

残
留
と
い
う
悔
し
い
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。

終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
六
月
末
に
行
わ
れ

　

し
か
し
六
月
末
に
行
わ
れ

ま
し
た
関
東
学
生
選
手
権

ま
し
た
関
東
学
生
選
手
権

で
、
鹿
股
ま
り
な
（
神
文
１

で
、
鹿
股
ま
り
な
（
神
文
１

年
）・
塚
本
佳
苗
（
日
文
１

年
）・
塚
本
佳
苗
（
日
文
１

年
）
組
が
創
部
初
と
な
る
ベ

年
）
組
が
創
部
初
と
な
る
ベ

ス
ト
４
入
賞
、
全
日
本
大
学

ス
ト
４
入
賞
、
全
日
本
大
学

総
合
卓
球
選
手
権
（
団
体
の

総
合
卓
球
選
手
権
（
団
体
の

部
）
で
は
目
標
と
す
る
入
賞

部
）
で
は
目
標
と
す
る
入
賞

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

男
女
ベ
ス
ト

男
女
ベ
ス
ト
1616
に
入
り
ま
し

に
入
り
ま
し

た
。
た
。

　

九
月
十
五
日
か
ら
の
秋
季

　

九
月
十
五
日
か
ら
の
秋
季

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
男

関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
で
は
男

女
と
も
２
部
リ
ー
グ
で
戦
う

女
と
も
２
部
リ
ー
グ
で
戦
う

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
各
チ

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
各
チ

ー
ム
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

ー
ム
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

お
り
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し

お
り
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し

い
戦
い
に
な
る
こ
と
が
予
想

い
戦
い
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
１
部
昇
格
と
い

さ
れ
ま
す
。
１
部
昇
格
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に

う
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
声
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ

ご
声
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

主
務

 

小
宮
千
夏（
経
ネ
4
年
）記

ス
キ
ー
部

臥
薪
嘗
胆

　

院
友
の
皆
様
、
こ
の
度
は

　

院
友
の
皆
様
、
こ
の
度
は

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま
わ
り

に
よ
る
ご
支
援
を
た
ま
わ
り

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
平
素

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂
き

か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
頂
き

大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

ス
キ
ー
部
は
先
シ
ー
ズ
ン

　

ス
キ
ー
部
は
先
シ
ー
ズ
ン

の
第
の
第
9090
回
全
日
本
学
生
ス
キ

回
全
日
本
学
生
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
で
、
残
念
な

ー
選
手
権
大
会
で
、
残
念
な

が
ら
２
部
に
降
格
し
て
し
ま

が
ら
２
部
に
降
格
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
１
部
の
レ
ベ
ル

い
ま
し
た
。
１
部
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
打
ち
砕
か
れ
た
結

の
高
さ
に
打
ち
砕
か
れ
た
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

果
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
総
括
い
た
し
ま
す

　

大
会
を
総
括
い
た
し
ま
す

と
選
手
個
々
の
総
合
体
力
の

と
選
手
個
々
の
総
合
体
力
の

不
足
が
原
因
だ
と
痛
感
い
た

不
足
が
原
因
だ
と
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
今
期
は
こ
の
雪

し
ま
し
た
。
今
期
は
こ
の
雪

辱
を
晴
ら
す
べ
く
現
役
一
同

辱
を
晴
ら
す
べ
く
現
役
一
同

春
か
ら
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン

春
か
ら
の
陸
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

グ
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
入
部
員
が
四
名

　

今
年
は
新
入
部
員
が
四
名

入
部
し
ま
し
た
。
成
績
に
特

入
部
し
ま
し
た
。
成
績
に
特

化
し
た
選
手
は
い
な
い
も
の

化
し
た
選
手
は
い
な
い
も
の

の
、
努
力
型
の
選
手
た
ち
で

の
、
努
力
型
の
選
手
た
ち
で

将
来
期
待
で
き
る
人
材
で

将
来
期
待
で
き
る
人
材
で

す
。
す
。

　

来
年
の
第

　

来
年
の
第
9191
回
全
日
本
学

回
全
日
本
学

生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
長

生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
長

野
県
・
野
沢
温
泉
村
開
催
）

野
県
・
野
沢
温
泉
村
開
催
）

に
向
け
選
手
一
同
努
力
、
精

に
向
け
選
手
一
同
努
力
、
精

進
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

進
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
な
お
一
層
の

す
。
今
後
と
も
な
お
一
層
の

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

 

監
督　

坂
入
択
司（
89
哲
）記

闘魂・部員一丸となって闘魂・部員一丸となって

塚本佳苗選手（日文１年）写真右・塚本佳苗選手（日文１年）写真右・
鹿股まりな選手（神文１年）写真左のペア。鹿股まりな選手（神文１年）写真左のペア。

一部昇格を目指す、部員達一部昇格を目指す、部員達

第49回全日本大学駅伝 出場決定第49回全日本大学駅伝 出場決定（３年連続５回目）（３年連続５回目）

～熱田神宮から伊勢の神宮へ!! ～

①幟①幟

③横断幕③横断幕

②ミニ横断幕②ミニ横断幕

応援グッズ貸出のご案内

院 友 会 報残暑見舞号 平成29年８月15日（火）　No.366 12

　我が国の「儀礼文化」のなかには、生活を基盤とし伝統的特色を有する分野が
あります。この分野を「生活芸術」と称し、生活文化においてその文化性を
芸術的に昇華し、発展させた分野です。さらに、その価値として「美」を考え
ています。ぜひ、この機会に「日本文化の形と心」を学んでください。
第１回「フラワーデザインの魅力について」  　
　花の文化と歴史に触れながら日本におけるフラワーデザインの定義・発達を
紹介し、花のデモンストレーションを行う２部構成です。

第２回「手仕事の和食―伝統を残す日々の力―」  
　家伝の技法と、父譲りの実学主義が近茶流。自分の手を動かして日々料理を
することで、勘が養われる。くり返すうちに一本の道が続いていき、それが
「わが家の味」をつくるのだと思う。このような素晴らしい内容の講義です。

生活芸術講座のご案内 一般社団法人 儀礼文化学会との共催講座

９月17日（日）14：00～16：00日　時

10月15日（日）14：00～16：00日　時

國學院大學院友会館会　場 2,600円（税込）受講料

國學院大學院友会館会　場 2,600円（税込）受講料

川崎景介氏（マミフラワーデザインスクール校長）講　師

柳原一成氏（近茶流宗家）講　師

一般財団法人 國學院大學院友会　☎03-3400-7781
FAX03-3400-7996　E-mail　inyuukai@kokugakuin.or.jp

お 申 込
お問合せ

定員
50人



神
社
を
身
近
に

　

神
楽
舞
を
通
し
、
お
祭
り

　

神
楽
舞
を
通
し
、
お
祭
り

の
時
期
だ
け
で
す
が
、
奉
務

の
時
期
だ
け
で
す
が
、
奉
務

神
社
（
東
川
神
社
）
や
他
の

神
社
（
東
川
神
社
）
や
他
の

神
社
の
小
中
学
生
の
女
の
子

神
社
の
小
中
学
生
の
女
の
子

と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま

と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。
す
。

　

そ
の
時

　

そ
の
時

だ
け
の
関

だ
け
の
関

わ
り
で
は

わ
り
で
は

あ
り
ま
す

あ
り
ま
す

が
、
い
つ

が
、
い
つ

か
、
神
楽

か
、
神
楽

舞
を
奉
納

舞
を
奉
納

し
た
こ
と

し
た
こ
と

を
、
楽
し

を
、
楽
し

か
っ
た
思

か
っ
た
思

い
出
と
な

い
出
と
な

っ
て
も
ら

っ
て
も
ら

え
る
よ
う

え
る
よ
う

に
、
そ
し

に
、
そ
し

国内最大級の中空土偶「カックウ」国内最大級の中空土偶「カックウ」「幟」で登録をアピール「幟」で登録をアピール

平
成
平
成
2929
年
度
入
学
式

年
度
入
学
式

◎ 

支
部
長
…
前
田　

豊

（
ま
え
だ
・
ゆ
た
か
／

86
史
）

◎ 

事
務
局
…
旭
川
市
末
広

八
条
一
丁
目

　

旭
川
実
業
高
等
学
校

　

岡
本　

敦
子（
91
文
２
）

　

 

☎ 

〇
一
六
六

五
一

一
二
四
六

癒
し
の
庭
園
を
造
成
し
、

市
民
へ
憩
い
の
場
を
提
供

　

北
海
道
道
東
支
部
は
北
見

北
海
道
道
東
支
部
は
北
見

会
、十
勝
会
、根
釧
会
と
三
ブ

会
、十
勝
会
、根
釧
会
と
三
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
活
動
し

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
お
り
、支
部
総
会
を
毎
年
持

て
お
り
、支
部
総
会
を
毎
年
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
北
見
会
会
長
の

　

今
回
は
、
北
見
会
会
長
の

田
巻
秀
隆
氏
（
た
ま
き
・
ひ

田
巻
秀
隆
氏
（
た
ま
き
・
ひ

で
た
か
／

で
た
か
／
7373
政
）
を
ご
紹
介

政
）
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

田
巻
氏
は
大
正
十
一
年
創

　

田
巻
氏
は
大
正
十
一
年
創

業
の
（
株
）
田
巻
美
石
園
の

業
の
（
株
）
田
巻
美
石
園
の

三
代
目
と
し
て
、
北
見
市
は

三
代
目
と
し
て
、
北
見
市
は

も
と
よ
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の

も
と
よ
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の

老
舗
花
卉
栽
培
、
販
売
の
要

老
舗
花
卉
栽
培
、
販
売
の
要

と
し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま

と
し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
社
長
職
を
退
い

す
。
現
在
は
社
長
職
を
退
い

て
い
ま
す
が
、
会
長
職
と
し

て
い
ま
す
が
、
会
長
職
と
し

て
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
て

て
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
経
済
人
と

い
ま
す
。
地
域
の
経
済
人
と

し
て
商
店
街
の
振
興
や
業
界

し
て
商
店
街
の
振
興
や
業
界

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
暴
力
追
放
推
進
、
観
光

に
、
暴
力
追
放
推
進
、
観
光

協
会
等
数
々
の
要
職
を
努
め

協
会
等
数
々
の
要
職
を
努
め

◎ 

支
部
長
…
渡
辺　

和
勇

（
わ
た
な
べ
・
か
ず
お
／

63
政
）

◎ 

事
務
局
…
北
見
市
と
ん

田
東
町
三
九
〇

　

田
中　

宏
一（
84
経
）

　

☎ 

〇
一
五
七

二
三

三
八
二
二

北海道
道東支部

◎ 

支
部
長
…
吉
田　

源
彦

（
よ
し
だ
・
も
と
ひ
こ
／

73
神
）

◎ 

事
務
局
…
札
幌
市
中
央

区
宮
ヶ
丘
四
七
四

　

北
海
道
神
宮

　

斉
藤　

肇（
104
神
）

　

☎ 

〇
一
一

六
一
一

〇
二
六
一

北海道
道央支部

て
、
神
社
が
身
近
な
存
在
と

て
、
神
社
が
身
近
な
存
在
と

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

心
掛
け
て
一
緒
に
お
稽
古
を

心
掛
け
て
一
緒
に
お
稽
古
を

し
て
お
り
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

　

奉
務
神
社
の
舞
姫
さ
ん

　

奉
務
神
社
の
舞
姫
さ
ん

は
、
一
年
を
通
し
て
神
社
へ

は
、
一
年
を
通
し
て
神
社
へ

来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

色
々
悩
み
を
抱
え
始
め
る
年

色
々
悩
み
を
抱
え
始
め
る
年

頃
の
女
の
子
な
の
で
、
稽
古

頃
の
女
の
子
な
の
で
、
稽
古

の
合
間
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽

の
合
間
の
お
し
ゃ
べ
り
が
楽

し
い
よ
う
で
、
神
社
に
立
ち

し
い
よ
う
で
、
神
社
に
立
ち

寄
り
、
少
し
お
稽
古
を
す
る

寄
り
、
少
し
お
稽
古
を
す
る

と
言
っ
た
方
が
正
し
い
か
も

と
言
っ
た
方
が
正
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
供
達
が

し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
供
達
が

ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
空
間
作

ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
空
間
作

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

子
供
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
集

子
供
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
集

ま
っ
て
来
て
く
れ
て
い
ま

ま
っ
て
来
て
く
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
床
の

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
床
の

間
や
畳
が
な
い
家
が
増
え
て

間
や
畳
が
な
い
家
が
増
え
て

い
る
た
め
、
床
の
間
に
座
っ

い
る
た
め
、
床
の
間
に
座
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
敷
居
を
踏

て
し
ま
っ
た
り
、
敷
居
を
踏

北から南か
ら

て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
、創
業
九

　

平
成
二
十
四
年
、創
業
九

十
周
年
を
記
念
し
て
本
社
隣

十
周
年
を
記
念
し
て
本
社
隣

接
地
に
、市
民
へ
の
恩
返
し

接
地
に
、市
民
へ
の
恩
返
し

と
し
て
自
由
に
憩
え
る
庭
園

と
し
て
自
由
に
憩
え
る
庭
園

を
造
成
し
て
開
放
し
ま
し

を
造
成
し
て
開
放
し
ま
し

た
。庭
園
は
秀
隆
氏
の「
秀
」、

た
。庭
園
は
秀
隆
氏
の「
秀
」、

九
十
周
年
の「
九
」を
も
じ
っ

九
十
周
年
の「
九
」を
も
じ
っ

て「
久
」と
し
て「
オ
ホ
ー
ツ

て「
久
」と
し
て「
オ
ホ
ー
ツ

ク
秀
久
庭（
し
ゅ
う
き
ゅ
う

ク
秀
久
庭（
し
ゅ
う
き
ゅ
う

て
い
）〜
四
季
の
小
径（
こ
み

て
い
）〜
四
季
の
小
径（
こ
み

ち
）」と
命
名
さ
れ
、約
二
、六

ち
）」と
命
名
さ
れ
、約
二
、六

〇
〇
㎡
の
敷
地
に
、約
五
〇

〇
〇
㎡
の
敷
地
に
、約
五
〇

〇
ｍ
の
散
策
路
と
季
節
の
変

〇
ｍ
の
散
策
路
と
季
節
の
変

化
に
合
わ
せ
た
一
〇
〇
〇
種

化
に
合
わ
せ
た
一
〇
〇
〇
種

の
花
樹
を
配
置
し
て
、街
の

の
花
樹
を
配
置
し
て
、街
の

中
の
一
服
の
清
涼
剤
と
し
て

中
の
一
服
の
清
涼
剤
と
し
て

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

 

◆ 

花
の
店　

タ
マ
キ 

（
㈱
田
巻
美
石
園
）

　

 

北
見
市
幸
町
八
丁
目
二

十
二 

緑
園
通
り

　

 

☎ 

〇
一
五
七

二
三

四
一
八
七

　

 

〇
一
五
七

二
三

四
一
八
七

　

 http://w
w
w
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田
中　

宏
一（
84
経
）記

北
の
大
地
の
院
友
予
備
軍

　

当
支
部
は
、
全
国
で
も
有

　

当
支
部
は
、
全
国
で
も
有

数
の
広
さ
が
あ
り
、
そ
し
て

数
の
広
さ
が
あ
り
、
そ
し
て

唯
一
母
校
の
直
系
短
期
大
学

唯
一
母
校
の
直
系
短
期
大
学

部
が
あ
り
ま
す
。

部
が
あ
り
ま
す
。

ん
で
し
ま
う
子
が
多
く
い
ま

ん
で
し
ま
う
子
が
多
く
い
ま

す
。『
和
』
に
触
れ
る
事
が

す
。『
和
』
に
触
れ
る
事
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
子

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
子

供
た
ち
な
の
で
、
私
の
知
っ

供
た
ち
な
の
で
、
私
の
知
っ

て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
、
知

て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
、
知

識
と
し
て
身
に
つ
け
て
も
ら

識
と
し
て
身
に
つ
け
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
、
気
付
い
た

え
た
ら
と
思
い
、
気
付
い
た

点
は
注
意
を
す
る
よ
う
に
し

点
は
注
意
を
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
舞

て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
舞

姫
た
ち
の
中
で
も
お
互
い
に

姫
た
ち
の
中
で
も
お
互
い
に

注
意
し
合
う
よ
う
に
な
っ
て

注
意
し
合
う
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
神
楽
舞
だ

き
て
お
り
ま
す
。
神
楽
舞
だ

け
で
は
な
い
も
の
を
身
に
つ

け
で
は
な
い
も
の
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、
い
つ
か
そ
れ

け
て
も
ら
い
、
い
つ
か
そ
れ

が
役
に
立
っ
て
も
ら
え
た
ら

が
役
に
立
っ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
舞
姫
に
限

　

こ
れ
か
ら
も
、
舞
姫
に
限

ら
ず
、
神
社
を
身
近
に
感
じ

ら
ず
、
神
社
を
身
近
に
感
じ

で
頂
け
る
よ
う
に
、
試
行
錯

で
頂
け
る
よ
う
に
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
神
明
奉
仕
に
勤

誤
し
な
が
ら
神
明
奉
仕
に
勤

し
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

し
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

 

曽
根　

景
子
（
110
神
2
・

　
　
　

東
川
神
社
権
禰
宜
）
記

北海道
道北支部

田巻　秀隆さん田巻　秀隆さん

平
成
平
成
2929
年　

寒
中
禊

年　

寒
中
禊

北
海
道
唯
一
の「
国
宝
」

　

北
海
道
唯
一
の
国
宝
が
函

　

北
海
道
唯
一
の
国
宝
が
函

館
市
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

館
市
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

縄
文
時
代
後
期
後
半
、
約
三

縄
文
時
代
後
期
後
半
、
約
三

千
五
百
年
前
の
墓
か
ら
出
土

千
五
百
年
前
の
墓
か
ら
出
土

し
た
中
空
土
偶
と
し
て
は
、

し
た
中
空
土
偶
と
し
て
は
、

国
内
最
大
級
（
高
さ
四
一
．

国
内
最
大
級
（
高
さ
四
一
．

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
名

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
名

称
「
カ
ッ
ク
ウ
」
と
い
う
土

称
「
カ
ッ
ク
ウ
」
と
い
う
土

偶
で
す
。
平
成
十
九
年
に
国

偶
で
す
。
平
成
十
九
年
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
函

宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
函

館
空
港
か
ら
車
で
約
三
十
分

館
空
港
か
ら
車
で
約
三
十
分

程
の
函
館
市
縄
文
文
化
交
流

程
の
函
館
市
縄
文
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
一
万

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
一
万

年
以
上
も
の
長
い
間
継
続
し

年
以
上
も
の
長
い
間
継
続
し

た
、
世
界
に
も
類
を
み
な
い

た
、
世
界
に
も
類
を
み
な
い

日
本
特
有
の
文
化
で
あ
る
縄

日
本
特
有
の
文
化
で
あ
る
縄

文
時
代
に
、
日
々
た
く
ま
し

文
時
代
に
、
日
々
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
た
縄
文
人
の
暮

く
生
き
抜
い
た
縄
文
人
の
暮

ら
し
ぶ
り
や
、
命
を
大
切
に

ら
し
ぶ
り
や
、
命
を
大
切
に

し
て
循
環
再
生
を
信
じ
た
縄

し
て
循
環
再
生
を
信
じ
た
縄

文
人
の
精
神
性
に
つ
い
て
、

文
人
の
精
神
性
に
つ
い
て
、

解
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ

解
り
や
す
く
説
明
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

 

　

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遣
跡
群
を
世
界
遺
産
に
！

　

国
宝
「
カ
ッ
ク
ウ
」
が
出

　

国
宝
「
カ
ッ
ク
ウ
」
が
出

土
し
た
道
南
の
史
跡
の
ほ
か

土
し
た
道
南
の
史
跡
の
ほ
か

道
内
六
カ
所
の
史
跡
と
、
青

道
内
六
カ
所
の
史
跡
と
、
青

森
県
の
特
別
史
跡
「
三
内
丸

森
県
の
特
別
史
跡
「
三
内
丸

山
遺
跡
」
を
は
じ
め
と
し
た

山
遺
跡
」
を
は
じ
め
と
し
た

北
東
北
（
青
森
・
岩
手
・
秋

北
東
北
（
青
森
・
岩
手
・
秋

田
の
三
県
）
の
十
二
カ
所
を

田
の
三
県
）
の
十
二
カ
所
を

合
わ
せ
た
十
八
カ
所
の
縄
文

合
わ
せ
た
十
八
カ
所
の
縄
文

◎ 

支
部
長
…
小
野　

孝
良

（
お
の
・
た
か
よ
し
／

　

65
宗
）

◎ 

事
務
局
…
北
斗
市
七
重

浜
七

五

一

　

月
館　

久
治（
86
神
）

　

☎ 

〇
一
三
八

四
九

五
二
〇
九

北海道
道南支部

遺
跡
群
を
、
世
界
遺
産
に
登

遺
跡
群
を
、
世
界
遺
産
に
登

録
し
て
も
ら
お
う
と
の
運
動

録
し
て
も
ら
お
う
と
の
運
動

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
一
月
五
日
、

平
成
二
十
一
年
一
月
五
日
、

世
界
遺
産
候
補
と
し
て
世
界

世
界
遺
産
候
補
と
し
て
世
界

遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ

遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ

れ
た
事
か
ら
そ
の
実
現
が
待

れ
た
事
か
ら
そ
の
実
現
が
待

た
れ
て
い
ま
す
。

た
れ
て
い
ま
す
。

　

新
幹
線
が
延
伸
し
一
年
余

　

新
幹
線
が
延
伸
し
一
年
余

り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
訪
れ
や

り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
訪
れ
や

す
く
な
っ
た
道
南
の
旅
を
計

す
く
な
っ
た
道
南
の
旅
を
計

画
さ
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
縄

画
さ
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
縄

文
の
一
ぺ
ー
ジ
を
追
加
さ
れ

文
の
一
ぺ
ー
ジ
を
追
加
さ
れ

た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。

た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。

 

◆ 

函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー

　

 

函
館
市
臼
尻
町
五
五
一

一

　

☎ 

〇
一
三
八

二
五

二

〇
三
〇

　

 http://w
w
w
.hjcc.

jp/
 　

川
見　

順
春

 

（
86
神
・
函
館
八
幡
宮
宮
司
）記

　

今
年
度
の
総
会
は
、
四
月

　

今
年
度
の
総
会
は
、
四
月

二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
母

二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
母

校
に
熱
い
思
い
を
持
つ
数
多

校
に
熱
い
思
い
を
持
つ
数
多

く
の
院
友
各
位
の
出
席
を
得

く
の
院
友
各
位
の
出
席
を
得

て
、
無
事
に
そ
し
て
盛
会
裏

て
、
無
事
に
そ
し
て
盛
会
裏

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私

は
短
大
部
の
あ
る
滝
川
市
の

は
短
大
部
の
あ
る
滝
川
市
の

出
身
で
も
あ
り
、
短
大
部
に

出
身
で
も
あ
り
、
短
大
部
に

関
心
を
寄
せ
て
い
る
一
人
で

関
心
を
寄
せ
て
い
る
一
人
で

も
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　

総
会
の
席
上
、
挨
拶
に
立

　

総
会
の
席
上
、
挨
拶
に
立

た
れ
た
田
村
弘
学
長
は
「
今

た
れ
た
田
村
弘
学
長
は
「
今

年
、
短
期
大
学
部
は
開
学
三

年
、
短
期
大
学
部
は
開
学
三

十
五
周
年
を
迎
え
、
入
学
者

十
五
周
年
を
迎
え
、
入
学
者

も
定
員
を
超
え
て
二
百
六
十

も
定
員
を
超
え
て
二
百
六
十

二
人
と
な
り
、
若
い
学
生
諸

二
人
と
な
り
、
若
い
学
生
諸

君
の
活
気
が
漲
っ
て
い
る
」

君
の
活
気
が
漲
っ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
北
海
道
神
宮
の
年
中
行

　

当
北
海
道
神
宮
の
年
中
行

事
で
あ
る
「
寒
中
禊
」
に

事
で
あ
る
「
寒
中
禊
」
に

も
、
将
来
神
職
と

も
、
将
来
神
職
と

な
る
た
め
、
母
校

な
る
た
め
、
母
校

へ
の
編
入
学
を
目

へ
の
編
入
学
を
目

指
す
学
生
達
も
毎

指
す
学
生
達
も
毎

年
参
加
し
て
く
れ

年
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

聞
け
ば
、
同
短
大
部
の
入

　

聞
け
ば
、
同
短
大
部
の
入

学
生
の
多
く
は
「
母
校
の
建

学
生
の
多
く
は
「
母
校
の
建

学
の
精
神
と
学
統
に
憧
れ
、

学
の
精
神
と
学
統
に
憧
れ
、

編
入
学
を
目
指
し
努
力
し
て

編
入
学
を
目
指
し
努
力
し
て

い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
学
生
を
指
導
、

　

こ
れ
ら
の
学
生
を
指
導
、

教
育
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の

教
育
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の

う
ち
十
三
人
が
院
友
だ
そ
う

う
ち
十
三
人
が
院
友
だ
そ
う

で
す
。

で
す
。

　

北
の
豊
か
な
恵
み
と
、
厳

　

北
の
豊
か
な
恵
み
と
、
厳

し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
逞

し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
逞

し
く
育
っ
た
若
者
を
院
友
と

し
く
育
っ
た
若
者
を
院
友
と

し
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

し
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

院
友
会
支
部
の
事
務
局
を
担

院
友
会
支
部
の
事
務
局
を
担

当
す
る
者
と
し
て
も
大
い
に

当
す
る
者
と
し
て
も
大
い
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
併

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
各
々
の
入
学
の
目
的

せ
て
、
各
々
の
入
学
の
目
的

が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

り
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

◆ 

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期

大
学
部
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kuin-jc.ac.jp

  

斉
藤　

肇（
104
神
）記

神楽舞の稽古に励む舞姫さん神楽舞の稽古に励む舞姫さん

青
木
一
男

青
木
一
男
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仏
と
は
、
江
戸
か
ら
明
治
の

仏
と
は
、
江
戸
か
ら
明
治
の

初
め
未
曾
有
の
天
災
な
ど
に

初
め
未
曾
有
の
天
災
な
ど
に

よ
り
苦
し
む
人
々
を
救
う
た

よ
り
苦
し
む
人
々
を
救
う
た

め
、
山
に
籠
り
、
千
日
行
や

め
、
山
に
籠
り
、
千
日
行
や

木
食
行
な
ど
の
苦
行
を
行
い

木
食
行
な
ど
の
苦
行
を
行
い

土
中
入
定
し
即
身
成
仏
し
た

土
中
入
定
し
即
身
成
仏
し
た

上
人
た
ち
で
す
。
近
く
に
注

上
人
た
ち
で
す
。
近
く
に
注

連
寺
や
大
日
坊
な
ど
即
身
仏

連
寺
や
大
日
坊
な
ど
即
身
仏

が
祀
ら
れ
て
い
る
寺
院
な
ど

が
祀
ら
れ
て
い
る
寺
院
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
お
参
り
頂
く
の
も
よ
い
と

も
お
参
り
頂
く
の
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

六
月
十
日
、
院
友
会
山
形

　

六
月
十
日
、
院
友
会
山
形

県
支
部
総
会
、
院
友
会
発
足

県
支
部
総
会
、
院
友
会
発
足

百
三
十
周
年
を
記
念
し
て
の

百
三
十
周
年
を
記
念
し
て
の

文
化
講
演
会
が
あ
り
、
講
師

文
化
講
演
会
が
あ
り
、
講
師

と
し
て
國
學
院
大
學
元
教
授

と
し
て
國
學
院
大
學
元
教
授

の
三
橋
健
先
生
（

の
三
橋
健
先
生
（
7070
文
・
文
・
7474

修
神
・

修
神
・
7777
博
神
）
を
お
招
き

博
神
）
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
翌
日
、
ご
参
拝

し
ま
し
た
。
翌
日
、
ご
参
拝

頂
き
大
変
お
喜
び
に
な
ら
れ

頂
き
大
変
お
喜
び
に
な
ら
れ

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
湯
殿
山
は
恋
の
山
と

ま
た
湯
殿
山
は
恋
の
山
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。私
、

も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。私
、

「
只
今
、お
嫁
さ
ん
募
集
中
！
」

「
只
今
、お
嫁
さ
ん
募
集
中
！
」

で
す
の
で
皆
様
方
の
お
力
添

で
す
の
で
皆
様
方
の
お
力
添

え
も
た
ま
わ
り
た
く
、何
卒
お

え
も
た
ま
わ
り
た
く
、何
卒
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

菊
地　

康
倫（
113
神
・
神
道

大
教 

出
雲
太
神
社
奉
職
）記

◎ 

支
部
長
…
芹
川　

晴
夫

（
せ
り
か
わ
・
は
る
お
／

72
文
）

◎ 

事
務
局
…
山
形
市
薬
師

町
二

八

七
五

　

山
形
県
神
社
庁

　

 

橘　

貴（
83
文
・
84
神
専

攻
）

　

☎ 

〇
二
三

六
二
二

四
五
〇
九

山形県
支部

出
羽
三
山
奥
宮
・

　
　

湯
殿
山
神
社

　

山
形
県
に
は
昨
年
、
文
化

　

山
形
県
に
は
昨
年
、
文
化

庁
よ
り
「
日
本
遺
産
」
に
認

庁
よ
り
「
日
本
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
出
羽
三
山
が

定
さ
れ
ま
し
た
出
羽
三
山
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
よ
り
出
羽
三

　

私
は
、
本
年
よ
り
出
羽
三

山
奥
宮
湯
殿
山
神
社
本
宮
に

山
奥
宮
湯
殿
山
神
社
本
宮
に

開
山
期
間
中
奉
仕
さ
せ
て
頂

開
山
期
間
中
奉
仕
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

い
て
お
り
ま
す
。

　

出
羽
三
山
は
月
山
、
羽
黒

　

出
羽
三
山
は
月
山
、
羽
黒

山
、
湯
殿
山
の
総
称
で
、
明

山
、
湯
殿
山
の
総
称
で
、
明

治
以
前
は
神
仏
混
淆
の
神
社

治
以
前
は
神
仏
混
淆
の
神
社

で
し
た
。
そ
の
奥
宮
と
さ
れ

で
し
た
。
そ
の
奥
宮
と
さ
れ

る
湯
殿
山
神
社
は
全
国
で
も

る
湯
殿
山
神
社
は
全
国
で
も

珍
し
い
社
殿
の
無
い
神
社

珍
し
い
社
殿
の
無
い
神
社

で
、
お
湯
の
涌
き
出
る
赤
褐

で
、
お
湯
の
涌
き
出
る
赤
褐

色
の
巨
岩
を
ご
神
体
と
し
、

色
の
巨
岩
を
ご
神
体
と
し
、

俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
「
語
ら
れ

俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
「
語
ら
れ

ぬ
湯
殿
に
ぬ
ら
す
袂
か
な
」

ぬ
湯
殿
に
ぬ
ら
す
袂
か
な
」

の
句
に
あ
る
よ
う
に
言
わ
ず

の
句
に
あ
る
よ
う
に
言
わ
ず

語
ら
ず
の
秘
所
と
し
て
全
国

語
ら
ず
の
秘
所
と
し
て
全
国

に
篤
い
信
仰
を
集
め
て
お
り

に
篤
い
信
仰
を
集
め
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
内
に
は
お

　

ま
た
、
日
本
国
内
に
は
お

よ
そ
十
数
体
の
即
身
仏
が
現

よ
そ
十
数
体
の
即
身
仏
が
現

存
し
ま
す
が
、
そ
の
内
の
八

存
し
ま
す
が
、
そ
の
内
の
八

体
が
湯
殿
山
で
修
行
し
た
と

体
が
湯
殿
山
で
修
行
し
た
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
即
身

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
即
身 菊地　康倫さん菊地　康倫さん

宮城県
支部

◎ 

支
部
長
…
　

三
夫

（
か
ぎ
・
み
つ
お
／

　

81
神
）

◎ 

事
務
局
…
塩

市
一
森

山
一

一

　
志
波
彦
神
社
・
鹽

神
社

　
大
瀧　

博
司（
93
神
専
攻
）

　

☎ 

〇
二
二

三
六
七

一
六
一
一

豊
か
な
自
然
の
恵
を
味
わ
う

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
卒
業
し

　

昭
和
五
十
五
年
に
卒
業
し

ま
し
た
、
千
葉

ま
し
た
、
千
葉 

健
司
（
ち

健
司
（
ち

ば
・
け
ん
じ
／

ば
・
け
ん
じ
／
8888
法
）
と
申

法
）
と
申

し
ま
す
。
今
年
五
月
一
日
よ

し
ま
す
。
今
年
五
月
一
日
よ

り
、
故
郷
で
あ
り
ま
す
宮
城

り
、
故
郷
で
あ
り
ま
す
宮
城

県
栗
原
市
長
の
重
責
を
担
っ

県
栗
原
市
長
の
重
責
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

千葉　健司市長千葉　健司市長
　

さ
て
、
我
が
支
部
の
自

　

さ
て
、
我
が
支
部
の
自

慢
、
特
に
、
我
が
栗
原
市
自

慢
、
特
に
、
我
が
栗
原
市
自

慢
の
品
と
な
り
ま
す
が
、
宮

慢
の
品
と
な
り
ま
す
が
、
宮

城
、
山
形
、
秋
田
に
ま
た
が

城
、
山
形
、
秋
田
に
ま
た
が

る
秀
峰
栗
駒
山
が
育
ん
だ
清

る
秀
峰
栗
駒
山
が
育
ん
だ
清

ら
か
な
水
で
作
る
、
日
本
酒

ら
か
な
水
で
作
る
、
日
本
酒

を
紹
介
し
ま
す
。

を
紹
介
し
ま
す
。

　

栗
原
市
は
自
然
に
恵
ま
れ

　

栗
原
市
は
自
然
に
恵
ま
れ

た
豊
か
な
土
壌
が
あ
り
、
県

た
豊
か
な
土
壌
が
あ
り
、
県

内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て

内
有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て

も
知
ら
れ
、
市
内
に
六
つ
の

も
知
ら
れ
、
市
内
に
六
つ
の

酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。
栗
駒
山

酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。
栗
駒
山

系
の
伏
流
水
で
醸
し
、
米
の

系
の
伏
流
水
で
醸
し
、
米
の

う
ま
味
を
残
し
な
が
ら
様
々

う
ま
味
を
残
し
な
が
ら
様
々

な
料
理
に
も
合
う
「
栗
駒

な
料
理
に
も
合
う
「
栗
駒

山
」（
千
田
酒
造
）、
良
い
も

山
」（
千
田
酒
造
）、
良
い
も

の
を
少
し
だ
け
作
る
、
を
コ

の
を
少
し
だ
け
作
る
、
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
宮
城
ら
し
い

ン
セ
プ
ト
に
、
宮
城
ら
し
い

き
れ
い
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

き
れ
い
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

飲
み
飽
き
し
な
い
酒
質
の

飲
み
飽
き
し
な
い
酒
質
の

「
萩
の
鶴
」（
萩
野
酒
造
）、

「
萩
の
鶴
」（
萩
野
酒
造
）、

食
の
名
脇
役
と
し
て
料
理
の

食
の
名
脇
役
と
し
て
料
理
の

味
を
引
き
立
て
、
飲
む
ほ
ど

味
を
引
き
立
て
、
飲
む
ほ
ど

に
お
酒
本
来
の
味
わ
い
が
感

に
お
酒
本
来
の
味
わ
い
が
感

じ
ら
れ
る
「
綿
屋
」（
金
の

じ
ら
れ
る
「
綿
屋
」（
金
の

井
酒
造
）、
こ
れ
ら
以
外
に

井
酒
造
）、
こ
れ
ら
以
外
に

も
、
金
龍
（
一
ノ
蔵
）、
太

も
、
金
龍
（
一
ノ
蔵
）、
太

閤
（
門
傳
醸
造
）、
阿
佐
緒

閤
（
門
傳
醸
造
）、
阿
佐
緒

（
は
さ
ま
や
酒
造
店
）
な

（
は
さ
ま
や
酒
造
店
）
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
、
味

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
、
味

の
良
さ
、
造
り
手
の
こ
だ
わ

の
良
さ
、
造
り
手
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
、
今
で
は
全
国
の

り
が
あ
り
、
今
で
は
全
国
の

居
酒
屋
、
料
亭
で
栗
原
産
の

居
酒
屋
、
料
亭
で
栗
原
産
の

お
酒
に
出
会
う
こ
と
も
増
え

お
酒
に
出
会
う
こ
と
も
増
え美酒をぜひお試しください！美酒をぜひお試しください！

◎ 

支
部
長
…
冨
樫　

泰
時

（
と
が
し
・
や
す
と
き
／

71
史
）

◎ 

事
務
局
…
秋
田
市
茨
島

二

十

八

　

加
藤　

繁（
81
文
）

　

☎ 

〇
一
八

八
二
三

六
〇
二
六

秋田県
支部

土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行
事

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三

十
日
に
、秋
田
県
の「
角
館
祭

十
日
に
、秋
田
県
の「
角
館
祭

り
の
や
ま
行
事
」「
土
崎
神
明

り
の
や
ま
行
事
」「
土
崎
神
明

社
祭
の
曳
山
行
事
」「
花
輪
祭

社
祭
の
曳
山
行
事
」「
花
輪
祭

の
屋
台
行
事
」が
国
重
要
無

の
屋
台
行
事
」が
国
重
要
無

形
三
十
件
と
共
に
ユ
ネ
ス
コ

形
三
十
件
と
共
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
日
本

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
日
本

の
無
形
文
化
遺
産
は
二
十
一

の
無
形
文
化
遺
産
は
二
十
一

件
と
な
り
ま
し
た
。

件
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
宮
司
を
務
め
て
い
る

　

私
が
宮
司
を
務
め
て
い
る

「
土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行

「
土
崎
神
明
社
祭
の
曳
山
行

事
」
は
、
例
祭
に
奉
納
さ
れ

事
」
は
、
例
祭
に
奉
納
さ
れ

る
「
曳
山
（
ひ
き
や
ま
）
」

る
「
曳
山
（
ひ
き
や
ま
）
」

の
台
数
は
そ
の
年
に
よ
っ
て

の
台
数
は
そ
の
年
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
二

違
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
二

十
台
以
上
奉
納
さ
れ
、
秋
田

十
台
以
上
奉
納
さ
れ
、
秋
田

三
大
囃
子
の
「
港
ば
や
し
」

三
大
囃
子
の
「
港
ば
や
し
」

に
の
っ
て
町
中
を
練
り
歩
く

に
の
っ
て
町
中
を
練
り
歩
く

壮
大
な
神
賑
行
事
で
す
。

壮
大
な
神
賑
行
事
で
す
。

　

そ
の
「
曳
山
」
の
作
り
は

　

そ
の
「
曳
山
」
の
作
り
は

剛
（
正
面
）
と
柔
（
裏
面
）

剛
（
正
面
）
と
柔
（
裏
面
）

か
ら
な
り
、
正
面
の
台
の
上

か
ら
な
り
、
正
面
の
台
の
上

に
男
岩
、
女
岩
一
対
の
夫
婦

に
男
岩
、
女
岩
一
対
の
夫
婦

岩
が
作
ら
れ
、
夫
婦
岩
の
前

岩
が
作
ら
れ
、
夫
婦
岩
の
前

に
は
、
迫
力
満
点
の
武
者
人

に
は
、
迫
力
満
点
の
武
者
人

形
を
飾
り
、
戦
国
時
代
な
ど

形
を
飾
り
、
戦
国
時
代
な
ど

の
歴
史
上
の
場
面
を
表
現
し

の
歴
史
上
の
場
面
を
表
現
し

た
壮
観
な
曳
山
と
な
っ
て
お

た
壮
観
な
曳
山
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
一
方
裏
面
は
、
囃

り
ま
す
。
一
方
裏
面
は
、
囃

子
方
が
乗
る
櫓
が
設
け
ら

子
方
が
乗
る
櫓
が
設
け
ら

れ
、
そ
の
上
部
に
は
お
ど
け

れ
、
そ
の
上
部
に
は
お
ど
け

た
人
形
を
飾
り
つ
け
、
そ
の

た
人
形
を
飾
り
つ
け
、
そ
の

脇
に
政
治
、
経
済
、
社
会
、

脇
に
政
治
、
経
済
、
社
会
、

文
化
を
大
胆
な
切
り
口
で
風

文
化
を
大
胆
な
切
り
口
で
風

刺
し
た
「
見
返
し
」
を
楽
し

刺
し
た
「
見
返
し
」
を
楽
し

み
に
毎
年
訪
れ
る
人
々
も
み

み
に
毎
年
訪
れ
る
人
々
も
み

ら
れ
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

　

通
称「
カ
ス
ベ
祭
り
」や

　

通
称「
カ
ス
ベ
祭
り
」や

「
浴
衣
祭
り
」と
は
、各
家
庭

「
浴
衣
祭
り
」と
は
、各
家
庭

に
お
い
て
必
ず
と
い
っ
て
い

に
お
い
て
必
ず
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
、魚
の「
え
い
」の
乾

い
ほ
ど
、魚
の「
え
い
」の
乾

物
を
煮
込
ん
だ
も
の
を
お
膳

物
を
煮
込
ん
だ
も
の
を
お
膳

に
添
え
来
客
を
も
て
な
す
風

に
添
え
来
客
を
も
て
な
す
風

習
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

習
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
是
非
来
年
七
月
二

　

皆
様
も
是
非
来
年
七
月
二

十
・
二
十
一
日
の
お
祭
に
お

十
・
二
十
一
日
の
お
祭
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

越
し
く
だ
さ
い
。

 

伊
藤　

茂
樹（
79
神
）記

土
崎
神
明
社
祭
曳
山
行
事

土
崎
神
明
社
祭
曳
山
行
事

「
い
の
ち
の
民
俗
学
」

板
橋　

春
夫
氏（
84
法
）

　
「
民
俗
学
は
、身
近
な
生
活

　
「
民
俗
学
は
、身
近
な
生
活

文
化
の
疑
問
を
解
く
学
問
で

文
化
の
疑
問
を
解
く
学
問
で

あ
る
。人
々
は
普
段
の
何
気

あ
る
。人
々
は
普
段
の
何
気

な
い
行
為
や
し
ぐ
さ
が
、実

な
い
行
為
や
し
ぐ
さ
が
、実

は
大
変
深
い
意
味
が
あ
る
こ

は
大
変
深
い
意
味
が
あ
る
こ

と
を
知
る
と
一
様
に
驚
く
」

と
を
知
る
と
一
様
に
驚
く
」

と
、板
橋
氏
は
そ
の
著
書
、

と
、板
橋
氏
は
そ
の
著
書
、

「
叢
書
・
い
の
ち
の
民
俗
学

「
叢
書
・
い
の
ち
の
民
俗
学
2

長
寿
」（
社
会
評
論
社
）の
冒

長
寿
」（
社
会
評
論
社
）の
冒

頭
で
述
べ
て
い
る
。

頭
で
述
べ
て
い
る
。

　

昨
年
度
ま
で
、
新
潟
県
立

　

昨
年
度
ま
で
、
新
潟
県
立

歴
史
博
物
館
参
事
、
本
年
四

歴
史
博
物
館
参
事
、
本
年
四

月
か
ら
日
本
工
業
大
学
教
授

月
か
ら
日
本
工
業
大
学
教
授

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
生

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
生

◎ 

支
部
長
…
岸　

正
博

（
き
し
・
ま
さ
ひ
ろ
／

80
文
）

◎ 

事
務
局
…
前
橋
市
堀
之

下
町
四
九
三

三

　

岡
野　

健（
87
文
）

　

☎ 

〇
二
七

二
六
九

四
八
一
五

群馬県
支部

板橋　春夫さん板橋　春夫さん

老
病
死
と
い
う
日
常
生
活
で

老
病
死
と
い
う
日
常
生
活
で

直
面
す
る
現
代
的
課
題
に
、

直
面
す
る
現
代
的
課
題
に
、

ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
け
ば

ど
う
立
ち
向
か
っ
て
い
け
ば

よ
い
の
か
。
通
過
儀
礼
研
究

よ
い
の
か
。
通
過
儀
礼
研
究

に
住
ま
い
の
文
化
の
視
点
を

に
住
ま
い
の
文
化
の
視
点
を

加
味
し
、
室
内
空
間
の
利
用

加
味
し
、
室
内
空
間
の
利
用

だ
け
で
な
く
、
神
々
と
の
交

だ
け
で
な
く
、
神
々
と
の
交

流
、
家
族
生
活
な
ど
、
人
々

流
、
家
族
生
活
な
ど
、
人
々

の
暮
ら
し
を
ト
ー
タ
ル
に
と

の
暮
ら
し
を
ト
ー
タ
ル
に
と

ら
え
、
人
間
の
生
き
様
を
考

ら
え
、
人
間
の
生
き
様
を
考

え
て
い
く
と
い
う
。

え
て
い
く
と
い
う
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

　

平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

國
學
院
大
學
で
博
物
館
課
程

國
學
院
大
學
で
博
物
館
課
程

の
講
座
を
担
当
。
民
俗
学
の

の
講
座
を
担
当
。
民
俗
学
の

世
界
に
親
し
む
と
と
も
に
、

世
界
に
親
し
む
と
と
も
に
、

茶
道
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
庭

茶
道
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
庭

い
じ
り
と
い
っ
た
多
彩
な
趣

い
じ
り
と
い
っ
た
多
彩
な
趣

味
を
持
つ
。

味
を
持
つ
。

　

来
る
九
月
九
日
（
土
）
十

　

来
る
九
月
九
日
（
土
）
十

四
時
三
十
分
か
ら
、
群
馬
県

四
時
三
十
分
か
ら
、
群
馬
県

の
「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
高
崎
」

の
「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
高
崎
」

で
開
催
さ
れ
る
、
院
友
会
主

で
開
催
さ
れ
る
、
院
友
会
主

催
「
文
化
講
演
会
」
の
講
師

催
「
文
化
講
演
会
」
の
講
師

で
も
あ
る
。
当
日
は
「
世
界

で
も
あ
る
。
当
日
は
「
世
界

文
化
遺
産
の
向
こ
う
に
見
え

文
化
遺
産
の
向
こ
う
に
見
え

る
も
の
ー
養
蚕
の
民
俗
芸
能

る
も
の
ー
養
蚕
の
民
俗
芸
能

と
養
蚕
唱
歌
ー
」
が
テ
ー

と
養
蚕
唱
歌
ー
」
が
テ
ー

マ
、
ま
た
藤
岡
地
方
ユ
ネ
ス

マ
、
ま
た
藤
岡
地
方
ユ
ネ
ス

コ
少
年
少
女
合
唱
団
の
演
奏

コ
少
年
少
女
合
唱
団
の
演
奏

も
あ
る
。
ぜ
ひ
来
場
さ
れ
た

も
あ
る
。
ぜ
ひ
来
場
さ
れ
た

い
。（
い
。（
1616
面
参
照

面
参
照
）

 

岸　

正
博（
80
文
）記

著
書
の

著
書
の

「
叢
書
・
い
の
ち
の
民
俗
学

「
叢
書
・
い
の
ち
の
民
俗
学
2 

長
寿
」

長
寿
」

伊藤　茂樹さん伊藤　茂樹さん

坂東郷土館ミューズ坂東郷土館ミューズ

市
立
資
料
館
学
芸
員
と
し
て

地
域
貢
献
し
て
い
ま
す

　

こ
の
た
び
は
、学
芸
員
と
し

こ
の
た
び
は
、学
芸
員
と
し

て
精
力
的
に
研
究
・
活
動
し
て

て
精
力
的
に
研
究
・
活
動
し
て

い
る
須
藤
和
佳（
す
ど
う
・
か

い
る
須
藤
和
佳（
す
ど
う
・
か

ず
よ
し
／

ず
よ
し
／
9696
史
２
）さ
ん
に
登

史
２
）さ
ん
に
登

場
し
て
も
ら
い
ま
す
。勤
務
地

場
し
て
も
ら
い
ま
す
。勤
務
地

は
、隣
接
の
茨
城
県
坂
東
市
で

は
、隣
接
の
茨
城
県
坂
東
市
で

す
が
、栃
木
県
院
友
と
し
て
活

す
が
、栃
木
県
院
友
と
し
て
活

躍
す
る
ご
本
人
か
ら
寄
稿
し

躍
す
る
ご
本
人
か
ら
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

石
坂　

昌
圀（
74
文
）記

◇　
　
　
　

◇

◇　
　
　
　

◇

　

茨
城
県
に
あ
る
坂
東
市
立

茨
城
県
に
あ
る
坂
東
市
立

資
料
館
で
学
芸
員
と
し
て
勤

資
料
館
で
学
芸
員
と
し
て
勤

◎ 

支
部
長
…
柳
沼　

倫
明

（
や
ぎ
ぬ
ま
・
み
ち
あ
き

／
89
文
）

◎ 

事
務
局
…
栃
木
市
平
井

町
六
〇
八

　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

　

石
坂　

昌
圀
（
74
文
）

　

 

☎
〇
二
八
二

二
二

五
五
一
一 栃木県

支部

務
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、私

務
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、私

が
企
画
し
た
展
覧
会
に
つ
い

が
企
画
し
た
展
覧
会
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
カ
年
に
わ
た
っ

今
回
は
、二
カ
年
に
わ
た
っ

て
計
画
し
て
い
る
、古
代
に
お

て
計
画
し
て
い
る
、古
代
に
お

け
る
東
国
の
社
会
変
化
に
つ

け
る
東
国
の
社
会
変
化
に
つ

い
て
の
展
覧
会
の
一
年
目
で
、

い
て
の
展
覧
会
の
一
年
目
で
、

前
史
と
し
て
の
展
覧
会「
古
墳

前
史
と
し
て
の
展
覧
会「
古
墳

時
代
の
坂
東
」を
開
催
い
た
し

時
代
の
坂
東
」を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。展
示
室
に
入
る
と
、

ま
し
た
。展
示
室
に
入
る
と
、

は
じ
め
に
土
器
に
直
接
触
れ

は
じ
め
に
土
器
に
直
接
触
れ

ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

土
器
片
を
山
の
よ
う
に
置
い

土
器
片
を
山
の
よ
う
に
置
い

て
来
館
者
に
自
由
に
触
れ
て

て
来
館
者
に
自
由
に
触
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

も
ら
い
ま
し
た
。

　

展
示
し
て
い
る
資
料
の
な

　

展
示
し
て
い
る
資
料
の
な

か
に
は
、所
有
者
に
借
用
の

か
に
は
、所
有
者
に
借
用
の

許
可
を
も
ら
う
も
の
も
あ
り

許
可
を
も
ら
う
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。写
真
パ
ネ
ル
は
、古

ま
し
た
。写
真
パ
ネ
ル
は
、古

墳
の
写
真
も
含
ま
れ
る
た
め

墳
の
写
真
も
含
ま
れ
る
た
め

で
き
る
だ
け
大
き
い
も
の
に

で
き
る
だ
け
大
き
い
も
の
に

す
る
た
め
布
状
で
丸
め
る
こ

す
る
た
め
布
状
で
丸
め
る
こ

と
が
で
き
る
材
質
を
使
い
ま

と
が
で
き
る
材
質
を
使
い
ま

し
た
。展
覧
会
の
あ
と
に
出

し
た
。展
覧
会
の
あ
と
に
出

前
授
業
に
持
参
し
て
活
用
で

前
授
業
に
持
参
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。ま
た
写
真
パ
ネ
ル
の
近

す
。ま
た
写
真
パ
ネ
ル
の
近

く
に
イ
ラ
ス
ト
を
飾
り
、写

く
に
イ
ラ
ス
ト
を
飾
り
、写

真
や
文
章
で
は
分
か
り
に
く

真
や
文
章
で
は
分
か
り
に
く

須
藤　

和
佳
さ
ん

須
藤　

和
佳
さ
ん

て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
窯
元
も

ま
た
、
市
内
に
は
窯
元
も

数
多
く
あ
り
、
私
は
お
気
に

数
多
く
あ
り
、
私
は
お
気
に

入
り
の
ぐ
い
飲
み
で
地
元
の

入
り
の
ぐ
い
飲
み
で
地
元
の

お
酒
を
味
わ
う
時
間
が
至
福

お
酒
を
味
わ
う
時
間
が
至
福

の
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
ひ
と
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

院
友
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
栗

　

院
友
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
栗

原
自
慢
の
品
を
お
楽
し
み
く

原
自
慢
の
品
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

 

◆ 

栗
原
市
の
紹
介
H
P
で

す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
を
！

　

 

栗
原
の
地
酒
（
栗
原
市
観

光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）

　

※
蔵
元
紹
介
等

　

 https://w
w
w
.kuri 

hara-kb.net/publ 
ics/index/ 75/

　

 

〔
栗
原
観
光
情
報
〕
地
酒

（
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
栗
原
地
域
観
光
情
報
）

※
蔵
元
紹
介
等

　

 http://www.pref.mi 
yagi.jp/site/ku 

rihara-saightsee 
ing/sake.html

　

 

「
陶
芸
の
里
く
り
は
ら
」

（
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
栗
原
地
域
観
光
情
報
）

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
有

　

 https://www.pref.
m
iyagi.jp/site/ku 
rihara-saightsee 
ing/tougei.html

  

千
葉　

健
治（
88
法
）記

い
こ
と
を
絵
で
示
し
て
、来

い
こ
と
を
絵
で
示
し
て
、来

館
者
が
展
示
を
見
た
時
に
分

館
者
が
展
示
を
見
た
時
に
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を

か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を

し
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ

し
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ

シ
、案
内
看
板
を
作
成
し
て

シ
、案
内
看
板
を
作
成
し
て

広
報
を
行
い
、多
く
の
方
に

広
報
を
行
い
、多
く
の
方
に

展
覧
会
を
知
っ
て
も
ら
う
活

展
覧
会
を
知
っ
て
も
ら
う
活

動
も
し
て
い
ま
す
。ギ
ャ
ラ

動
も
し
て
い
ま
す
。ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
う
際
に
、

リ
ー
ト
ー
ク
を
行
う
際
に
、

子
ど
も
が
多
い
時
は
展
示
に

子
ど
も
が
多
い
時
は
展
示
に

関
係
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し

関
係
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し

て
子
ど
も
と
相
互
や
り
と
り

て
子
ど
も
と
相
互
や
り
と
り

を
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

を
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企

　

今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
企

画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非

近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

◆ 

坂
東
郷
土
館
ミ
ュ
ー
ズ

（
坂
東
市
立
資
料
館
）

　

坂
東
市
山
二
七
二
六

　

☎ 

〇
二
八
〇

八
八

八
七
〇
〇

　

 http://w
w
w
.city.

bando.lg.jp/page/
dir000060.html

  

須
藤　

和
佳（
96
史
２
）記
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は
日
本
農
業
遺
産
と
し
て
認

は
日
本
農
業
遺
産
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
自
宅
の
軒
先
で
は
、

　

私
も
自
宅
の
軒
先
で
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
直
売
を
行
っ

サ
ツ
マ
イ
モ
の
直
売
を
行
っ

て
お
り
、
川
越
い
も
の
産
地

て
お
り
、
川
越
い
も
の
産
地

直
送
、
い
も
掘
り
観
光
農

直
送
、
い
も
掘
り
観
光
農

園
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し

園
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
用
し

た
自
家
製
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

た
自
家
製
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
バ
タ
ー
、
芋
焼
酎
な
ど
の

や
バ
タ
ー
、
芋
焼
酎
な
ど
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
販
売
し

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
販
売
し

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

 

林　

将
嗣（
115
神
文
）記

 

◆
は
や
し
園

　

 

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
上

◎ 

支
部
長
…
梅
田　

久
詞

（
う
め
だ
・
ひ
さ
の
り
／

78
神
）

◎ 

事
務
局
…
川
越
市
山
田

一
五
三
八

　

原　

泰
明（
96
神
）

　

☎ 

〇
四

九
二
二
二

五
二
二
四

◎ 

支
部
長
…
千
野　

隆
司

（
ち
の
・
た
か
し
／

　

82
文
）

◎ 

事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

十

二
八　

　

 

國
學
院
大
學
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
事
業
課

　

杉
本　

久
男（
86
法
）

　

 sugi@
kokugaku 

in.ac.jp

　

☎ 

〇
三

五
四
六
六

〇
七
六
九

当
時
の
硬
式
野
球
部
、
名
門
揃

当
時
の
硬
式
野
球
部
、
名
門
揃

い
の
二
年
生
部
員
。
前
列
右
が

い
の
二
年
生
部
員
。
前
列
右
が

筆
者
筆
者 院

友
と
大
学
と
の
連
携

　

私
は
東
京
都
二
十
三
区
支

　

私
は
東
京
都
二
十
三
区
支

部
に
お
い
て
事
務
局
を
担
当

部
に
お
い
て
事
務
局
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
。院
友
会
と

し
て
お
り
ま
す
。院
友
会
と

の
関
わ
り
は
法
学
部
Ｏ
Ｂ
・

の
関
わ
り
は
法
学
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
が
最
初
で
し
た
。東

Ｏ
Ｇ
会
が
最
初
で
し
た
。東

京
都
二
十
三
区
支
部
に
お
い

京
都
二
十
三
区
支
部
に
お
い

て
は
発
足
時
よ
り
参
加
し
て

て
は
発
足
時
よ
り
参
加
し
て

お
り
ま
す
。本
学
卒
業
後
、母

お
り
ま
す
。本
学
卒
業
後
、母

校
の
職
員
と
し
て
採
用
さ

校
の
職
員
と
し
て
採
用
さ

れ
、学
生
課
や
経
理
課
な
ど

れ
、学
生
課
や
経
理
課
な
ど

い
く
つ
か
の
課
を
経
験
し
、

い
く
つ
か
の
課
を
経
験
し
、

今
年
四
月
か
ら
は
エ
ク
ス
テ

今
年
四
月
か
ら
は
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
事
業
課
に
勤
務
し

ン
シ
ョ
ン
事
業
課
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。さ
て
國
學
院

て
お
り
ま
す
。さ
て
國
學
院

大
學
は
今
年
の
二
十
一
世
紀

大
學
は
今
年
の
二
十
一
世
紀

研
究
教
育
計
画（
第
四
次
）の

研
究
教
育
計
画（
第
四
次
）の

目
標
の
ひ
と
つ
に「
院
友（
卒

目
標
の
ひ
と
つ
に「
院
友（
卒

業
生
）と
大
学
と
の
連
携
強

業
生
）と
大
学
と
の
連
携
強

化
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。微

化
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。微

力
な
が
ら
院
友
の
皆
様
と
大

力
な
が
ら
院
友
の
皆
様
と
大

学
の
橋
渡
し
と
な
り
た
い
と

学
の
橋
渡
し
と
な
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。本
学
の

思
っ
て
お
り
ま
す
。本
学
の

生
涯
学
習
講
座
は
①
オ
ー
プ

生
涯
学
習
講
座
は
①
オ
ー
プ

富と
め

の
川
越
い
も

　

埼
玉
県
三
芳
町
上
富
は
、

　

埼
玉
県
三
芳
町
上
富
は
、

三さ
ん
さ
ん

富と
め
と
め

新
田
と
い
わ
れ
て
い
る

新
田
と
い
わ
れ
て
い
る

地
域
の
一
部
で
「
富
の
川
越

地
域
の
一
部
で
「
富
の
川
越

い
も
」
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ

い
も
」
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ

づ
く
り
が
盛
ん
な
地
域
で

づ
く
り
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
二
十
九
軒
の
サ
ツ
マ
イ

す
。
二
十
九
軒
の
サ
ツ
マ
イ

モ
生
産
者
か
ら
な
る
「
三
芳

モ
生
産
者
か
ら
な
る
「
三
芳

町
川
越
い
も
振
興
会
」
は
、

町
川
越
い
も
振
興
会
」
は
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
平
地
林

江
戸
時
代
か
ら
続
く
平
地
林

の
落
ち
葉
堆
肥
を
使
っ
た
伝

の
落
ち
葉
堆
肥
を
使
っ
た
伝

統
農
法
に
よ
り
サ
ツ
マ
イ
モ

統
農
法
に
よ
り
サ
ツ
マ
イ
モ

を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
地
林
の
落
ち
葉
を
二
年

　

平
地
林
の
落
ち
葉
を
二
年

近
く
醗
酵
さ
せ
て
か
ら
畑
に

近
く
醗
酵
さ
せ
て
か
ら
畑
に

す
き
込
ん
で
、手
間
と
愛
情

す
き
込
ん
で
、手
間
と
愛
情

を
か
け
て
つ
く
る
サ
ツ
マ
イ

を
か
け
て
つ
く
る
サ
ツ
マ
イ

モ
は
、滋
味
豊
か
で「
富
の
川

モ
は
、滋
味
豊
か
で「
富
の
川

越
い
も
」と
し
て
江
戸
時
代

越
い
も
」と
し
て
江
戸
時
代

か
ら
名
品
と
称
さ
れ
て
い
ま

か
ら
名
品
と
称
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
希
少
品
種
で
サ
ツ

す
。特
に
希
少
品
種
で
サ
ツ

マ
イ
モ
の
女
王
と
呼
ば
れ
る

マ
イ
モ
の
女
王
と
呼
ば
れ
る

「
紅
赤（
べ
に
あ
か
）」は
、落

「
紅
赤（
べ
に
あ
か
）」は
、落

ち
葉
堆
肥
を
ふ
ん
だ
ん
に
入

ち
葉
堆
肥
を
ふ
ん
だ
ん
に
入

れ
た
畑
で
な
け
れ
ば
色
・
形
・

れ
た
畑
で
な
け
れ
ば
色
・
形
・

味
の
そ
ろ
っ
た
良
い
も
の
を

味
の
そ
ろ
っ
た
良
い
も
の
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
農

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
農

業
の
知
恵
を
活
か
し
、希
少
品

業
の
知
恵
を
活
か
し
、希
少
品

種「
紅
赤
」の
安
定
生
産
、落
ち

種「
紅
赤
」の
安
定
生
産
、落
ち

葉
掃
き
に
よ
る
自
然
環
境
の

葉
掃
き
に
よ
る
自
然
環
境
の

維
持
、そ
し
て
な
に
よ
り
お
客

維
持
、そ
し
て
な
に
よ
り
お
客

様
に「
美
味
し
い
」と
喜
ん
で

様
に「
美
味
し
い
」と
喜
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、サ
ツ
マ
イ
モ

い
た
だ
く
た
め
、サ
ツ
マ
イ
モ

作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
平
地

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
平
地

林
の
落
ち
葉
堆
肥
を
使
っ
た

林
の
落
ち
葉
堆
肥
を
使
っ
た

伝
統
農
法
は
、
今
年
四
月
に

伝
統
農
法
は
、
今
年
四
月
に

ン
カ
レ
ッ
ジ
②
公
開
古
典
講

ン
カ
レ
ッ
ジ
②
公
開
古
典
講

座
③
伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座

座
③
伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座

④
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
教
養
講
座

④
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
教
養
講
座

⑤
渋
谷
区
民
講
座
な
ど
、そ

⑤
渋
谷
区
民
講
座
な
ど
、そ

の
他
各
種
講
演
会
・
講
座
を

の
他
各
種
講
演
会
・
講
座
を

企
画
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

企
画
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
な
り
、講
演

高
齢
化
社
会
に
な
り
、講
演

会
・
講
座
に
関
心
を
お
持
ち

会
・
講
座
に
関
心
を
お
持
ち

の
院
友
の
皆
様
へ
学
内
イ
ベ

の
院
友
の
皆
様
へ
学
内
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
提
供
し
て
参
り

ン
ト
情
報
を
提
供
し
て
参
り

ま
す
。ご
遠
慮
な
く
エ
ク
ス

ま
す
。ご
遠
慮
な
く
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
杉
本
ま

テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
杉
本
ま

で
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。

で
お
申
し
つ
け
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し

私
は
硬
式
野
球
部
に
所
属
し

て
お
り
ま
し
た
。
在
学
時

て
お
り
ま
し
た
。
在
学
時

代
、
東
都
大
学
野
球
リ
ー
グ

代
、
東
都
大
学
野
球
リ
ー
グ

三
部
転
落
と
い
う
苦
い
体
験

三
部
転
落
と
い
う
苦
い
体
験

を
し
ま
し
た
。
四
年
次
は
二

を
し
ま
し
た
。
四
年
次
は
二

部
リ
ー
グ
春
秋
と
も
に
最
下

部
リ
ー
グ
春
秋
と
も
に
最
下

位
と
な
り
三
部
優
勝
の
拓
殖

位
と
な
り
三
部
優
勝
の
拓
殖

大
学
と
入
替
戦
を
行
い
、
再

大
学
と
入
替
戦
を
行
い
、
再

度
の
三
部
転
落
を
さ
せ
な
い

度
の
三
部
転
落
を
さ
せ
な
い

で
次
の
世
代
に
つ
な
げ
ま
し

で
次
の
世
代
に
つ
な
げ
ま
し

た
。
私
が
卒
業
後
の
硬
式
野

た
。
私
が
卒
業
後
の
硬
式
野

球
部
は
二
部
優
勝
、
さ
ら
に

球
部
は
二
部
優
勝
、
さ
ら
に

は
一
部
昇
格
、
そ
し
て
今
は

は
一
部
昇
格
、
そ
し
て
今
は

常
に
一
部
で
優
勝
争
い
を
す

常
に
一
部
で
優
勝
争
い
を
す

る
ま
で
の
強
豪
校
と
な
り
ま

る
ま
で
の
強
豪
校
と
な
り
ま

し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で

し
た
。
頼
も
し
い
限
り
で

す
。
野
球
に
限
ら
ず
箱
根
駅

す
。
野
球
に
限
ら
ず
箱
根
駅

伝
や
そ
の
他
、
学
術
、
ス
ポ

伝
や
そ
の
他
、
学
術
、
ス
ポ

ー
ツ
分
野
の
國
大
生
及
び
院

ー
ツ
分
野
の
國
大
生
及
び
院

友
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
祈

友
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

念
申
し
上
げ
ま
す
。

 

杉
本　

久
男（
86
法
）記

埼玉県
西支部

東京都
23区支部

東秩父村　和紙の里東秩父村　和紙の里

和紙の手すき体験も出来ます和紙の手すき体験も出来ます

東
秩
父
が
誇
る

伝
統
和
紙「
細
川
紙
」

　

私
の
住
む
東
秩
父
村
は
埼

　

私
の
住
む
東
秩
父
村
は
埼

玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、
外
秩
父
連
峰
の
山
々
に

し
、
外
秩
父
連
峰
の
山
々
に

囲
ま
れ
た
現
在
で
は
県
内
唯

囲
ま
れ
た
現
在
で
は
県
内
唯

一
の
村
で
す
。
人
口
三
千
人

一
の
村
で
す
。
人
口
三
千
人

足
ら
ず
の
小
さ
な
村
で
す

足
ら
ず
の
小
さ
な
村
で
す

が
、
当
地
域
に
伝
わ
る
「
細

が
、
当
地
域
に
伝
わ
る
「
細

川
紙
」
の
手
漉
和
紙
技
術
は

川
紙
」
の
手
漉
和
紙
技
術
は

◎ 

支
部
長
…
中
山　

高
嶺

（
な
か
や
ま
・
た
か
ね
／

77
神
）

◎ 

事
務
局
…
秩
父
市
番
場

町
一

一

　

秩
父
神
社

　

浅
見　

知
史（
108
神
）

　

☎ 

〇
四
九
四

二
二

〇
二
六
二

「
和
紙
：
日
本
の
手
漉
和
紙

「
和
紙
：
日
本
の
手
漉
和
紙

技
術
」
と
し
て
石
州
半
紙
、

技
術
」
と
し
て
石
州
半
紙
、

本
美
濃
和
紙
と
と
も
に
平
成

本
美
濃
和
紙
と
と
も
に
平
成

二
十
六
年
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

二
十
六
年
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
た
。

　
「
細
川
紙
」は
原
料
に「
楮
」

　
「
細
川
紙
」は
原
料
に「
楮
」

の
み
を
用
い
る
等
、伝
統
的

の
み
を
用
い
る
等
、伝
統
的

な
製
法
で
漉
か
れ
た
和
紙
で

な
製
法
で
漉
か
れ
た
和
紙
で

す
。当
地
域
の
手
漉
き
和
紙

す
。当
地
域
の
手
漉
き
和
紙

の
歴
史
は
古
く
、八
世
紀
に

の
歴
史
は
古
く
、八
世
紀
に

遡
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

遡
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
大
都
市

江
戸
時
代
に
な
る
と
大
都
市

江
戸
の
住
人
や
商
人
が
増

江
戸
の
住
人
や
商
人
が
増

え
、紙
の
消
費
も
増
加
し
ま

え
、紙
の
消
費
も
増
加
し
ま

し
た
。紙
の
一
大
消
費
地
で

し
た
。紙
の
一
大
消
費
地
で

あ
る
江
戸
に
近
い
た
め
、江

あ
る
江
戸
に
近
い
た
め
、江

戸
時
代
中
期
に
紀
州
細
川
村

戸
時
代
中
期
に
紀
州
細
川
村

（
和
歌
山
県
）で
漉
か
れ
て
い

（
和
歌
山
県
）で
漉
か
れ
て
い

た
細
川
奉
書
と
い
う
良
質
な

た
細
川
奉
書
と
い
う
良
質
な

紙
の
技
術
が
当
地
に
伝
え
ら

紙
の
技
術
が
当
地
に
伝
え
ら

れ
、細
川
紙
の
生
産
量
は
大

れ
、細
川
紙
の
生
産
量
は
大

幅
に
増
加
し
、紙
の
名
産
地

幅
に
増
加
し
、紙
の
名
産
地

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

楮
を
原
料
と
し
た
和
紙
は

　

楮
を
原
料
と
し
た
和
紙
は

他
の
原
料
を
使
用
し
た
紙
と

他
の
原
料
を
使
用
し
た
紙
と

比
べ
て
丈
夫
で
あ
る
事
が
特

比
べ
て
丈
夫
で
あ
る
事
が
特

徴
で
あ
り
、
そ
の
丈
夫
さ
は

徴
で
あ
り
、
そ
の
丈
夫
さ
は

海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、

海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
で

は
、
絵
画
の
修
復
に
極
薄
の

は
、
絵
画
の
修
復
に
極
薄
の

和
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

和
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
手
漉
き
和
紙
は
、
そ
の

す
。
手
漉
き
和
紙
は
、
そ
の

漉
か
れ
た
地
域
の
自
然
や
風

漉
か
れ
た
地
域
の
自
然
や
風

土
、
文
化
を
よ
く
表
す
も
の

土
、
文
化
を
よ
く
表
す
も
の

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を

す
。
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
を

持
つ
手
漉
き
和
紙
の
伝
統
を

持
つ
手
漉
き
和
紙
の
伝
統
を

守
り
続
け
、
季
節
ご
と
に
様

守
り
続
け
、
季
節
ご
と
に
様

々
な
花
々
が
咲
き
誇
る
自
然

々
な
花
々
が
咲
き
誇
る
自
然

豊
か
な
和
紙
の
里
・
東
秩
父

豊
か
な
和
紙
の
里
・
東
秩
父

村
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ

村
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ

い
。
い
。

 

◆
東
秩
父
和
紙
の
里　

　

 

埼
玉
県
秩
父
郡
東
秩
父
村

大
字
御
堂
四
四
一

　

☎ 

〇
四
九
三

八
二

一
四
六
八

　

 http://www.washi 
nosato.co.jp/

 　

大
澤　

宣
彦

 

（
112
神
・
寳
登
山
神
社
奉
職
）記

埼玉県
北支部

草
加
市
長 

全
力
疾
走

　

草
加
市
は
、
埼
玉
県
東
南

　

草
加
市
は
、
埼
玉
県
東
南

部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
日

部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
日

光
街
道
の
宿
場
町
「
草
加

光
街
道
の
宿
場
町
「
草
加

宿
」
と
し
て
栄
え
、
松
尾
芭

宿
」
と
し
て
栄
え
、
松
尾
芭

蕉
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
ゆ
か

蕉
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
ゆ
か

り
の
六
三
四
本
（
ム
サ
シ
）

り
の
六
三
四
本
（
ム
サ
シ
）

の
松
並
木
は
、
国
の
名
勝

の
松
並
木
は
、
国
の
名
勝

「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地

「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地

草
加
松
原
」
に
指
定
さ
れ
て

草
加
松
原
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
名
物
の
草
加
せ
ん

い
ま
す
。
名
物
の
草
加
せ
ん

べ
い
は
東
京
土
産
の
一
つ
で

べ
い
は
東
京
土
産
の
一
つ
で

す
。
す
。

　

田
中
和
明
（
た
な
か
・
か

　

田
中
和
明
（
た
な
か
・
か

ず
あ
き
／

ず
あ
き
／
7979
神
）
さ
ん
は
、

神
）
さ
ん
は
、

草
加
市
総
鎮
守
の
草
加
神
社

草
加
市
総
鎮
守
の
草
加
神
社

の
宮
司
を
務
め
る
家
に
生
ま

の
宮
司
を
務
め
る
家
に
生
ま

れ
、
母
校
卒
業
後
、
昭
和
四

れ
、
母
校
卒
業
後
、
昭
和
四

十
六
年
草
加

十
六
年
草
加

市
役
所
に
入

市
役
所
に
入

所
、
広
報
広

所
、
広
報
広

聴
課
長
や
議

聴
課
長
や
議

会
事
務
局
長

会
事
務
局
長

を
歴
任
し
、

を
歴
任
し
、

平
成
二
十
二

平
成
二
十
二

年
十
二
月
の

年
十
二
月
の

草
加
市
長
選

草
加
市
長
選

挙
に
立
候
補

挙
に
立
候
補

し
当
選
、
現

し
当
選
、
現

在
ま
で
市
長

在
ま
で
市
長

の
重
責
を
担

の
重
責
を
担

わ
れ
て
い
ま

わ
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

市
長
就
任

　

市
長
就
任

後
「
現
場
主

後
「
現
場
主

義
」
を
モ
ッ

義
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
草

ト
ー
に
、
草

加
市
内
で
モ

加
市
内
で
モ

◎ 

支
部
長
…
後
藤　

治
司

（
ご
と
う
・
は
る
じ
／

83
経
）

◎ 

事
務
局
…
越
谷
市
弥
栄

町
三

四
三

二
一
六

　

小
山　

巌（
93
法
）

　

☎ 

〇
四
八

九
七
四

七
九
五
四

埼玉県
東支部

ノ
づ
く
り
を
行
う
農
家
や
事

ノ
づ
く
り
を
行
う
農
家
や
事

業
所
で
作
業
体
験
や
意
見
交

業
所
で
作
業
体
験
や
意
見
交

換
を
行
う
「
モ
ノ
づ
く
り
ふ

換
を
行
う
「
モ
ノ
づ
く
り
ふ

れ
あ
い
訪
問
」
を
開
始
、
枝

れ
あ
い
訪
問
」
を
開
始
、
枝

豆
や
小
松
菜
な
ど
の
農
産
品

豆
や
小
松
菜
な
ど
の
農
産
品

や
先
進
的
な
モ
ノ
づ
く
り
企

や
先
進
的
な
モ
ノ
づ
く
り
企

業
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ

業
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

市
長
就
任
時
か
ら
開
催
し

　

市
長
就
任
時
か
ら
開
催
し

て
い
る
「
草
加
松
原
太
鼓
橋

て
い
る
「
草
加
松
原
太
鼓
橋

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
で

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
田
中

は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
田
中

市
長
は
「
い
っ
し
ょ
に
走
ろ

市
長
は
「
い
っ
し
ょ
に
走
ろ

う
」
と
職
員
に
呼
び
か
け
、

う
」
と
職
員
に
呼
び
か
け
、

職
員
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
心
臓

職
員
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
心
臓

破
り
の
太
鼓
橋
を
〝
全
力
疾

破
り
の
太
鼓
橋
を
〝
全
力
疾

走
〞
し
て
い
ま
す
。

走
〞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
東
京

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス

に
、
芭
蕉
が
旅
し
た
お
く
の

に
、
芭
蕉
が
旅
し
た
お
く
の

ほ
そ
道
ル
ー
ト
を
逆
に
た
ど

ほ
そ
道
ル
ー
ト
を
逆
に
た
ど

っ
て
も
ら
う
た
め
の
誘
致
活

っ
て
も
ら
う
た
め
の
誘
致
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
開
催
し
て

　

平
成
元
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
「
国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス

い
る
「
国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
国
内
外

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
国
内
外

の
演
奏
家
か
ら
市
民
ま
で
幅

の
演
奏
家
か
ら
市
民
ま
で
幅

広
い
参
加
に
よ
り
充
実
を
図

広
い
参
加
に
よ
り
充
実
を
図

る
な
ど
、
市
民
の
た
め
の

る
な
ど
、
市
民
の
た
め
の

〝
全
力
疾
走
〞
が
続
い
て
い

〝
全
力
疾
走
〞
が
続
い
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

増
渕　

俊
一

 

（
93
法
・
草
加
市
勤
務
）記 

写
真
左
か
ら
小
山
事
務
局
担
当
・
後
藤
支
部
長
・

写
真
左
か
ら
小
山
事
務
局
担
当
・
後
藤
支
部
長
・

田
中
市
長
・
増
渕
さ
ん（
執
筆
者
）

田
中
市
長
・
増
渕
さ
ん（
執
筆
者
）

富
一
〇
〇
三

　

☎ 

〇
四
九

二
五
九

二
二
二
八

　

 www.kawagoe-im 
o.com/

 

※
林
様
の
お
父
様
（
林
伊
佐

※
林
様
の
お
父
様
（
林
伊
佐

雄
様
・

雄
様
・
8888
神
・
神
・
9090
博
前
神
）

博
前
神
）

も
三
芳
町
の
町
長
と
し
て
ご

も
三
芳
町
の
町
長
と
し
て
ご

活
躍
中
で
す
。

活
躍
中
で
す
。

　お問合せは03－5466－0754國學院大學経理課内・鈴木まで。
　ゼミOB会等もぜひこの日に設定していただき、懇親会で
弾みをつけて渋谷の街に繰り出してはいかがでしょうか。

　平成29年度院友経済会総会
と懇親会は、11月18日（土）
午後渋谷キャンパスにて開催い
たします。当日は若木タワー
18階有栖川宮記念ホールでの
懇親会の他、特別企画として、
著名人を招いてのトークショー
と、経済学部現役学生との合同
企画によるイベントも併せて開

催する予定です。盛りだくさん
の企画でお待ちしておりますの
で、ぜひご参加ください。
　詳しくは９月以降、院友経済
会ホームページ等でご案内しま
す。
URL　ht tp：//www2．
kokugakuin.ac.jp/inyu-
economics/

平成29年度総会・懇親会
開催日のお知らせ

院 友 経 済 会

林　

陸
朗
氏

林　

陸
朗
氏
（
は
や
し
・
ろ

（
は
や
し
・
ろ

く
ろ
う
＝
母
校
名
誉
教
授
・

く
ろ
う
＝
母
校
名
誉
教
授
・

元
國
學
院
短
期
大
学
学
長
／

元
國
學
院
短
期
大
学
学
長
／

5454
専
・
専
・
5757
学
史
）
平
成
二
十

学
史
）
平
成
二
十

九
年
二
月
十
七
日
逝
去
。

九
年
二
月
十
七
日
逝
去
。

享
年
九
十
一

享
年
九
十
一

馬
場　

明
氏

馬
場　

明
氏
（
ば
ば
・
あ
き

（
ば
ば
・
あ
き

ら
＝
母
校
名
誉
教
授
／

ら
＝
母
校
名
誉
教
授
／
6565

史
）
同
年
四
月
九
日
逝
去
。

史
）
同
年
四
月
九
日
逝
去
。

享
年
八
十
三

享
年
八
十
三

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
生

前
の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感

前
の
本
会
へ
の
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

訃　

報

贈

書書書

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ

　

院
友
の
皆
様
か
ら
、
い
つ

も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い

も
多
く
の
著
書
を
ご
寄
贈
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
二
十
九
年
二

　

今
回
は
平
成
二
十
九
年
二

月
か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て

月
か
ら
の
分
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以

降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

降
に
頂
戴
し
た
も
の
は
、
次

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

書
名
／
①
著
者

書
名
／
①
著
者
･
編
集
編
集

者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

出
版
社

出
版
社
･
発
行
所
③
刊

発
行
所
③
刊

行
年
月
④
定
価
（
税
別
）

行
年
月
④
定
価
（
税
別
）

◆ 

俳
句
第
三
集　

考
え
る
葦

俳
句
第
三
集　

考
え
る
葦

／
①
原
田
芦
雪
（

／
①
原
田
芦
雪
（
6464
文
）
文
）

③
平
成
二
十
九
年
一
月
二

③
平
成
二
十
九
年
一
月
二

十
五
日
④
非
売
品

十
五
日
④
非
売
品

◆ 

入
り
婿
侍
商
い
帖　

出
仕

入
り
婿
侍
商
い
帖　

出
仕

秘
命
（
二
）

秘
命
（
二
）
／
①
千
野
隆

／
①
千
野
隆

司
（
司
（
8282
文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成
二
十

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成
二
十

八
年
十
一
月
二
十
五
日
④

八
年
十
一
月
二
十
五
日
④

六
百
八
十
円

六
百
八
十
円

◆ 

詩
集
コ
ー
ヒ
ー
・
タ
イ
ム

詩
集
コ
ー
ヒ
ー
・
タ
イ
ム

①
阿
部
堅
磐
（

①
阿
部
堅
磐
（
7777
文
）
／

文
）
／

②
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

②
土
曜
美
術
社
出
版
販
売

③
平
成
二
十
九
年
三
月
十

③
平
成
二
十
九
年
三
月
十

日
④
二
千
円

日
④
二
千
円

◆ 

渋
谷
学
叢
書
第
五
集　

渋

渋
谷
学
叢
書
第
五
集　

渋

谷　

に
ぎ
わ
い
空
間
を
科

谷　

に
ぎ
わ
い
空
間
を
科

学
す
る

学
す
る
／
①
上
山
和
雄
・

／
①
上
山
和
雄
・

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究

会
②
㈱
雄
山
閣
③
平
成
二

会
②
㈱
雄
山
閣
③
平
成
二

十
九
年
二
月
二
十
八
日
④

十
九
年
二
月
二
十
八
日
④

三
千
四
百
円

三
千
四
百
円

◆ 

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
叢
書
二

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
叢
書
二

十
一　

建
国
の
使
命
―

十
一　

建
国
の
使
命
―

「
大
祓
詞
」
の
神
学
―

「
大
祓
詞
」
の
神
学
―
／

①
西
岡
和
彦
（

①
西
岡
和
彦
（
9797
神
・
神
・
9999

博
前
神
・

博
前
神
・
102102
博
後
神
）
②

博
後
神
）
②

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
③
平
成

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
③
平
成

二
十
九
年
四
月
一
日
④
非

二
十
九
年
四
月
一
日
④
非

売
品
売
品

◆ 

悠
久　

第
一
四
八
号

悠
久　

第
一
四
八
号
／
①
／
①

鶴
岡
八
幡
宮
悠
久
事
務
局

鶴
岡
八
幡
宮
悠
久
事
務
局

・
加
藤
健
司
（

・
加
藤
健
司
（
8484
神
２
・

神
２
・

8686
博
前
神
・

博
前
神
・
8989
博
後
神
）

博
後
神
）

他
②
㈱
お
う
ふ
う
③
平
成

他
②
㈱
お
う
ふ
う
③
平
成

二
十
九
年
三
月
二
十
日
④

二
十
九
年
三
月
二
十
日
④

六
百
八
十
円

六
百
八
十
円

◆ 

國
學
院
大
學
院
友
会

國
學
院
大
學
院
友
会

　

埼
玉
県
南
支
部
講
演
集

　

埼
玉
県
南
支
部
講
演
集

　

 

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う 

第
一
集

第
一
集
／
①
真
取
正
典

／
①
真
取
正
典

（
7777
神
）
②
國
學
院
大
學

神
）
②
國
學
院
大
學

院
友
会
埼
玉
県
南
支
部
③

院
友
会
埼
玉
県
南
支
部
③

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十

五
日
④
非
売
品

五
日
④
非
売
品

◆ 

入
り
婿
侍
商
い
帖　

出
仕

入
り
婿
侍
商
い
帖　

出
仕

秘
命
（
三
）

秘
命
（
三
）
／
①
千
野
隆

／
①
千
野
隆

司
（
司
（
8282
文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

文
）
②
㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成
二
十

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
③
平
成
二
十

九
年
三
月
二
十
五
日
④
六

九
年
三
月
二
十
五
日
④
六

百
八
十
円

百
八
十
円

◆ 

雇
わ
れ
師
範
・
豊
之
助　

雇
わ
れ
師
範
・
豊
之
助　

泣
き
虫
大
将

泣
き
虫
大
将
／
①
千
野
隆

／
①
千
野
隆

司
（
司
（
8282
文
）
②
㈱
双
葉
社

文
）
②
㈱
双
葉
社

③
平
成
二
十
九
年
四
月
十

③
平
成
二
十
九
年
四
月
十

六
日
④
六
百
十
一
円

六
日
④
六
百
十
一
円
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現
在
、
岩
手
県
支
部
で
は

　

現
在
、
岩
手
県
支
部
で
は

こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
事
業

こ
れ
ま
で
温
め
て
き
た
事
業

の
実
現
に
向
け
て
準
備
を
進

の
実
現
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

め
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
甚
大

　

東
日
本
大
震
災
で
、
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
当
支
部
で

な
被
害
を
受
け
た
当
支
部
で

あ
る
が
、
そ
の
一
日
も
早
い

あ
る
が
、
そ
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
い
な
が
ら
、
広
く

復
興
を
願
い
な
が
ら
、
広
く

社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し

社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し

て
、
多
く
の
皆
様
に
興
味
を

て
、
多
く
の
皆
様
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

吟
味
し
な
が
ら
、
現
在
慎
重

吟
味
し
な
が
ら
、
現
在
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。

に
検
討
し
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
楽
し
み
に
お
待
ち

　

ぜ
ひ
、
楽
し
み
に
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
。

い
た
だ
き
た
い
。

【
開
催
日
】　

平
成
二
十
九

【
開
催
日
】　

平
成
二
十
九

年
十
二
月
十
七
日
（
日
）

年
十
二
月
十
七
日
（
日
）

【
会
場
】　

プ
ラ
ザ
お
で
っ

【
会
場
】　

プ
ラ
ザ
お
で
っ

て
（
盛
岡
市
）

て
（
盛
岡
市
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
一
九
‐
六
六
二
‐
〇
三
七

〇
一
九
‐
六
六
二
‐
〇
三
七

二　

支
部
長　

鈴
木
惠
治

二　

支
部
長　

鈴
木
惠
治 

方【
お
断
り
】
本
事
業
に
つ
い

【
お
断
り
】
本
事
業
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
調
整
が
必
要
な

て
は
、
ま
だ
調
整
が
必
要
な

点
が
あ
り
、
順
次
準
備
を
進

点
が
あ
り
、
順
次
準
備
を
進

め
て
い
く
の
で
ご
容
赦
願
い

め
て
い
く
の
で
ご
容
赦
願
い

た
い
。

た
い
。

　

支
部
長

 

鈴
木
惠
治（
74
史
）記

　

山
形
県
支
部
で
は
、
院
友

　

山
形
県
支
部
で
は
、
院
友

会
発
足
百
三
十
周
年
を
記
念

会
発
足
百
三
十
周
年
を
記
念

し
、
文
化
講
演
会
を
六
月
十

し
、
文
化
講
演
会
を
六
月
十

日
（
土
）
山
形
市
香
澄
町
の

日
（
土
）
山
形
市
香
澄
町
の

山
形
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し

山
形
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。
講
師
に
、
吉
村
美
栄
子

た
。
講
師
に
、
吉
村
美
栄
子

山
形
県
知
事
と
三
橋
健
元
國

山
形
県
知
事
と
三
橋
健
元
國

學
院
大
學
教
授
（

學
院
大
學
教
授
（
7070
文
・
文
・
7474

修
神
・

修
神
・
7777
博
神
）
を
迎
え
、

博
神
）
を
迎
え
、

一
般
公
開
・
入
場
無
料
で
開

一
般
公
開
・
入
場
無
料
で
開

催
、
院
友
会
・
若
木
育
成
会

催
、
院
友
会
・
若
木
育
成
会

・
一
般
聴
講
者
約
九
十
名
が

・
一
般
聴
講
者
約
九
十
名
が

参
加
し
た
。

参
加
し
た
。

　

吉
村
県
知
事
は
、
山
形
名

　

吉
村
県
知
事
は
、
山
形
名

産
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
ト
ッ
プ
セ

産
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
の
多
忙
の
時
期
で
は

ー
ル
ス
の
多
忙
の
時
期
で
は

あ
っ
た
が
、
若
木
育
成
会
の

あ
っ
た
が
、
若
木
育
成
会
の

元
副
支
部
長
と
い
う
ご
縁
に

元
副
支
部
長
と
い
う
ご
縁
に

よ
り
、
特
に
ご
講
演
い
た
だ

よ
り
、
特
に
ご
講
演
い
た
だ

い
た
。「
世
界
に
誇
れ
る
歴

い
た
。「
世
界
に
誇
れ
る
歴

史
と
文
化
が
息
づ
く
山
形

史
と
文
化
が
息
づ
く
山
形

県
」
と
題
し
、
県
内
の
歴
史

県
」
と
題
し
、
県
内
の
歴
史

や
数
々
の
文
化
財
を
紹
介
す

や
数
々
の
文
化
財
を
紹
介
す

る
と
共
に
、「
未
来
に
伝
え

る
と
共
に
、「
未
来
に
伝
え

る
山
形
の
宝
」
登
録
制
度
に

る
山
形
の
宝
」
登
録
制
度
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
歴
史
や

つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
歴
史
や

文
化
、
自
然
環
境
と
相
ま
っ

文
化
、
自
然
環
境
と
相
ま
っ

た
精
神
文
化
な
ど
の
本
県
の

た
精
神
文
化
な
ど
の
本
県
の

宝
を
、
未
来
に
残
し
伝
え
る

宝
を
、
未
来
に
残
し
伝
え
る

と
同
時
に
、
高
い
観
光
資
源

と
同
時
に
、
高
い
観
光
資
源

と
な
る
よ
う
磨
き
上
げ
「
観

と
な
る
よ
う
磨
き
上
げ
「
観

　

神
奈
川
県
支
部
で
は
、
恒

　

神
奈
川
県
支
部
で
は
、
恒

例
と
な
っ
た
公
開
講
演
会
を

例
と
な
っ
た
公
開
講
演
会
を

六
月
十
七
日
に
鎌
倉
の
鶴
岡

六
月
十
七
日
に
鎌
倉
の
鶴
岡

八
幡
宮
直
会
殿
に
於
い
て
開

八
幡
宮
直
会
殿
に
於
い
て
開

催
し
た
。
本
年
は
、
元
宮
内

催
し
た
。
本
年
は
、
元
宮
内

庁
書
陵
部
職
員
で
國
學
院
大

庁
書
陵
部
職
員
で
國
學
院
大

學
講
師
の
鈴
木
眞
弓
（

學
講
師
の
鈴
木
眞
弓
（
7878

史
）
先
生
に
「
有
職
故
実
に

史
）
先
生
に
「
有
職
故
実
に

学
ぶ
日
本
の
伝
統
文
化
〜
唐

学
ぶ
日
本
の
伝
統
文
化
〜
唐

衣
裳
五
衣
の
着
装
を
通
し
て

衣
裳
五
衣
の
着
装
を
通
し
て

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
た
ま

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
た
ま

わ
り
、
県
内
院
友
の
ほ
か
約

わ
り
、
県
内
院
友
の
ほ
か
約

百
名
が
参
加
し
た
。

百
名
が
参
加
し
た
。

　

沖
縄
県
支
部
で
は
、「
も

　

沖
縄
県
支
部
で
は
、「
も

っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」
の
テ

っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」
の
テ

ー
マ
の
下
、
琉
球
大
学
法
文

ー
マ
の
下
、
琉
球
大
学
法
文

学
部
教
授
池
田
榮
史
先
生

学
部
教
授
池
田
榮
史
先
生

（
8787
史
・
史
・
8989
修
文
）
を
講
師

修
文
）
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
、『
水
中
考

に
お
迎
え
し
て
、『
水
中
考

古
学
の
魅
力　

沖
縄
か
ら
世

古
学
の
魅
力　

沖
縄
か
ら
世

界
へ
』
と
題
し
た
公
開
講
演

界
へ
』
と
題
し
た
公
開
講
演

会
を
六
月
三
日
（
土
）
に
パ

会
を
六
月
三
日
（
土
）
に
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に

シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

水
中
考
古
学
と
は
考
古
学

　

水
中
考
古
学
と
は
考
古
学

の
な
か
で
水
中
に
あ
る
遺
跡

の
な
か
で
水
中
に
あ
る
遺
跡

ま
た
遺
物
を
調
査
・
研
究
す

ま
た
遺
物
を
調
査
・
研
究
す

る
分
野
で
あ
り
ま
す
。
日
本

る
分
野
で
あ
り
ま
す
。
日
本

は
四
周
を
海
に
囲
ま
れ
た
海

は
四
周
を
海
に
囲
ま
れ
た
海

洋
国
家
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

洋
国
家
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開
――

原
点
で
あ
る
」
と
話
さ
れ

原
点
で
あ
る
」
と
話
さ
れ

た
。
様
々
な
遺
産
を
守
り
見

た
。
様
々
な
遺
産
を
守
り
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

直
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

小
野
田
光
雄
先
生
、
三
矢

　

小
野
田
光
雄
先
生
、
三
矢

重
松
先
生
、
恩
師
で
あ
る
御

重
松
先
生
、
恩
師
で
あ
る
御

巫
清
勇
（
み
か
な
ぎ
・
き
よ

巫
清
勇
（
み
か
な
ぎ
・
き
よ

た
け
）
先
生
等
は
鶴
岡
市
出

た
け
）
先
生
等
は
鶴
岡
市
出

身
の
方
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

身
の
方
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

師
の
魂
が
受
け
継
が
れ
、
現

師
の
魂
が
受
け
継
が
れ
、
現

在
の
私
に
繋
が
っ
て
い
る
。

在
の
私
に
繋
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
、
鶴
岡
と
私
も
繋
が

そ
れ
で
、
鶴
岡
と
私
も
繋
が

っ
て
い
る
。
そ
の
魂
が
受
け

っ
て
い
る
。
そ
の
魂
が
受
け

継
が
れ
る
に
は
、
深
く
心
に

継
が
れ
る
に
は
、
深
く
心
に

刻
ま
れ
る
出
来
事
が
あ
っ

刻
ま
れ
る
出
来
事
が
あ
っ

た
。
た
。

報　告

報　告

國
學
院
と
い
う
魂
の
継
承

國
學
院
と
い
う
魂
の
継
承

―
先
人
の
残
し
た
精
神
文
化
を
守
り

―
先
人
の
残
し
た
精
神
文
化
を
守
り

伝
え
る
―

伝
え
る
― 

山
形
県
支
部

山
形
県
支
部

公
開
講
演

公
開
講
演

「
水
中
考
古
学
の
魅
力　

沖
縄
か
ら

「
水
中
考
古
学
の
魅
力　

沖
縄
か
ら

世
界
へ
」

世
界
へ
」 

沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部

予　告
「
公
開
講
座
―
北
日
本
の
古
代
史
―
」

「
公
開
講
座
―
北
日
本
の
古
代
史
―
」

を
開
催

を
開
催

 

岩
手
県
支
部

岩
手
県
支
部

日  時

講  演

演  奏

お問い合わせ

会  場

平成29年9月9日㊏

藤岡地方ユネスコ
少年少女合唱団

講 師 ： 板 橋　春 夫

高崎市赤坂町94（高崎神社内） 
TEL.027-325-5858　

ホワイトイン高崎

■ 主 催 ： 一般財団法人 國學院大學院友会
　　　　　（主管：國學院大學院友会 群馬県支部）    
■ 共 催 ： 國學院大學若木育成会群馬県支部          
■ 後 援 ： 群馬県教育委員会、上毛新聞社、
　　　　　養蚕唱歌研究同好会、下南室太々御神楽講

國學院大學院友会 群馬県支部 （支部長：岸）

15：30～16：00

14：30～15：30

高崎市役所 高崎市美術館

高崎地方
合同庁舎

ビックカメラ

LABI高崎

高崎タカシマヤ

スズラン

17

354

高
崎
駅

ホワイトイン高崎

14：30～16：00

日本工業大学 工学部 生活環境デザイン学科 教授

TEL.080-5456-5343

國
學
院
大
學
院
友
会
　
文
化
講
演
会

申込不要

― 

養
蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌 

―

― 

養
蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌 

―

もっと日本を学ぼうもっと日本を学ぼう

入場料
無料

 

詳
細
は

詳
細
は
1414
面
に
面
に

予　告
「
文
化
講
演
会

「
文
化
講
演
会 

世
界
文
化
遺
産
の

世
界
文
化
遺
産
の

向
こ
う
に
見
え
る
も
の
―
養
蚕
の

向
こ
う
に
見
え
る
も
の
―
養
蚕
の

民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌
―
」を
開
催

民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱
歌
―
」を
開
催

 

群
馬
県
支
部

群
馬
県
支
部

光
立
県
山
形
」
を
確
立
し
て

光
立
県
山
形
」
を
確
立
し
て

い
き
た
い
と
締
め
ら
れ
た
。

い
き
た
い
と
締
め
ら
れ
た
。

　

三
橋
先
生
は
「
失
わ
れ
ゆ

　

三
橋
先
生
は
「
失
わ
れ
ゆ

く
日
本
の
心
を
ど
う
救
う

く
日
本
の
心
を
ど
う
救
う

か
」
と
題
し
、
演
題
は
松
下

か
」
と
題
し
、
演
題
は
松
下

幸
之
助
著
「
崩
れ
ゆ
く
日
本

幸
之
助
著
「
崩
れ
ゆ
く
日
本

を
ど
う
救
う
か
」
に
因
っ
て

を
ど
う
救
う
か
」
に
因
っ
て

お
り
、
同
氏
は
、「
先
人
が

お
り
、
同
氏
は
、「
先
人
が

創
造
し
た
精
神
的
遺
産
、
中

創
造
し
た
精
神
的
遺
産
、
中

で
も
神
道
は
日
本
人
の
魂
の

で
も
神
道
は
日
本
人
の
魂
の

　

「
唐
衣
裳
五
衣
」
と
は
十

　

「
唐
衣
裳
五
衣
」
と
は
十

二
単
の
正
式
名
称
で
あ
り
、

二
単
の
正
式
名
称
で
あ
り
、

宮
廷
女
官
の
御
所
で
の
正
式

宮
廷
女
官
の
御
所
で
の
正
式

装
束
で
あ
っ
た
。
初
め
に
源

装
束
で
あ
っ
た
。
初
め
に
源

氏
物
語
内
に
み
ら
れ
る
装
束

氏
物
語
内
に
み
ら
れ
る
装
束

か
ら
、
皇
后
陛
下
の
御
装
束

か
ら
、
皇
后
陛
下
の
御
装
束

に
至
る
ま
で
様
々
な
装
束
の

に
至
る
ま
で
様
々
な
装
束
の

写
真
を
見
な
が
ら
、
時
の
移

写
真
を
見
な
が
ら
、
時
の
移

り
変
わ
り
と
と
も
に
変
化
を

り
変
わ
り
と
と
も
に
変
化
を

し
て
き
た
宮
廷
装
束
の
変
遷

し
て
き
た
宮
廷
装
束
の
変
遷

を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
奈

を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。
奈

良
時
代
の
宮
廷
装
束
は
唐
の

良
時
代
の
宮
廷
装
束
は
唐
の

制
度
に
習
い
、
平
安
時
代
に

制
度
に
習
い
、
平
安
時
代
に

は
国
風
文
化
が
生
じ
、
そ
れ

は
国
風
文
化
が
生
じ
、
そ
れ

に
伴
い
装
束
も
大
き
く
変
化

に
伴
い
装
束
も
大
き
く
変
化

し
、
日
本
の
風
土
や
生
活
様

し
、
日
本
の
風
土
や
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
ゆ
っ
た
り
と

式
に
合
わ
せ
た
ゆ
っ
た
り
と

し
た
装
い
が
好
ま
れ
る
様
に

し
た
装
い
が
好
ま
れ
る
様
に

な
っ
た
。
装
束
は
傷
ん
で
し

な
っ
た
。
装
束
は
傷
ん
で
し

ま
う
た
め
、
鎌
倉
・
室
町
の

ま
う
た
め
、
鎌
倉
・
室
町
の

当
時
の
装
束
は
ほ
と
ん
ど
残

当
時
の
装
束
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
た
ち

っ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
た
ち

は
興
味
深
く
話
に
聞
き
入
っ

は
興
味
深
く
話
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

て
い
た
。

　

後
半
は
、
鈴
木
先
生
に
よ

　

後
半
は
、
鈴
木
先
生
に
よ

る
丁
寧
な
解
説
を
交
え
な
が

る
丁
寧
な
解
説
を
交
え
な
が

ら
、
実
際
に
十
二
単
の
着
装

ら
、
実
際
に
十
二
単
の
着
装

査
の
末
や
っ
と
発
掘
作
業
を

査
の
末
や
っ
と
発
掘
作
業
を

始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
と

　

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
と

情
熱
が
素
晴
ら
し
い
物
を
発

情
熱
が
素
晴
ら
し
い
物
を
発

見
し
、
更
な
る
可
能
性
を
導

見
し
、
更
な
る
可
能
性
を
導

き
出
す
事
を
教
え
て
い
た
だ

き
出
す
事
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
沖
縄

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
沖
縄

の
水
中
考
古
学
は
世
界
に
向

の
水
中
考
古
学
は
世
界
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
展

け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
て

開
し
て
い
く
こ
と
を
話
し
て

お
り
今
後
の
展
開
が
と
て
も

お
り
今
後
の
展
開
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

楽
し
み
で
す
。

　

当
日
は
県
内
院
友
だ
け
で

　

当
日
は
県
内
院
友
だ
け
で

は
な
く
、
一
般
の
方
も
興
味

は
な
く
、
一
般
の
方
も
興
味

を
持
っ
て
ご
参
加
い
た
だ

を
持
っ
て
ご
参
加
い
た
だ

き
、
少
し
で
も
水
中
考
古
学

き
、
少
し
で
も
水
中
考
古
学

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け

た
か
と
思
い
ま
す
。

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

事
務
局

 

井
澤
真
人（
117
神
文
）記

報　告

目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
、
日
本
の

目
で
見
て
、
肌
で
感
じ
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
再
認
識
し
た
一
日

伝
統
文
化
を
再
認
識
し
た
一
日

 

神
奈
川
県
支
部

神
奈
川
県
支
部

水
中
に
沈
ん
だ
遺
跡
や
沈
没

水
中
に
沈
ん
だ
遺
跡
や
沈
没

船
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

船
な
ど
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま

ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平

成
二
十
二
年
六
月
に
長
崎
県

成
二
十
二
年
六
月
に
長
崎
県

松
浦
市
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お

松
浦
市
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お

い
て
、
池
田
教
授
を
中
心
と

い
て
、
池
田
教
授
を
中
心
と

し
た
研
究
チ
ー
ム
が
蒙
古
襲

し
た
研
究
チ
ー
ム
が
蒙
古
襲

来
（
元
寇
）
の
際
に
暴
風
雨

来
（
元
寇
）
の
際
に
暴
風
雨

で
沈
没
し
た
元
軍
船
を
発
見

で
沈
没
し
た
元
軍
船
を
発
見

し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

水
中
の
遺
跡
を
調
査
・
研
究

水
中
の
遺
跡
を
調
査
・
研
究

す
る
水
中
考
古
学
へ
の
関
心

す
る
水
中
考
古
学
へ
の
関
心

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る

中
、
そ
の
魅
力
を
ご
講
話
い

中
、
そ
の
魅
力
を
ご
講
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
。
発
掘
調
査
の
手
順
で

は
。
発
掘
調
査
の
手
順
で

す
。
水
中
考
古
学
の
発
掘
調

す
。
水
中
考
古
学
の
発
掘
調

査
は
地
上
の
発
掘
調
査
と
は

査
は
地
上
の
発
掘
調
査
と
は

全
く
違
い
と
て
も
手
間
が
か

全
く
違
い
と
て
も
手
間
が
か

か
り
、
音
波
探
査
装
置
を
使

か
り
、
音
波
探
査
装
置
を
使

い
海
底
の
地
形
と
地
層
の
情

い
海
底
の
地
形
と
地
層
の
情

報
を
取
得
し
、
調
査
の
候
補

報
を
取
得
し
、
調
査
の
候
補

地
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し

地
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し

て
、
鉄
棒
に
よ
る
突
き
刺
し

て
、
鉄
棒
に
よ
る
突
き
刺
し

反
応
調
査
を
手
作
業
で
行

反
応
調
査
を
手
作
業
で
行

い
。
気
が
遠
く
な
る
様
な
調

い
。
気
が
遠
く
な
る
様
な
調

が
行
わ
れ
た
。
き
れ
い
に
見

が
行
わ
れ
た
。
き
れ
い
に
見

え
る
よ
う
に
襟
な
ど
色
目
を

え
る
よ
う
に
襟
な
ど
色
目
を

見
せ
る
工
夫
を
し
て
い
た
と

見
せ
る
工
夫
を
し
て
い
た
と

の
話
も
あ
り
、
随
所
に
日
本

の
話
も
あ
り
、
随
所
に
日
本

人
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

人
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
後
に

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
後
に

は
、「
重
さ
は
ど
れ
く
ら
い

は
、「
重
さ
は
ど
れ
く
ら
い

か
」、「
昔
の
人
は
一
日
中
ず

か
」、「
昔
の
人
は
一
日
中
ず

っ
と
着
て
い
た
の
か
」
と
い

っ
と
着
て
い
た
の
か
」
と
い

っ
た
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

っ
た
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

参
加
者
に
と
っ
て
大
変
貴
重

参
加
者
に
と
っ
て
大
変
貴
重

な
時
間
と
な
っ
た
。

な
時
間
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
神
奈
川
県
内
院
友

　

当
日
は
神
奈
川
県
内
院
友

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
一
般

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
一
般

の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
普
段
目
に
す
る
機
会
の

き
、
普
段
目
に
す
る
機
会
の

少
な
い
十
二
単
の
着
装
に
目

少
な
い
十
二
単
の
着
装
に
目

を
奪
わ
れ
て
い
た
。
今
回
の

を
奪
わ
れ
て
い
た
。
今
回
の

講
演
会
で
は
話
を
聞
く
だ
け

講
演
会
で
は
話
を
聞
く
だ
け

で
な
く
、
実
際
に
目
で
見

で
な
く
、
実
際
に
目
で
見

て
、
肌
で
感
じ
、
日
本
の
伝

て
、
肌
で
感
じ
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
再
認
識
す
る
良
い

統
文
化
を
再
認
識
す
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

機
会
と
な
っ
た
。

　

事
務
局

 

阿
蘇
大
祐（
116
神
文
）記

　

会
場
か
ら
の
質
問
に
、
夏

　

会
場
か
ら
の
質
問
に
、
夏

越
の
祓
は
、
水
に
流
す
、
罪

越
の
祓
は
、
水
に
流
す
、
罪

穢
れ
を
清
め
て
い
く
日
本
人

穢
れ
を
清
め
て
い
く
日
本
人

の
生
活
文
化
で
あ
り
、
千
年

の
生
活
文
化
で
あ
り
、
千
年

二
千
年
と
続
い
て
き
た
も
の

二
千
年
と
続
い
て
き
た
も
の

で
、
な
ぜ
か
で
は
な
く
、
実

で
、
な
ぜ
か
で
は
な
く
、
実

践
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

践
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
常
に
祓
う
。
祓
い
き
れ

る
。
常
に
祓
う
。
祓
い
き
れ

な
く
な
る
と
死
が
訪
れ
る
。

な
く
な
る
と
死
が
訪
れ
る
。

祓
っ
て
元
気
を
取
り
戻
す
の

祓
っ
て
元
気
を
取
り
戻
す
の

が
夏
越
の
祓
と
話
さ
れ
た
。

が
夏
越
の
祓
と
話
さ
れ
た
。

　

先
人
の
魂
を
受
け
継
ぎ
、

　

先
人
の
魂
を
受
け
継
ぎ
、

今
の
我
々
に
繋
が
っ
て
い

今
の
我
々
に
繋
が
っ
て
い

る
。
國
學
院
の
持
っ
て
い
る

る
。
國
學
院
の
持
っ
て
い
る

魂
の
継
承
、
そ
れ
こ
そ
が
院

魂
の
継
承
、
そ
れ
こ
そ
が
院

友
会
の
使
命
と
の
話
に
、
改

友
会
の
使
命
と
の
話
に
、
改

め
て
國
學
院
と
の
繋
が
り
を

め
て
國
學
院
と
の
繋
が
り
を

感
じ
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。

感
じ
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。

　

事
務
局

 

橘
貴（
83
文
・
84
神
専
攻
）記

多
く
の
皆
様
に
お
越
し
願
い

多
く
の
皆
様
に
お
越
し
願
い

た
い
。

た
い
。

【
内
容
】
國
學
院
大
學
創
立

【
内
容
】
國
學
院
大
學
創
立

百
三
十
五
周
年
記
念
・
國
學

百
三
十
五
周
年
記
念
・
國
學

院
大
學
院
友
会
発
足
百
三
十

院
大
學
院
友
会
発
足
百
三
十

周
年
記
念
文
化
講
演
会

周
年
記
念
文
化
講
演
会

①
口
演
漫
談
「
日
本
人
の
底

①
口
演
漫
談
「
日
本
人
の
底

力
」
講
師
：
矢
野
大
和
氏

力
」
講
師
：
矢
野
大
和
氏

（
8888
経
）
経
）

②
記
念
講
演
「
秀
吉
権
力
の

②
記
念
講
演
「
秀
吉
権
力
の

特
質
と
諸
大
名
」
講
師
：
矢

特
質
と
諸
大
名
」
講
師
：
矢

部
健
太
郎
氏
（
國
學
院
大
學

部
健
太
郎
氏
（
國
學
院
大
學

文
学
部
教
授
）

文
学
部
教
授
）

【
日
時
】
平
成
二
十
九
年
八

【
日
時
】
平
成
二
十
九
年
八

月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二

月
二
十
六
日
（
土
）
午
後
二

時
か
ら

時
か
ら

【
会
場
】
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ

【
会
場
】
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
ホ
テ
ル
（
大
分
市
）

ー
ホ
テ
ル
（
大
分
市
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
九
七
七
‐
二
二
‐
三
四
〇

〇
九
七
七
‐
二
二
‐
三
四
〇

一　

高
司
信
太
郎
（

一　

高
司
信
太
郎
（
7878
法
・
法
・

8080
神
専
攻
）

神
専
攻
）

 

支
部
事
務
局
・
記

鈴
木
先
生
の
講
演

鈴
木
先
生
の
講
演

吉
村
知
事
の
講
演

吉
村
知
事
の
講
演

池田先生の講演池田先生の講演

十二単の着装も拝見十二単の着装も拝見

▶ 懇親会ご出席の際は、同封の出席はがき（切手不要）・
Ｅメールでお知らせください。
　《９月30日（土）必着》
▶ 当日は、懇親会において出席者名簿（卒業期・学科
・氏名・勤務先：役職を記載）を配付させていただ
きます。

平成29年10月21日（土）

若木タワー18階で受付を行います。ご協力ください。懇親会
受　付

國學院大學渋谷キャンパス
セレモニー　 午後2時30分から

学術メディアセンター「常磐松ホール」
※ ホームカミングデーの開会セレモニー
と合わせて行います

フリータイム　 パンフレットを手に様々な催しをお楽し
みください

懇　親　会　 午後5時から
若木タワー18階「有栖川宮記念ホール」

会　場

2,000円
※ 同封の振込用紙で、なるべく事前にお振込くださ
い。ご協力お願い申し上げます。恐縮ですが、会費
の一部を母校への寄付に充てさせていただきます。
皆様の、熱い想いをお届けいたします。

懇親会
会　費

一般財団法人 國學院大學院友会
☎03-3400-7781
FAX03-3400-7996
E-mail　inyuukai@kokugakuin.or.jp

お 申 込
お 問 合 せ

全国銘酒
飲み比べコーナー（西日本編）も

ご用意

平成29年度 國學院大學ホームカミングデー・院友大会 のご案内

今の母校を見て、知って、
大いに語り、大いに楽しむ一日!!
懇親会はホームカミングデーのグランドフィナーレ

　

大
分
県
支
部
で
は
、
前
号

　

大
分
県
支
部
で
は
、
前
号

で
も
既
報
の
と
お
り
文
化
講

で
も
既
報
の
と
お
り
文
化
講

演
会
を
開
催
す
る
。
こ
れ

演
会
を
開
催
す
る
。
こ
れ

は
、
大
分
県
で
も
甚
大
な
被

は
、
大
分
県
で
も
甚
大
な
被

予　告
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業

大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
事
業 

國
學
院
大

國
學
院
大

學
創
立
百
三
十
五
周
年
記
念
・
國
學
院

學
創
立
百
三
十
五
周
年
記
念
・
國
學
院

大
學
院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
記
念
文

大
學
院
友
会
発
足
百
三
十
周
年
記
念
文

化
講
演
会
」を
開
催

化
講
演
会
」を
開
催 

大
分
県
支
部

大
分
県
支
部

害
に
見
舞
わ
れ
た
、
昨
年
四

害
に
見
舞
わ
れ
た
、
昨
年
四

月
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
に

月
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
に

よ
る
院
友
会
の
大
規
模
災
害

よ
る
院
友
会
の
大
規
模
災
害

被
災
地
支
援
事
業
の
一
環
と

被
災
地
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
さ

し
て
開
催
さ

れ
る
。
な
お

れ
る
。
な
お

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

終
了
後
は
、

終
了
後
は
、

恒
例
の
支
部

恒
例
の
支
部

総
会
・
懇
親

総
会
・
懇
親

会
も
合
わ
せ

会
も
合
わ
せ

て
開
催
し
ま

て
開
催
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ

す
の
で
ぜ
ひ

口演漫談「日本人の底力」
　講師：矢野 大和氏
　　　　　   （鷹取屋神社 宮司・県南落語組合長・前佐伯市観光大使・口演家）

主催：國學院大學 / 國學院大學院友会
主管：國學院大學院友会大分県支部 / 共催：國學院大學若木育成会大分県支部

後援：大分県教育委員会 / 大分市教育委員会 / 大分合同新聞社 / 朝日新聞社 / 読売新聞社 / 毎日新聞社
OBS大分放送 / TOSテレビ大分 / J:COM 大分ケーブルテレコム株式会社

8.26
平成29年

場所　大分センチュリーホテル
大分市府内町1-4-28
TEL097-536-2777

時間　14：00～16：30
（受付/13：00～）

矢部 健太郎氏

記念講演「秀吉権力の特質と諸大名」
　講師：矢部 健太郎氏
　　　　　  （國學院大學 文学部教授）

土

文化講演会

大 規 模 災 害 被 災 地 支 援 事 業

國學院大學
創立135周年記念

文化化化化化化化化講演会

創立13355周年記念
國學院大學院友会
発足130周年記念

　國學院大學院友会発足130周年を記
念して、親子３代にわたり國學院大學で
学んで卒業された方々（故人、在学も含
む）に対して、感謝の意を表すこととい
たしました。
　対象は、親子３世代（直系の親・子・
孫）が、國學院大學または皇典講究所の
卒業生で、当日１名以上が懇親会に参加
できる方とさせていただきます。
　該当の方は、同封の院友大会出席ハガ
キの「我が家は３世代國大生」欄に必要
事項をご記入の上お知らせください。
　当日、懇親会の中で記念品をお贈りい
たします。

　今年は、國學院大學創立135周年、國學院大學院友会発足130周年の記念の年です。これを契
機として、これまで5月に開催していた院友大会を、秋のホームカミングデーと同日に開催するこ
とといたしました。この日が、再会の場、新たな出会いの場、情報交換の場であることはもちろ
ん、一人でも多くの院友に“國學院の今”を体感していただきた
いと考えております。
　当日は、ホームカミングデー＆院友大会で、楽しい1日をお過
ごしください。当日は特別ゲスト岩下尚史（94文）氏、七代目
市川染五郎氏等も特別講演会で参加。詳細は、同封のチラシをご
覧ください。一同、皆様のご来校を心からお待ちしております。 岩下尚史氏 市川染五郎氏

新企画
「我が家は3世代國大生」

ご参加ください！

院 友 会 報残暑見舞号 平成29年８月15日（火）　No.366 16
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